
取扱説明書 
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ユーザーの皆様へ
お使いのパソコンによってはシステムの都合上、イラストや文字の色、フォントなどが正しく表示されない場合があります。
また、サムネールのページ番号と本文ページ番号が一致しない場合がありますので、ご了承ください。





安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害
を未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について

この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。 

■「警告」と「注意」について

以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示する
ために、「警告」と「注意」に区分して掲載しています。

「ご注意ください」という注意喚起を示します。 
 
～しないでくださいという「禁止」を示します。 
 
「必ず実行」してくださいという強制を示します。 

警告 
この表示の欄は、「死亡す
る可能性または重傷を負
う可能性が想定される」
内容です。 

注意 
この表示の欄は、「傷害を
負う可能性または物的損
害が発生する可能性が想
定される」内容です。 
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警告

電源は必ず交流100V を使用する。
エアコンの電源など交流200V のものがあります。誤って

接続すると、感電や火災のおそれがあります。

パワーサプライは、必ず指定のもの（PW5000）を使用す
る。

故障、発熱、火災などの原因になります。

電源コードをストーブなどの熱器具に近づけたり、無理に

曲げたり、傷つけたりしない。また、電源コードに重いもの
をのせない。

電源コードが破損し、感電や火災の原因になります。

この機器の内部を開けたり、

内部の部品を分解したり改造
したりしない。

感電や火災、けが、または故障
の原因になります。異常を感

じた場合など、点検や修理は、
必ずお買い上げの販売店また

は巻末のヤマハ電気音響製品
サービス拠点にご依頼ください。

この機器の上に花瓶や薬品など液体の入ったものを置かな
い。また、浴室や雨天時の屋外など湿気の多いところで使用

しない。
感電や火災、または故障の原因になります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電のおそれがあります。

電源コードやプラグがいたんだ場合、または使用中に音が

出なくなったり異常なにおいや煙が出たりした場合は、す
ぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜

く。
感電や火災、または故障のおそれがあります。至急、お買い

上げの販売店または巻末のヤマハ電気音響製品サービス拠
点に点検をご依頼ください。

この機器やパワーサプライを落とすなどして破損した場合
は、すぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか

ら抜く。
感電や火災、または故障のおそれがあります。至急、お買い

上げの販売店または巻末のヤマハ電気音響製品サービス拠
点に点検をご依頼ください。

注意

長期間使用しないときや落雷のおそれがあるときは、必ず

コンセントから電源プラグを抜く。
感電や火災、故障の原因になることがあります。

電源プラグを抜くときは、

電源コードを持たずに、必
ず電源プラグを持って引

き抜く。
電源コードが破損して、感

電や火災の原因になるこ
とがあります。

電源のオン/オフは、必ずパワーサプライPW5000の

POWERスイッチで行なう。
電源コードの抜き差し、OAタップのスイッチ、ブレーカの

スイッチなどでオン/オフはしないでください。故障の原因
となることがあります。

パワーサプライPW5000のPOWERスイッチを素早く

オン/オフしない。
過大電流によりこの機器が損傷する場合があります。

POWERスイッチをオフからオンにする場合は、5秒以上
の間隔を空けて行なってください。

電源 / 電源コード

必ず実行 

必ず実行 

禁止 

分解禁止

禁止 

水に注意

禁止 

禁止 

異常に気づいたら

必ず実行 

必ず実行 

電源 / 電源コード

必ず実行 

必ず実行 

必ず実行 

禁止 
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この機器を持ち運びする場合は、必ず6人以上で行なう。
この機器が落下して破損したり、お客様や他の方々がけが

をしたりする原因になります。

この機器を移動するときは、必ず電源コードなどの接続
ケーブルをすべて外した上で行なう。

コードをいためたり、お客様や他の方々が転倒したりする
おそれがあります。

この機器を移動するときは、必ずメモリーカードを抜いた

上で行なう。
メモリーカードを挿入したままでこの機器を移動すると、

メモリーカードおよびこの機器に衝撃が加わり、メモリー
カードおよびこの機器が故障する原因になります。

イコライザーやフェーダーをすべて最大には設定しない。

接続した機器によっては、発振したりスピーカーを破損し
たりする原因になることがあります。

直射日光のあたる場所（日中の車内など）やストーブの近く

など極端に温度が高くなるところ、逆に温度が極端に低い
ところ、また、ほこりや振動の多いところで使用しない。

この機器のパネルが変形したり、内部の部品が故障したり
する原因になります。

不安定な場所に置かない。

この機器が転倒して故障したり、お客様や他の方々がけが
をしたりする原因になります。

この機器の通風孔をふさがない。
内部の温度上昇を防ぐため、この機器の前後面と上部には

通風孔があります。特に、この機器をひっくり返したり、横
倒しや前後逆さまにしたり、風通しの悪い狭いところに押

し込めたりしない。機器内部に熱がこもり、故障や火災の原
因になることがあります。

テレビやラジオ、ステレオ、携帯電話など他の電気製品の近
くで使用しない。

この機器またはテレビやラジオなどに雑音が生じる場合が
あります。

他の機器と接続する場合は、すべての電源を切った上で行
なう。また、電源を入れたり切ったりする前に、必ず機器の

音量を最小にする。
感電、聴力障害または機器の損傷になることがあります。

この機器の通風孔やパネルのすき間に手や指を入れない。
お客様がけがをするおそれがあります。

この機器の通風孔やパネルのすき間から金属や紙片などの
異物を入れない。

感電、ショート、火災や故障の原因になることがあります。
入った場合は、すぐに電源スイッチを切り、電源プラグを

コンセントから抜いた上で、お買い上げの販売店または巻
末のヤマハ電気音響製品サービス拠点に点検をご依頼くだ

さい。

大きな音量で長時間ヘッドフォン/スピーカーを使用しない。
聴覚障害の原因になります。

この機器の上にのったり重いものをのせたりしない。また、
ボタンやスイッチ、入出力端子などに無理な力を加えない。

この機器が破損したり、お客様や他の方々がけがをしたり
する原因になります。

この機器はバックアップバッテリーが内蔵されていますの

で、電源プラグがコンセントから外されても、内部のデータ
は保持されます。ただし、バックアップバッテリーが消耗す

ると内部のデータは消えてしまいます。バックアップバッ
テリーが消耗してくると、電源オン時に、メッセージディス

プレイに "LoBT"（Low Battery）と表示されます。その場
合は、すぐにデータをメモリーカード（コンパクトフラッ

シュ）などの外部メディアに保存し、お買い上げの販売店ま
たは巻末のヤマハ電気音響製品サービス拠点にバックアッ

プバッテリーの交換をご依頼ください。

XLRタイプコネクターのピン配列は、以下のとおりです。
（IEC60268規格に基づいています）
1: シールド（GND）、2: ホット（＋）、3: コールド（－）

不適切な使用や改造により故障した場合の保証はいたしかねます。
また、データが破損したり失われたりした場合の補償はいたしかね
ますので、ご了承ください。

使用後は、必ず電源スイッチを切りましょう。

スイッチ、ボリュームコントロール、接続端子、ファンなどの消耗部品

は、使用時間により劣化しやすいため、消耗に応じて部品の交換が必要
になります。消耗部品の交換は、お買い上げの販売店または巻末のヤマ

ハ電気音響製品サービス拠点にご相談ください。

設置

必ず実行 

必ず実行 

必ず実行 

禁止 

禁止 

禁止 

禁止 

禁止 

接続

必ず実行 

使用時の注意

ご注意 
ください 

禁止 

禁止 

禁止 

バックアップバッテリー

必ず実行 
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はじめに 
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はじめに
このたびは、YAMAHAミキシングコンソールPM5000をお求めいただき、まことにありがとうございます。

PM5000はさまざまな音響制作シーンで定評をいただいているミキシングコンソール、PM4000シリーズの

真の後継モデルとして、YAMAHAが自信を持ってお送りするSR用ミキシングコンソールです。

今までに発売されたPMシリーズの血統を受け継ぎ、音質と操作性には妥協を許さず、また、YAMAHA

プロフェッショナルミキシングコンソールとして双璧を成す、PM1Dよりフィードバックされた数々のデジタル

コントロール機能をも踏襲し、デジタルコンソールが主流となりつつある現代に発表された「究極の

アナログ」とも言える完成度を誇るものです。

お求めいただいたPM5000を正しくご利用いただくため、ご使用の前に必ず本書をご一読ください。

また、本書はいつでもご覧いただけるように、大切に保管してください。

市販の音楽/サウンドデータは、私的使用のための複製など、著作権上問題にならない場合を除いて、権利者に無断で複製また

は転用することが禁じられています。ご使用時には、著作権の専門家にご相談されるなどのご配慮をお願いいたします。

＊ この取扱説明書に記載されているイラストや画面は、すべて操作説明のためのものです。したがって、実際の仕様と異なる場合

があります。

＊ この取扱説明書に記載されている会社名および製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。

＊ 「MIDI」は社団法人音楽電子事業協会（AMEI）の登録商標です。

＊ 「コンパクトフラッシュ」は、サンディスク社の商標です。



本書の構成について 
本書の構成について

記述方法
本書ではPM5000が装備する個 の々モジュールの特長や機能を中心に解説しています。PM5000の操作

の大部分は従来のアナログコンソールを踏襲しており、PM4000を始めとする各種アナログコンソールに慣

れた方であれば感覚的にご利用いただけるでしょう。一方、PM5000に特徴的な操作や、複数のモジュー

ルを使用する連係的な操作についてはコラム（囲み記事）のような形で適宜説明しています。

また、パネル上の操作子（ボタン、ノブなど）は［　］で囲って示しています。

本書は、次のように構成されています。

■ PM5000の概要（10ページ）
コンソール全体を示しながら、各部の名称と主な役割を説明しています。本書を読み進める前に必ず
目を通してください。PM5000内部の大まかな信号の流れ（シグナルルーティング）と外部機器との連係
についても説明しています。

■ 各セクション＆モジュールの説明（15ページ）
PM5000に入力したオーディオ信号が出力されるまでの流れに沿って、個 の々セクションや各モジュー
ルの機能や操作を説明しています。

■ シーンメモリー機能（51ページ）
PM5000で大きな戦力となるパネル設定の記憶とモーターフェーダーの機能などについて、操作方法を
中心に解説しています。

■ ユーティリティ機能（56ページ）
PM5000のシステム設定や外部機器との連係機能の設定を中心に説明しています。

■ 各種資料（84ページ）
PM5000のオプション製品、PM5000との接続に用いるプラグやコネクターなど、運用面で役立つ情報を
記載しています。

また、本書の説明中では、関連説明の参照先、ヒント、補足説明なども適宜記述しています。必要に応じて

ご覧ください。

モデル構成による違い
PM5000はシリーズ製品であり、次の3種類の基本モデル構成が用意されています。

■ PM5000-52C（52インプットチャンネル・センターマスター仕様）

■ PM5000-36（36インプットチャンネル・ライトマスター仕様）

■ PM5000-28（28インプットチャンネル・ライトマスター仕様）

製品番号の数字は、モノラル&ステレオのインプットチャンネルモジュールの合計本数を表しています。各モ

デルはモノラルインプットモジュールの本数が異なるのみで、コンソールを構成するその他のモジュール機

能は各モデルに共通です。

このため、本書の記述は3モデルに共通としています。
7
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PM5000 の概要 
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パネル構成
基本構成のPM5000の各機能セクションのレイアウトを以下に示します。PM5000-52Cではマスターアウト

セクションがコンソール中央に配置され、それ以外のモデルではコンソール右側に配置されます。

トップパネル

PM5000の概要 

NOTE

本書ではパネルレイアウト面での大まかな分類を「セクション」と呼びます。これに対して「ブロック」は「セクション」に含まれる機

能面の区分けを指します。ハードウェア面での区分けは「モジュール」と呼びます。たとえば、複数のインプットチャンネルの総称

は「インプットチャンネルセクション」であり、そこに含まれる各インプットチャンネルを構成する要素は「EQブロック」や「フェーダー

ブロック」です。さらに、PM5000の各インプットチャンネルは「インプットチャンネルモジュール」と「フェーダーモジュール」という2つ

のハードウェア部品に分けられます。

PM5000-28

PM5000-52C



PM5000の概要
 

1 インプットチャンネルセクション
（15ページ）

インプットチャンネルはモノラルとステレオ（ST）の2種類

が用意されていますが、基本的なブロック構成は同じで

す。入力音声は、ファンタム電源、入力ゲイン、位相反転、

ハイパスフィルターを通過した後、4バンドEQ、チャンネル

フェーダーの順番に入ります。インサート入出力はEQ後

段、EQ前段（PRE）のどちらでも可能です。EQブロック

の後段には12系統のステレオAUXバスと8系統のG/A

（グループ/AUX）バスがあり、入力音声を各バスへ自由

に送り出せます。各チャンネルの入力音声はステレオバ

ス（STEREO L&R）やモノラルバス（MONO）にも送り

出せ、モノラルインプットチャンネルではステレオ出力（ST

OUT）とモノラル出力（MONO（C））に対するLCR定

位が設定できます。各チャンネルのフェーダーブロックで

は、12組のVCAグループ、8組のミュートグループも設定

できます。また、各チャンネルのオン/オフ状態、マスター

バスへのセンド設定（バスアサイン）、グルーピング、

フェーダーレベルの設定はシーンメモリーに記憶できま

す。

2 マスターアウトセクション（26ページ）

マスターアウトセクションは、ステレオAUXマスター、G/A

（グループ/AUX）マスター、ステレオ/モノラル

（STEREO/MONO）マスターに分かれます。各ステレ

オAUXマスターモジュールでは、隣り合う2本のステレオ

AUXバスからの入力信号を独立コントロールできます

（合計12ステレオAUX）。各G/Aマスターモジュールは、

G/A BUSモードの設定により、隣り合う2本のグループ/

AUXバスからの信号を最大4組のステレオペア信号、ま

たは最大8系統のモノラル信号として扱えます。ステレオ

＆モノラルマスターはモジュールとしては一体型ですが、

内部的には独立しています。各マスターにはSUB INと

マスターへの入力ゲインを調節できるコントロール（SUM

GAIN）も用意されています。各マスターのオン/オフ状

態、バスアサインの設定などはシーンメモリーに記憶でき

ます。

3 マトリクスセンド＆マスターアウト
セクション（35ページ）

マトリクスは、4系統のステレオマトリクス（ST MATRIX）、

8系統のモノラルマトリクス（MATRIX）で構成されてい

ます。各マトリクスへのセンドは、必ずマスターアウトセク

ションを経由します。マトリクスセンドセクションはマスター

アウトセクションの上部にあります。各マスターの［TO
MATRIX］スイッチをオンにし、上部のノブで各マトリク

スバスへの出力レベルを設定することで、各マスター信

号をマトリクスバスに送り出せます。ステレオ/モノラルマ

スターの［SEND LEVEL］ノブに並ぶ［SUB IN］ノブ

は、［MATRIX SUB IN L&R］から各マトリクスバスへ

の出力レベルをコントロールします。

マトリクスマスターアウトセクションは、マトリクスセンドセク

ションの右側にあり、ここで各マトリクスバスからの最終

出力レベルを設定します。ステレオマトリクスはユーティリ

ティ機能を使ってモノラル出力（MONO MODE）とする

ことも可能で、この場合はL&Rをミックスしたモノラル信

号がL/Rのそれぞれから出力されます。マトリクス出力

のオン/オフ状態はシーンメモリーに記憶できます。

4 VCAマスターセクション（21ページ）

VCAセクションでは、各インプットチャンネルのフェーダー

ブロックで設定した最大12のVCAグループ（VCA1～

12）を個別にコントロールできます。フェーダーはVCAグ

ループに対するグループフェーダーとして、［VCA

MUTE］スイッチはグループミュートスイッチとして機能し

ます。1つのチャンネルを複数のVCAグループに割り当

てられるので、目的に応じた柔軟なグルーピングが可能で

す。

5 オシレーター/トークバックセクション
（38ページ）

オシレーターセクション（OSCILLATOR）とトークバック

出力セクション（TALKBACK）からは、オシレーター信

号やトークバック信号を各マスターやマトリクスに送り出

せます。これらは各マスターやマトリクスに用意されてい

る［TB/OSC］スイッチをオンにすることで出力できます。

6 モニターコントロールセクション
（40ページ）

2系統のモニター出力（MONITOR A&B）と各モ

ジュールの［CUE］スイッチを利用して多彩なソースをモ

ニターできます。2系統のモニター出力とヘッドフォン出力

（モニターモジュール上の1個所とコンソール前面左右の

2個所の計3個所）からは基本的に同じ信号が出力され

ますが、［LCR］スイッチをオンにするとMONITOR Aと

MONITOR Bを同時に利用してLCRモニターが可能

です。このほか、メーターブリッジ部に用意されている

［SOLO MODE］スイッチをオンにした場合には、各入出

力モジュールの［CUE］スイッチは、インプットチャンネル、

マスター出力のセクション単位でオンになるSOLOスイッ

チとしても機能します（CUE/SOLO機能）。
11
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PM5000 の概要
 

7 ミュートマスターセクション（21ページ）

8個のミュートマスタースイッチ（MUTE MASTER）は

各インプットチャンネルのグループミュートに利用できるほ

か、8つまでのシーンメモリーを直接呼び出すダイレクトリ

コールスイッチ（DIRECT RECALL）としても利用できま

す。MUTE MASTER、DIRECT RECALLのどちらで

利用するかは、ユーティリティ機能で設定します。

8 デジタルコントロールセクション
（49ページ）

PM5000のデジタルコントロール機能が集約されている

部分です。パネルの設定状態をシーンメモリーとして保

存したり、保存されている設定状態を呼び出したりできま

す。シーンメモリーでは、パネル上の各スイッチのオン/

オフ状態を記憶できる以外に、チャンネルフェーダーや

VCAフェーダーをモーター駆動で動かして、設定した時

間（フェードタイム）後に記憶したレベルに到達させること

も可能です。また、ユーティリティ機能では、PM5000の基

本動作を決めたり、外部機器との連係方法を設定した

り、外部記憶用のCF（コンパクトフラッシュ）メモリーカー

ドの初期化や読み書きができます。

9 メーターブリッジ（47ページ）

モニターコントロールセクションと合わせて利用する部分

で、LEDバーグラフメーターでリアパネルからの最終出

力レベルをチェックできるほか、専用パワーサプライ

（PW5000）、コンソール内部のファンユニット、ファンタム

電源の状態を知ることもできます。パネルスイッチのイン

ジケーターやグースネックランプの照度を調節するコント

ロールも用意されています。シーンメモリーのプレビュー

機能のオン/オフを確認したり、CUE/SOLO機能の

SOLOモードもここでオンにできます。

) メモリーカードスロット

コンソール前面には外部記憶に用いるCF（コンパクトフ

ラッシュ）メモリーカード用のスロットが装備されています

（59ページ）。

リアパネル 

NOTE

ヘッドフォン出力や外部拡張コネクターを除くPM5000の各入出力コネクターはバランス型です。詳しくは、巻末の入出力仕様をご覧ください。
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PM5000の概要
 

! モノラル（ステレオ）インプット

インプット、ダイレクトアウト、インサートイン&アウトを各チャ

ンネルに装備し、ステレオインプットモジュールではそれぞ

れがL&Rの2系統になります。ただし、ステレオインプット

モジュールにはダイレクトアウトはありません。

@ サブイン

各ステレオAUXマスターには［STEREO AUX SUB

IN］（L&R）、各グループ/AUXマスターには［G/A

SUB IN］、モニター出力には2系統の［STEREO 2TR

IN］（1&2）と［CUE SUB IN］（L/R/C）、ステレオ＆モノ

ラル出力マスターには［ST SUB IN］（L&R）と

［MONO（C）SUB IN］を装備するほか、全マトリクス出

力から送り出せる［MATRIX SUB IN］（L&R）が用意

されています。付属のブロックダイアグラムでご確認くだ

さい。

# インサートイン&アウト

12系統のステレオAUXマスター、8系統のグループ/

AUXマスター、ステレオ/モノラルマスター、4ステレオ＆8

モノラルのマトリクスのそれぞれに対してインサートイン&

アウトが用意されています。

$ ステレオAUXマスターアウト

% G/A（グループ/AUX）マスターアウト

^ マトリクスアウト

ステレオAUXマスター、G/A（グループ/AUX）マス

ター、マトリクスの出力コネクターがまとめられています。

& モニターアウト

ステレオ2系統のモニター出力（A&B）です。A/Bを切り

替えながらのステレオモニターも、A&Bを同時に使用し

たLCRモニター（MONITOR B=Center）も可能です。

* トークバック/オシレーターアウト

トークバック信号やオシレーター信号を選択的に出力で

きます。

( ステレオアウト＆モノラルアウト

ステレオ/モノラルマスターからの出力コネクター（ST

OUT、MONO（C））がまとめられています。

º ランプコネクター

付属のグースネックランプを接続します（PM5000-52C：

4個所、PM5000-32およびPM5000-28：3個所）。明るさ

はメーターブリッジの［LAMP DIMMER］ノブで調節し

ます。［LAMP OFF］スイッチを押すとランプを消灯でき

ます。

¡ ファン通風孔

コンソール内部の冷却ファンの通風孔です（PM5000-

52C：4個所、PM5000-32およびPM5000-28：3個所）。

コンソール設置の際には、ふさがないようにご注意くださ

い。

™ ファンスイッチ

コンソール内部の冷却ファンの回転数を動作環境に合

わせて切り替えられます。通常は［LOW］でも構いませ

ん。ただし、PM5000の周囲の温度が高い場合や、屋外

で直射日光が当たるような場所で使用する場合は、必ず

［HIGH］に設定してください。また、通常よりもトップパネ

ルが熱いと感じる場合にも、［HIGH］に設定してください。

£ ＋48Vマスタースイッチ

各インプットチャンネルに供給するファンタム電源（+48V）

のマスタースイッチです。実際に使用するときは、インプッ

トチャンネルモジュール側でも［+48V］スイッチをオンにし

ます。

¢ 外部拡張コネクター

［CASCADE］（TYPE A&B）、［GPI］（D-Sub 25ピン

コネクタ）、［MIDI］（［IN］/［OUT］/［THRU］）の各コ

ネクターが用意されています。

∞ 電源コネクター

専用の外部パワーサプライ、YAMAHA PW5000を本

体に付属の専用ケーブルで接続します。 

NOTE

PM5000-28には、［STEREO AUX SUB IN］と

［G/A SUB IN］はありません。
13
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PM5000 の概要
 

拡張性：外部機器との連係
PM5000は単体で利用できるのはもちろんですが、外部
機器との連係にも優れています。ここでは、既存のシステ
ムとの同期や、他のYAMAHAミキシングコンソールと組
み合わせた入出力の拡張について紹介します。

CASCADE

PM5000のリアパネルにある2種類のカスケード接続ポー
トは、TYPE［A］がもう1台のPM5000やコンピューターの
シリアルポートとの接続用、TYPE［B］がYAMAHA
PM4000/3500シリーズとの接続用です。いずれのカス
ケード接続でも実質的なインプットチャンネル数を増やせ
ます。

TYPE A
2台のPM5000をTYPE［A］コネクターを使ってクロスケーブル

で接続すると、以下の項目をPM5000（マスターとスレーブ）間

でリンクできます。スレーブ側のPM5000ではユーティリティ機

能でリンクする項目を個別に受信設定します。

・ VCAマスターセクション

（ミュート＆フェーダー、フェードタイムのリンク）

・ミュートマスター

・ CUE/SOLO設定（すべてのCUEグループが同期）

・ シーンメモリー（同じシーン番号に対する保存＆呼び出し）

TYPE［A］ポートはPCのシリアルポート（RS-422またはRS-

232C）とも接続できますが、この目的はコンソール設定のオフラ

イン編集です。PM5000の諸設定はCSV形式の汎用ファイルと

して書き出しや読み込みができるので、それを表計算アプリ

ケーションで編集し、結果をCSVファイルとして書き出して

PM5000で読み込みます。

TYPE B
PM5000のTYPE［B］コネクターをPM4000/3500と接続した

場合、以下の項目をPM5000からPM4000/3500に送ってリンク

できます。PM5000は基本的にマスターとして動作するので、

ユーティリティ機能の受信設定は特に必要ありません。

ただし、CUE/SOLO設定についてはPM4000/3500から送る

こともできます。

・ VCAマスターセクション（ミュート＆フェーダーレベル）

・ミュートマスター（PM3500にはミュートマスター機能なし）

・ CUE/SOLO設定（インプットCUEのみ同期）

MIDI

PM5000の［MIDI］ポートを他のMIDI搭載機器と接続する

と、以下のことが可能になります。

・プログラムチェンジ受信によるシーンメモリーの切り替え

・ パネル操作でのシーンメモリー呼び出しに対するプログラム

チェンジの送信

・コントロールチェンジ受信によるパネル上の設定変更

・コントロールチェンジ送信による外部機器の設定変更

PM5000は1000個のシーンメモリーを持つため、これを外部

MIDI機器のプログラムチェンジ（1～128）で切り替えるにはコ

ントロールチェンジのバンクセレクトを併用したり、PM5000内部

で作成するプログラムチェンジとシーンメモリーの対応表（プロ

グラムチェンジテーブル）を利用します。プログラムチェンジテー

ブルは、パネル上でシーンメモリーを選んだときに送信するプロ

グラムチェンジを決めるのにも利用します。MIDIに関する設定

はユーティリティ機能に用意されています。巻末のMIDIデータ

リストと合わせてご利用ください。

GPI（General Purpose Interface）

［GPI］ポートは外部機器との間でパルス信号を送受信するこ

とで、PM5000や外部機器を互いにコントロールするのに利用

します。PM5000では外部機器から入力されたGPI信号によっ

て、シーンメモリー番号を増減したり、トークバックのオン/オフを

切り替えたりできます。これに対して、PM5000からはチャンネル

フェーダーを動かしたり（手動、自動ともに有効）、特定のシーン

メモリーを呼び出したときにGPI信号を出力できます。これらは

いずれもユーティリティ機能で設定します。GPIポートで制御で

きる内容について詳しくは、巻末のGPIピンアサイン表をご覧く

ださい。 

NOTE

それぞれの拡張機能の詳細はユーティリティ機能（56ページ）の

各セクションで説明しています。

THRU

OUT

IN

MIDI

GPI

RS232C

RS422

MASTER

SLAVE

A B

 

NOTE

MIDIケーブルは送信側の［OUT］コネクターを受信側の［IN］コ

ネクターに接続します。受信側では［IN］コネクターで受信した内

容を［THRU］コネクターから出力できます。PM5000では、［IN］

コネクターで受信したプログラムチェンジとコントロールチェンジを

［OUT］コネクターからも出力できます（エコー機能）。



インプットチャンネルセクション
 

モノラルインプットモジュールと
ステレオインプットモジュール
インプットチャンネルセクションを構成するインプットチャン
ネルモジュールには、モノラルとステレオ（ST）の2種類が
あります。ステレオインプットモジュールは内部回路的に
はモノラルインプットモジュールが2本並行する形です
が、機構上（EQを始めとする各ブロックのスイッチやノブ
など）は左右のチャンネルがリンクされています。

ヘッドアンプブロック

リアパネルのインプットコネクターに接続した音声信号の
入力レベルなどを調節します。　

1 +48Vスイッチ
このスイッチをオンにすると、ファンタム電源（+48V）が供給され

ます。

2 PADスイッチ
このスイッチをオンにすると、入力ゲインが26dB減衰します。ラ

イン音声など、出力レベルの高いソースを接続した場合に利用

します。

インプットチャンネルセクション

モノラルインプット 
モジュール 

ステレオインプット 
モジュール 

モノラルインプットモジュールとステレオインプットモジュールで
違う箇所を矢印（　）で示しています。 

 

NOTE

この機能を利用するときは、リアパネルの［＋48V MASTER］ス

イッチをオンにします。メーターブリッジ左側の［+48V MASTER

ON］インジケーターが点灯するのを確認してください。

モノラルインプット 
モジュール 

ステレオインプット 
モジュール 

1 1 4

55

3 3

2 2
15
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インプットチャンネルセクション
 

3 GAINノブ
入力ゲインを調節します。［PAD］スイッチがオフの状態での入

力レベルの可変範囲は－10dB～－60dBですが、［PAD］スイッ

チ2をオンにすると＋16dB～－34dBにシフトします。

4 L+Rスイッチ
（ステレオインプットモジュールのみ）

このスイッチをオンにすると、ステレオ入力信号をモノラルミック

スします。これにより、ステレオインプットモジュールをモノラルイ

ンプットモジュールとして利用できます。

5 φ（フェーズ）スイッチ

このスイッチをオンにすると、入力信号の位相が反転します。

HPFブロック

ハイパス（ローカット）フィルターで、入力信号の不要な低
音部分をカットすることでクリアな音質に整えます。

6 HPFスイッチ＆ノブ
このスイッチをオンにするとフィルターが有効になり、ノブを調節

してカットオフ周波数を20Hz～400Hzの範囲で設定します。

カットオフ周波数以下の周波数は－12dB/octのカーブで減衰

します。

EQブロック

4バンド（HIGH、HI-MID、LO-
MID、LOW）のイコライザーで構
成され、入力音声の音質を音場
に合わせて補正するのに利用し
ます。HIGHとLOWはシェルビン
グ/ピーキングの切り替えタイプ、
HI-MIDとLO-MIDはピーキング
タイプです。

7 EQコントロール
各バンドには2つのノブが用意され、

上側のノブでQ、下側のノブで中心

周波数（外側）とゲイン（内側）を設定

します。これとは別に、HIGHとLOW

にはシェルビング/ピーキングの切り替

えスイッチも用意されています。このス

イッチをオンにすると、シェルビング特

性になります。

※Qの可変範囲はいずれも、0.5～3.0です。

8 EQスイッチ
4バンドEQのオン/オフを切り替えます。このスイッチの消灯時

はEQはバイパス状態です。このスイッチをオンにすると、4バンド

EQが有効になります。 

NOTE

ステレオインプットモジュールの［GAIN］ノブは、内側でLチャンネ

ル、外側でRチャンネルの入力ゲインを個別に設定します。 

NOTE

聴感上のレベル差を補正するため、LとRの信号レベルはそれぞ

れ入力時よりも3dB下がります。

6

HIGH
1kHz～20kHz、－15dB～+15dB（ピーキン

グ時、シェルビング時とも）

HI-MID 400Hz～8kHz、－15dB～+15dB

LO-MID 80Hz～1.6kHz、－15dB～+15dB

LOW
30Hz～600Hz、－15dB～+15dB

（ピーキング時、シェルビング時とも）

7

8



インプットチャンネルセクション
 

INSERTブロック

リアパネルのインサートイン&アウト（INSERT
IN&OUT）に接続した外部機器で入力信号を加工す
るような場合に利用します。

9 INSERT ONスイッチ

チャンネルインサートのオン/オフを切り替えます。このスイッチを

オンにすると、リアパネルのINSERT INに接続した外部機器

からの入力が有効になります。インサートイン&アウトはEQの前

段または後段に置かれ、これは［PRE］EQスイッチ)で決めま

す。

) PRE EQスイッチ
インサート入出力を置くポイントを切り替えます。このスイッチを

オンにするとEQ前段に、オフにするとEQ後段になります。

ステレオAUXセンドブロック1～12

入力信号のステレオAUXバス1～12
へのセンドレベルを設定します。

! SEND LEVEL & SEND
PANノブ（モノラルイン
プットモジュール）

SEND LEVEL & SEND
BALANCEノブ（ステレオ
インプットモジュール）

内側のノブでセンドレベル（ノブが時計の

2時方向で0dB）を、外側のノブでパン（モ

ノラルインプットモジュール）またはバラン

ス（ステレオインプットモジュール）を設定

します。

@ SEND ONスイッチ
このスイッチをオンにすると、そのステレオ

AUXバスへのセンドが有効になります。

# PRE FADERスイッチ
このスイッチをオンにすると、チャンネル

フェーダー前段の信号を送り出せます。

オフのときは、チャンネルフェーダー通過

後の信号を送り出せます。 

NOTE

リアパネルのINSERT OUTからは、INSERT［ON］スイッチ9

のオン/オフに関係なく常にインプットに入力された信号が出力さ

れます。

9)

!

@

#
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G/A（グループ/AUX）センドブロック1～8

入力信号のグループ/AUXバス1～8へのセンドを設定
します。

$ SEND LEVELノブ

そのグループ/AUXバスへのセンドレベル（ノブが2時方向で

0dB）を設定します。

% SEND ONスイッチ

このスイッチをオンにすると、そのグループ/AUXバスへのセン

ドが有効になります。

^ PRE FADERスイッチ

このスイッチをオンにすると、チャンネルフェーダー前段の信号

を送り出せます。オフのときは、チャンネルフェーダー通過後の

信号を送り出せます。

メインアウトブロック

ステレオバス（STEREO）とモノラルバス（MONO（C））
で構成されるメインアウトへのセンドを設定します。モノラ
ルインプットモジュールでは、ステレオバス（L&R）とモノラ
ルバス（Center）を併用したLCR出力が可能です。

& PAN&CSRノブ
（モノラルインプットモジュールのみ）

メインアウトスイッチ(で選んだバスに送り出す信号のバランス

を調節するノブです。［ST］スイッチをオンにしてステレオバス

に送り出す場合は、［PAN］ノブ（内側）を調節します。［LCR］

スイッチをオンにしてステレオバス（L&R）とモノラルバス（C）の

両方に送り出す場合は、［CSR］ノブでセンターとLRのバランス

を、［PAN］ノブでLとRのバランスを調節します（後述コラム参

照）。

* BALノブ
（ステレオインプットモジュールのみ）

メインアウトスイッチ(で［ST］スイッチをオンにした場合に、ステ

レオバスに送り出す信号のバランスを調節します。 

NOTE

上記は、各グループ/AUXバスが8系統のモノラルAUXバスとし

て動作する初期状態の動作です。各コントロールの動作は、グ

ループ/AUXマスターに設定されたG/A BUSモードによって変

わります。詳しくは「グループ/AUXの切り替え」をご覧ください

（32ページ）。

$

%

^

&

(

*

º º

モノラルインプット 
モジュール 

ステレオインプット 
モジュール 

(

¡¡
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( メインアウトスイッチ
チャンネルフェーダー通過後の信号のメインアウト先を設定しま

す。ステレオバスに出力する場合は［ST］スイッチをオンにし、

［PAN］ノブ&または［BAL］ノブ*でL/Rバランスを決めま

す。モノラルバスに出力する場合は、［MONO］スイッチをオン

にします（チャンネルフェーダーレベルで送り出されます）。

モノラルインプットモジュールでLCR出力する場合は、［LCR］

スイッチをオンにして、［CSR］ノブ&でL/C/Rバランスを決めま

す。

º CHANNEL ONスイッチ

インプットチャンネルモジュールのオン/オフを切り替えます。この

スイッチをオフにすると、ステレオAUX、グループ/AUX、ステレ

オ、モノラルの各バスにはすべての信号が出力されなくなりま

す。

¡ レベルメーター
EQ通過後のチャンネルフェーダー前段の信号レベルが確認

できます。［PEAK］インジケーターは、定格（0dB）よりも17dB

高いレベルに達したときに点灯します。 

NOTE

［PEAK］インジケーターだけは、EQ前段あるいはインサート前段

（ヘッドアンプ通過直後）の信号レベルに対しても上記のように動

作します。

LCRとSTEREO＋MONOの違い

［LCR］スイッチがオンの状態ではステレオバス（L&Rバス）とモノラルバス（センターバス）が併用されるため、［ST］スイッチや

［MONO］スイッチはオンにできません。その一方で、［LCR］スイッチがオフの状態では［ST］スイッチと［MONO］スイッチは同時

にオンにできます。どちらの場合も、信号はステレオバスとモノラルバスの両方に出力されますが、この違いは下図のように示されま

す。

たとえば、モノラルソースの音像を左右に移動するような効果は、通常はステレオバスに対するパンニングをリアルタイムで調節す

れば得られます。しかし、これが通用するのはL&Rのスピーカーが比較的狭い距離に設置された場合に限られます。小さなライ

ブスポットなどでも、モノラルソースのパンニングを左右のどちらかに振り切ってしまえば、その反対側にいる観客の耳には届かなく

なります。だからといって、モノラルバスを使ってセンター出力を併用しても、その出力レベルを左右のパンニングに合わせて細かく

調節しない限り、定位感や音圧感は表現できません（STEREO＋MONOでは、このような結果になります）。

こうした問題を解消するのがCSR（Center-Side Ratio）ノブを用いるLCR出力です。LCR出力では、左・中央・右（LCR）に配置

されたスピーカーを効果的に使い、1つのノブ操作だけで、比較的大きなホールなどでもモノラルソースの音像を違和感なく移動・

定位させることが可能です。モノラルソースの定位をLCR出力を使って決める際には、［PAN］ノブを粗調（COARSE）、［CSR］

ノブを微調（FINE）として設定すると効果がわかりやすいでしょう。

外側： CSRノブ 
内側： PANノブ 

Lバスレベル 
Rバスレベル 
MONO（センター）レベル 

CSRノブ： LR CSRノブ： センター CSRノブ： CSR

LR CSR LR CSR LR CSR
19
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チャンネルフェーダーブロック

チャンネルフェーダーで各マスターバスへの出力レベルとチャンネル間のレベルバランスを決めたり、任意のVCAグルー
プやミュートグループに入れて、VCAマスター側から出力レベルをコントロールできます。

™ チャンネルフェーダー

インプットチャンネルモジュールから出力する信号レベルを調節

します。ステレオバスやモノラルバスへの出力レベル以外に、ス

テレオAUXバスやグループ/AUXバスへのセンドをフェーダー

後段（［PRE］FADERスイッチがオフ状態）から行なう場合の

出力レベルにも影響を与えます。

£ RECALL SAFEスイッチ
¢ FADER SAFEスイッチ
それぞれのスイッチをオンにすると、シーンメモリーに記憶され

た内容で現在の設定状態が上書きされるのを防げます（リ

コールセーフ機能）。［RECALL SAFE］スイッチは各マスター

バスへのアサイン状態などを保護する場合に、［FADER

SAFE］スイッチはチャンネルフェーダーの設定レベルを保護す

る場合にそれぞれ利用します。

∞ VCAインジケーター1～12
このチャンネルのVCAグループ1～12へのアサイン状態を、各

グループに対応するLEDの点灯状態で確認できます。アサイ

ンしたVCAグループマスター側をミュートした場合（［VCA

MUTE］スイッチがオン状態）には、そのグループに対応する

LEDが点滅します。詳しくは後述の「チャンネルのグルーピン

グ」をご覧ください（21ページ）。

§ MUTEインジケーター1～8

このチャンネルのミュートグループ1～8へのアサイン状態を、各

グループに対応するLEDの点灯状態で確認できます。詳しく

は後述の「チャンネルのグルーピング」をご覧ください。

¶ CUEスイッチ
このスイッチをオンにすると、CHANNEL［ON］スイッチのオン/

オフ状態に関係なく、常にチャンネルフェーダー前段の信号が

CUEバス（L&R）に送り出され、リアパネルのMONITOR

OUTやPHONESを通じてモニターできます。

£
¢

™

¶

∞

§

 

NOTE

チャンネルフェーダーは、シーンメモリーを呼び出したときに、記憶

したフェーダーレベルまで自動的に移動するモーターフェーダー

として利用できます。詳しくは「シーンメモリー機能」をご覧くださ

い（51ページ）。 
NOTE

VCA［CUE］を使うと、チャンネルフェーダー後段（PAN/BAL後

段）の信号をモニターできます。詳しくは後述の「チャンネルのグ

ルーピング」をご覧ください。 

NOTE

各チャンネルの［CUE］スイッチは、VCAグループやミュートグルー

プへのアサイン（21ページ）、フェードタイムの適用（52ページ）にも

利用します。これらの設定中は［CUE］スイッチとして動作しませ

ん（CUEの状態は維持されます）。
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チャンネルのグルーピング
ここでは、VCAグループとミュートグループによるグルーピングについて説明します。

VCAグループについて

複数のインプットチャンネルを目的に応じてまとめて（グ
ルーピング）マスター側で一括制御する方法は2つありま
す。1つは「チャンネル→マスター」という音声信号の流
れに沿ったミキサー本来の方法で、12系統のステレオ
AUXバスや8系統のグループ/AUXバスへ送り出し、各
マスターでまとめるのがこれに当たります。

もう1つは音声信号の流れとは逆方向の「マスター→
チャンネル」という流れの制御です。たとえば、あるチャン
ネルの音声レベルを場面ごとに調節したりミュートするよ
うな操作は、チャンネル側のフェーダーやミュートスイッチ
でも可能です。しかし、チャンネル数が増えたり、場面ごと
に操作するチャンネルが変わるような場合には、チャンネ
ル側の操作が煩雑になってきます。そこで考え出された
のが「マスター→チャンネル」という流れの制御方法で
す。複数のチャンネルフェーダーをまとめ、チャンネル間の
レベルバランスを変えることなく、VCA（Voltage
Controlled Amplifier）で出力を調整する方法は
YAMAHA PM3000で一般的なものとなり、呼び名こそ
異なる場合もありますが、現在では多くのSRコンソール
に搭載されています。

VCAグループとミュートグループへの
アサイン

各インプットチャンネルは、12個のVCAグループと8個の
ミュートグループに自由にまとめ、それぞれのマスター
フェーダーやマスタースイッチで自由に調整できます。
VCAグループやミュートグループへのアサインは、デジタ
ルコントロールセクションにあるASSIGN MODEスイッチ
を使います。

VCAマスターセクション MUTE MASTER 
スイッチ 

VCA 1 VCA 12VCA 11VCA 10VCA 3VCA 2

 

NOTE

ASSIGN MODEには［FADE TIME］スイッチもありますが、ここ

では取り上げません。これはシーンメモリー切り替え時に、記憶し

たフェーダーレベルへの遷移時間（フェードタイム）を決めるもの

です。詳しくは「シーンメモリー機能」をご覧ください（51ペー

ジ）。
21
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VCAグループ 

1 ASSIGN MODEの［VCA］スイッチを押してLEDが点滅すると、VCAグループへのアサインが始められます。 
2 VCAセクションにあるVCA1～12のいずれかの［CUE］スイッチを押して、設定するVCAグループを選びます（［CUE］スイッチが

点滅。この時点でアサインされているインプットチャンネルがあれば、そのVCAインジケーターも点滅）。 
3 そのVCAグループにアサインするインプットチャンネルの［CUE］スイッチを押します（VCAインジケーターが点滅）。アサインを解除

するときは、もう一度インプットチャンネルの［CUE］スイッチを押します（VCAインジケーターが消灯）。 

4 手順3を繰り返して、現在のVCAグループに必要なだけインプットチャンネルをアサインします。 
5 別の［VCA］スイッチを押すと、設定対象のVCAグループが変わります。それまで設定中だったVCAグループにアサインされたイ

ンプットチャンネルのVCAインジケーターが点灯状態になり、そのグループへのアサインが確定します。 
6 同様の手順で、新しいVCAグループにインプットチャンネルをアサインします。 

7 アサインを終了するときは、ASSIGN MODEの［VCA］スイッチを押します（LEDが消灯）。別のASSIGN MODEスイッチを押し

ても終了できます（押したスイッチのアサインモードに変わります）。 

NOTE

アサインモードのときは、［CUE］スイッチでCUEのオン/オフをすることはできません。CUEの状態は保持されます。

VCA 1 1 2 3 4 5 6 7

VCAフェーダー チャンネルフェーダー 

1 2 3 4 5 6 7VCA 2VCA 1

VCAフェーダー チャンネルフェーダー 
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ミュートグループ 

1 ASSIGN MODEの［MUTE］スイッチを押してLEDが点滅すると、ミュートグループへのアサインが始められます。 
2 ［MUTE MASTER］スイッチ1～8のいずれかを押して、設定するミュートグループを選びます（スイッチが点滅。この時点でアサ

インされているインプットチャンネルがあれば、そのMUTEインジケーターも点滅）。 
3 そのミュートグループにアサインするインプットチャンネルの［CUE］スイッチを押します（［MUTE］インジケーターが点滅）。アサイン

を解除するときは、もう一度インプットチャンネルの［CUE］スイッチを押します（［MUTE］インジケーターが消灯）。 

4 手順3を繰り返して、現在のミュートグループに必要なだけインプットチャンネルをアサインします。 
5 別の［MUTE MASTER］スイッチを押すと、設定対象のミュートグループが変わります。それまで設定中だったミュートグループに

アサインされたインプットチャンネルの［MUTE］インジケーターが点灯状態になり、そのグループへのアサインが確定します。 
6 同様の手順で、新しいミュートグループにインプットチャンネルをアサインします。 

7 アサインを終了するときは、ASSIGN MODEの［MUTE］スイッチを押します（LEDが消灯）。別の［ASSIGN MODE］スイッチを

押しても終了できます（押したスイッチのアサインモードに変わります）。 

NOTE

アサインモードのときは、［CUE］スイッチでCUEのオン/オフをすることはできません。CUEの状態は保持されます。

1 2 3 4 5 6 7

MUTE MASTERスイッチ チャンネルフェーダー 

1 2 3 4 5 6 7

MUTE MASTERスイッチ チャンネルフェーダー 
23
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VCAとマスターミュートによるグルーピング

前述の方法で各インプットチャンネルをVCAグループやミュートグループにアサインすると、各チャンネルの出力をグループ
単位でコントロールできます。

VCAセクション

VCA1～12の各フェーダーが、それぞれのグループにアサインしたチャンネルに対するグループフェーダーとして機能し、
そのグループに含まれるチャンネル間のレベルバランスを保ったまま相対的に出力レベルを増減できます。各チャンネルの
最終的なフェーダーレベルは、チャンネルフェーダーとVCAフェーダーの各レベルを加算した値になります。以下はチャン
ネル1、3、5、7がVCA1グループに、チャンネル1～4がVCA2グループに割り当てられた状態です。

同様に、各［VCA MUTE］スイッチがグループミュートスイッチとして機能します。 

NOTE

［VCA MUTE］スイッチをオンにすると、そのVCAフェーダーレベルが－∞になります（VCAフェーダーを－∞に下げるのと同じです）。これは後

述の［MUTE MASTER］スイッチがミュートグループにアサインしたチャンネルのCHANNEL［ON］スイッチをオフ状態にするのとは異なる動作

です。

VCA 2VCA 1

VCAフェーダー チャンネルフェーダー 

1 2 3 4 5 6 7

VCA2がノミナルレベル（0dB）であるため、 
チャンネル2＆4の最終的なフェーダーレベルは 
チャンネルフェーダーの設定のままになる。 

チャンネル1＆3の最終的なフェーダーレベ
ルはVCA1＆2の影響を受け、チャンネル
フェーダーの設定より－20dB低くなる。 

1 2 3 4 5 6 7VCA 2VCA 1

VCAフェーダー チャンネルフェーダー 

VCA2の影響を受け、チャンネル1～4の 
最終的なフェーダーレベルは－∞になる。 

［VCA MUTE］ 
スイッチ 
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VCA1～12の各［CUE］スイッチは、それぞれのグループにアサインしたチャンネルに対するグループCUEスイッチとして
機能します。VCA側の［CUE］スイッチを押して点灯させると、アサインしたチャンネル側の［CUE］スイッチが点滅し、そ
れぞれのチャンネルフェーダー後段（PAN/BAL通過後）の信号をCUE（L&R、C）バスを通じてモニターできます。

MUTE MASTERスイッチ

MUTE MASTERスイッチ［1］～［8］が、割り当てたチャンネルに対するグループミュートスイッチとして機能します。
MUTE MASTERスイッチ［1］～［8］を押して点灯させると、アサインしたチャンネルがミュートされます。このとき該当す
るチャンネルのCHANNEL［ON］スイッチを点滅させるか消灯させるかは、設定することができます（25-1ページ）。 

NOTE

VCA［CUE］スイッチを使ったモニターについて詳しくは「モニターコントロールセクション」をご覧ください（40ページ）。 

NOTE

ミュートセーフ機能をオンにしている場合、［RECALL SAFE］スイッチを使ってMUTE MASTERスイッチによるグループミュートから除外できま

す（66ページ）。ダイレクトリコール機能をオンにしている場合（DIRECT RECALLインジケーターの点灯時）、MUTEMASTERスイッチをグ

ループミュートスイッチとして利用することはできません（71ページ）。

1 2 3 4 5 6 7VCA 2VCA 1

VCAフェーダー チャンネルフェーダー 

チャンネル1＆3は、VCA1、2どちらの［CUE］スイッチ
をオンにしてもモニター可能。 

1 2 3 4 5 6 7

MUTE MASTERスイッチ チャンネルフェーダー 

チャンネル1＆3は、MUTE MASTER1、2どちらのスイッチをオンにしてもミュート可能。
25
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-1

グループミュート時のCHANNEL [ON]スイッチの表示設定

ミュートグループにアサインしたチャンネルをMUTE MASTERスイッチ[1]～[8]で一括してミュートする場合、該当する
チャンネルのCHANNEL [ON]スイッチを点滅させるか消灯させるかを設定することができます。初期設定では、該当す
るCHANNEL [ON]スイッチは点滅します。 

1 電源を一旦オフにして、ASSIGN MODEの[MUTE]スイッチを押しながら電源を入れると、グループミュート表示の設定モードに

入ります。ただし、この状態で5秒以上何も操作しないと、通常のモードで起動します。

NORMAL

CAUTION

+16 -16 +12 +48

HIGH

STOP THERMAL

POWER

ON OFF

OPERATION MONITOR FAN LINE VOLTAGE

FAN SPEED
AUTO HIGH

POWER SUPPLY

+

M U T E

M O D E : B L I N K 

PW5000

POWERスイッチ 
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-2

 

2 上記の表示で[INC]キーまたは[DEC]キーを使って、BLINK(該当するCHANNEL [ON]スイッチが点滅)またはSTATIC(消灯)

を選びます。 

3 [ENTER]キーを押して確定すると、通常のモードで起動します。[CLEAR/EXIT]キーを押すと、以前の設定のまま通常のモード

で起動します。 

NOTE

・この設定は電源を入れなおしても保持されますが、セットアップメモリーには含まれないのでCFメモリーカードに保存することはできません。

・STATICに設定した場合でも、プレビュー中は点滅表示になります。

・STATICに設定した場合は、消灯しているCHANNEL [ON]スイッチを押してミュートをオン/オフすることはできません。

M U T E

M O D E : B L I N K 

BLINK時 

点 滅 

M U T E

M O D E : S T A T I C

STATIC時 

消 灯 
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複数のマスターを
1モジュールに統合
マスター出力セクションは、12系統のステレオAUXバス

（ST AUX）、8系統のG/A（グループ/AUX）バス、各1
系統のステレオバスとモノラルバス（STEREO、
MONO）に対応するモジュールで構成されます。ステレ
オAUXマスターモジュールとG/Aマスターモジュール
は、どちらも隣り合う2つのマスター（奇数＆偶数）をペア
にしたデュアル構成のモジュールです。

ステレオAUXマスターモジュールでは各マスターに対応
した2組のL&R信号を扱いますが、G/Aマスターモ
ジュールでは各マスターが独立あるいは連動して、2系
統のモノラル信号または1組のステレオ信号を扱います。

同じく1つのモジュールに統合されたSTEREO/MONO
マスターモジュールも、ステレオバスとモノラルバスから入
る信号を独立して調節します。

マスターアウトセクション

ステレオ 
AUXマスター 
モジュール 

G/Aマスター 
モジュール 

STEREO/MONO 
マスターモジュール 



マスターアウトセクション 
基本的なシグナルルーティング
インプットチャンネルモジュールの場合と同様に、ステレオAUXマスターモジュールとG/Aマスターモジュー

ル、STEREOマスターとMONOマスターは、ステレオかモノラルかの違いだけで、基本的なシグナルルー

ティングは同じです。下図は、各マスターに共通的なシグナルルーティングを示したものです。

各マスターは、インプットチャンネルモジュールから送り出された信号を対応するバス経由で受け取り、それ

を専用のSUB INで受け取った信号、およびトークバックまたはオシレーター（TB/OSC）信号とミックスしま

す（ステレオ系マスターではL&Rステレオでミックス）。このミックス信号がオーバーロードする場合はイン

プットゲイン（SUM GAIN）を調節します。ここまでの信号をインサートイン&アウト（INSERT）に接続した

外部機器で加工すると、リアパネルの専用マスターコネクター（MASTER OUT）から出力したり、ステレオ

＆モノラルのマトリクスに送り出せます（TO MATRIX）。

ST AUX

ST AUX

TO MATRIX

MASTER OUT

MATRIX

INSERT

INSERT

G/A OUT

TO MATRIX

INSERT

INSERT

MASTER OUT

MATRIX

MONO
MONO (C)

TO MATRIX

MONO (C) 
OUT

MONO (C) SUB IN

TB/OSC

ST AUX L

ST AUX R
SUM 
GAIN 

ST AUX SUB IN L

ST AUX SUB IN R

TB/OSC

MASTER OUT

MATRIX

STEREO BUS IN L

STEREO BUS IN R
SUM 
GAIN 

STEREO SUB IN L

STEREO SUB IN R

TB/OSC

MASTER OUT

MATRIX

STEREO

TO MATRIX

STEREO 
OUT

G/A
G/A IN

SUM 
GAIN 

G/A SUB IN

TB/OSC

SUM 
GAIN 

*　　　は、モジュール上のスイッチを示します。 
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各マスターモジュールに共通のコントロール
シグナルルーティングが同様であることから、各マスターモジュールのコントロールも基本的には同じです。

異なる部分が、各マスターモジュール固有のキャラクターを示しているとも言えるでしょう。ステレオAUXマ

スターモジュールとG/Aマスターモジュールは、1つのモジュールの左右に2組の同じコントロールを装備し

ます。いずれのコントロールについても、左側が奇数番号のマスターモジュール、右側が偶数番号のマス

ターモジュールに対応します。以下のコントロール（黒丸の数字）が各マスターモジュールに共通のもので

す。 

NOTE

以降の各マスターの説明では、それぞれのモジュールに固有のコントロール（白丸の数字）のみを取り上げています。

1
4

5

2

3

2

3

22

3

1 1
4

1
4

2

3

4

)
@

!

6 6

7

9

6

7

9

6

7 7

#

9

8

9

$ $$ $

8 8 8

偶数番号の 
マスター用 
コントロール 

奇数番号の 
マスター用 
コントロール 

偶数番号の 
マスター用 
コントロール 

奇数番号の 
マスター用 
コントロール 



マスターアウトセクション
 

1 TO MATRIXスイッチ
このスイッチをオンにすると、各マスター信号をステレオ＆モノラ

ルマトリクスへ送り出せます。マトリクスへのセンドは、マスター

フェーダー8後段からMASTER［ON］スイッチ9を経由して

行なわれます。このため、マトリクスへのセンドは、MASTER

［ON］スイッチを点灯させた状態で［TO MATRIX］スイッチを

オンにします。

2 SUM GAINノブ＆
SUM GAIN ONインジケーター

3 Σ･PEAKインジケーター
［Σ･PEAK］インジケーターでは、サミングアンプでミックスされた

各マスター信号の状態が確認できます。各インジケーターは、

ミックス信号がクリップレベルより3dB低いレベルから点灯しま

す。点灯する場合は、［SUM GAIN］ノブを左に回してミックス

信号の入力ゲインを下げるとクリップが防げます（減衰量は最

大で20dB）。SUM GAIN［ON］インジケーターの点灯は、ゲイ

ンリダクションが効いていることを示します。

4 TB/OSCスイッチ
このスイッチをオンにすると、オシレーター信号やトークバック信

号をリアパネルの各マスターモジュールのアウトプット端子から

出力できます（マトリクスにも送り出せます）。どちらの信号を送

り出すかは、TALKBACKセクションで選びます（38ページ）。

6 INSERTスイッチ

このスイッチをオンにすると、外部機器とのインサートイン&アウト

ができます。

7 RECALL SAFEスイッチ
このスイッチをオンにすると、シーンメモリーに記憶された内容

で現在の設定状態が上書きされるのを防げます（セーフ機

能）。セーフ機能で保護する対象は、ユーティリティ機能で決

められます（65ページ）。

8 マスターフェーダー
ここで設定したフェーダーレベルが、リアパネルの各マスターモ

ジュールのアウトプット端子からの出力レベルを決定します。

9 MASTER ONスイッチ
マスター信号の出力オン/オフを切り替えます。このスイッチを

押して消灯させると、リアパネルの各マスターモジュールのアウ

トプット端子に信号が送り出されません。

$ CUEスイッチ
マスター信号をCUEバスを通じてモニターするのに利用しま

す。モニターする信号は、マスターフェーダー前段（PFL）と後

段（AFL）のいずれかで切り替えられます。［CUE］スイッチと

モニターコントロールセクションの［MASTER PFL］スイッチを

同時にオンにすると、マスターフェーダー前段の信号がモニ

ターできます。［MASTER PFL］スイッチをオフにすると、マス

ターフェーダー後段（AFLポイント）の信号がモニターできま

す。 

NOTE

ステレオAUXマスターモジュールはデュアル構成であるため、2

本のマスターフェーダーはそれぞれステレオ仕様です。 

NOTE

マスターフェーダー後段（AFLポイント）の信号は、初期状態では

MASTER［ON］スイッチをオンにしないとモニターできません。

ユーティリティ機能でAFLポイントをMASTER［ON］スイッチ前

段（PRE ON）に指定すると、マスターフェーダー後段の信号は

MASTER[ON]スイッチの状態に関係なく、モニターに出力されま

す（69ページ）。
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ステレオ AUXマスターモジュール
各コントロールの説明は、前述の「各マスターに共通のコントロール」と併せてご覧ください。

5 L+Rスイッチ
このスイッチをオンにすると、プリミックス後のステレオ信号をモノ

ラルミックスし、それを各マスターチャンネル（L&R）に分岐でき

ます。

5

ST AUX 
ST AUX L 

ST AUX R 
SUM 
GAIN

ST AUX

TO MATRIX
ST AUX SUB IN L 

ST AUX SUB IN R 

TB/OSC 

INSERT

MASTER OUT 

MATRIX 

 

NOTE

聴感上のレベル差を補正するため、LとRの信号レベルはそれぞ

れ入力時よりも3dB下がります。 

NOTE

［L＋R］スイッチをオンにするとステレオAUXマスターモジュール

はモノラルマスターモジュールとして利用できます。この場合、

STEREO AUX SUB IN（L/R）のどちらか一方に入力しても同

じ信号がステレオAUXマスターモジュールのL&Rの両方に出力

されます。ただし、L&Rのインサートイン&アウトは独立しています

から、ステレオAUXマスターモジュールからの最終出力をLとRで

別のものにすること（同じソースに異なるエフェクトを適用するな

ど）も可能です。
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G/A（グループ /AUX）マスターモジュール
各コントロールの説明は、前述の「各マスターに共通のコントロール」と併せてご覧ください。

) TO STスイッチ

! PANノブ

@ TO MONOスイッチ
［TO ST］スイッチをオンにすると、マスターフェーダー後段の

信号に［PAN］ノブ!でパンを設定した上でステレオバスに送

り出せます。同様に、［TO MONO］スイッチをオンにすると、同

じ信号をそのままモノラルバスに送り出せます。

# G/A BUSモードインジケーター
このG/Aマスターモジュールの現在の使用モードをインジケー

ターで示します。［GROUP POST PAN］インジケーター点灯

でグループSTEREOマスター、［GROUP PRE PAN］インジ

ケーター点灯で2系統のグループMONOマスター、［AUX］イ

ンジケーター点灯で2系統のモノラルAUXマスターとして利用

していることになります。

)

#

@

!

G/A 
G/A IN 

SUM 
GAIN

G/A OUT

TO MATRIXG/A SUB IN 

TB/OSC 

INSERT

MASTER OUT

MATRIX  

NOTE

G/AマスターモジュールからSTEREOバスやMONOバスに送り

出す信号は、［CUE］スイッチ$でモニターできるマスターフェー

ダー後段（AFLポイント）の信号と同一のものです。このため、初

期状態では（AFLポイントのモニター同様）MASTER［ON］ス

イッチをオンにしないと、それぞれのバスに送り出すことはできませ

ん。ただし、［CUE］スイッチによるAFLポイントでのモニター

（［MASTER PFL］スイッチがオフ状態）をMASTER［ON］ス

イッチのオン/オフに関係なく実行するように設定できるのと同様

（MASTER CUE AFL POSITION=PRE ONの状態；69

ページ）、STEREOバスやMONOバスにもMASTER［ON］ス

イッチのオン/オフに関係なく信号を送り出すように設定できます

（コンソール内部のスイッチを切り替えます）。
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グループ/AUXの切り替え

それぞれのG/Aマスターモジュールはデュアル構成で、目的
や用途に応じて、GROUP POST PAN（ステレオマスター）、
GROUP PRE PAN（2系統のモノラルマスター）、AUX（2系
統のモノラルマスター）として使い分けられます。G/Aマス
ターモジュールが現在どのマスターとして動作しているかは、
G/A BUSモードインジケーターで確認できます。

G/A BUSモードを切り替えた場合、実際に変化が起きるのはG/Aマスターモジュール側ではなく、ステレオ＆モノラル両
方のインプットチャンネルモジュール側です。インプットチャンネルモジュール内部のいくつかのスイッチングによってグルー
プ/AUXバスへのセンドポイントが変わるため、結果的にグループ/AUXマスター側の動作が変わったようになります（付
属のブロックダイアグラムをご覧ください）。各モードによる動作の違いをまとめると、下表のようになります。これを参考に、
入力ソースや目的に応じた適切なG/A BUSモードを選んでください。 

NOTE

G/Aマスターモジュールの動作モードは、ユーティリティ機能を

使って切り替えます（63ページ）。

G/A BUSモード モノラルインプットモジュールから ステレオインプットモジュールから

GROUP POST PAN
（Lch=ODD、Rch=EVEN）

G/Aセンドブロックの［PRE FADER］スイッチと［SEND
LEVEL］ノブは無効。フェーダー後段のモノラル信号を
［PAN］ノブでL/Rに振りわけ、ODD&EVENのG/Aバスに
送り出します（Lch=ODD、Rch=EVEN）。

G/Aセンドブロックの［PRE FADER］スイッチと［SEND
LEVEL］ノブは無効。フェーダー後段のステレオ信号を
［BAL］ノブ経由でL/Rバランスを調節し、ODD&EVENの
G/Aバスに送り出します（Lch=ODD、Rch=EVEN）。

GROUP PRE PAN
G/Aセンドブロックの［PRE FADER］スイッチと［SEND
LEVEL］ノブは無効。フェーダー後段のモノラル信号を
ODD&EVENのG/Aバスに並行して送り出します。

G/Aセンドブロックの［PRE FADER］スイッチと［SEND
LEVEL］ノブは無効。フェーダー後段のステレオ信号のバラン
スを保ったまま、それぞれODD＆EVENのG/Aバスに送り出し
ます（Lch=ODD、Rch=EVEN）。

AUX×2（初期状態）

G/Aセンドブロックの［PRE FADER］スイッチと［SEND
LEVEL］ノブは有効。
モノラル信号をODD&EVENのG/Aバスに並行して送り出し
ます。

G/Aセンドブロックの［PRE FADER］スイッチと［SEND
LEVEL］ノブは有効。
ステレオ信号をモノラルミックスし、その信号をODD&EVENの
G/Aバスに並行して送り出します。 

NOTE

G/A BUSモードがGROUP POST PANモードまたはGROUP PRE PANモードの場合、あるいはAUXモードでインプットチャンネルモジュール

側の［PRE FADER］スイッチがオフの場合には、グループ/AUXバスへのセンドは各チャンネルのフェーダーレベルで行なわれます。このため、

VCAグループやミュートグループにアサインされているチャンネルでは、そのフェーダーレベルはVCAフェーダー、［VCA MUTE］スイッチ、

［MUTE MASTER］スイッチの影響も受けます。

モノラルAUXモードで動作中（初期状態）
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G/A BUSモードによる動作の違い

G/A BUSモードの違いにより、CUE信号の出力方法も
変わります。GROUP PRE PANモードまたはAUXモー
ドでは、隣り合う2つのG/Aマスターモジュールは独立動
作し、それぞれのCUE L&Rバスへは同じ信号が送り出
されます。これに対して、GROUP POST PANモードで
は、隣り合う2つのG/Aマスターモジュールがステレオで
連動し、奇数番号のマスターからはL信号がCUE Lバ
スに、偶数番号のマスターからはR信号がCUE Rバスに
送り出されます。

GROUP POST PANモードに設定したG/Aマスターモ
ジュールでは、2つの［CUE］スイッチも連動します。つま
り、奇数側・偶数側どちらかの［CUE］スイッチをオンにす
ると、もう一方も点灯します。

ステレオ 
信号のL 
チャンネル 

CUE L CUE R CUE L＋R CUE L＋R

ステレオ 
信号のR 
チャンネル 

それぞれの 
L/Rは同じ 
モノラル信号 

それぞれの 
L/Rは同じ 
モノラル信号 

L

R

L

R

L

R
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STEREO/MONOマスターモジュール
各コントロールの説明は、前述の「各マスターに共通のコントロール」をご覧ください。

STEREO/MONOマスターモジュールのコントロール構成は、前述のステレオAUXマスターモジュールや

G/Aマスターモジュールと比較してかなりシンプルです。STEREO側のコントロールは、デュアル構成のス

テレオAUXマスターモジュールの片側分と見ることができます。ただし、実用面を考慮して、マスターフェー

ダーはLとRが独立しており、［TB/OSC］スイッチもLとRに独立して用意され、トークバック信号またはオシ

レーター信号もLとRに個別に送り出せるようになっています。同様に、MONO側のコントロールはデュアル

構成のG/Aマスターモジュールの片側分と見ることもできます。STEREO/MONOマスターモジュールは、

ステレオ＆モノラルのメインアウトを扱うので、当然のことながらモノラルミックスやステレオバスへのセンドス

イッチなどはありません。

STEREO部分（左） MONO部分（右） 



マトリクスセンド&マスターアウトセクション 
マトリクスセンドセクション
マスターアウトセクションの上部に配置されているのが、マトリクスセンドセクションです。ハードウェア的には

各マスターモジュールに統合された「マトリクスセンドブロック」ですが、操作面から見た場合には、

［TO MATRIX］スイッチを使って各マスターとの接続のオン/オフがワンタッチで切り替えられる完全な別

セクションになっています。

各マスターに対するマトリクスセンドの構成はほぼ同じで、上から順番に4系統のステレオマトリクス（ST

MATRIX 1～4）と8系統のモノラルマトリクス（MATRIX 1～8）が配置されています。出力側であるマス

ターの特性（ステレオ系、モノラル系）と入力側となるマトリクスバスの特性（ステレオ、モノラル）に合わせ、

各マスターからのセンドを個別に調節できます。

マトリクスセンド&マスターアウトセクション

STEREO MATRIX 1

STEREO MATRIX 2

STEREO MATRIX 3

STEREO MATRIX 4

MATRIX 1

MATRIX 2

MATRIX 3

MATRIX 4

MATRIX 5

MATRIX 6

MATRIX 7

MATRIX 8

ステレオAUX 
マスター 
モジュール 

G/Aマスター 
モジュール 

STEREO/MONO 
マスターモジュール 

MONITOR 
モジュール 

縦方向がマスター信号の流れ

［TO MATRIX］スイッチ

横方向がマトリクスバス
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モノラル系マスター（グループ/AUX、MONO）からステレオマトリクス

へのセンドには、ノブを使ってレベル（内側）とL/Rバランス（外側）を

設定します。ステレオ系マスター（ステレオAUX、STEREO）からモノ

ラルマトリクスへ送り出されたステレオ信号は、マトリクス入力回路内

でモノラルミックスされた後、対応するモノラルマトリクスバスに流れま

す。

STEREO/MONOマスターモジュールのマトリクス入力ブロックには、

ステレオ外部入力（MATRIX SUB IN）ソースを各マトリクスバスに

送り出せる［SUB IN］ノブも用意されています。

トークバック信号やオシレーター信号を各マトリクスバスに送り出すと

きは、［SUB IN］ノブ右の［TB/OSC］スイッチを押します（ステレオマ

トリクスにはL&Rに同時出力）。［Σ･PEAK］インジケーターでは各マ

トリクスバスの信号レベルが確認できます。［Σ･PEAK］インジケー

ターは、対応するバスの信号がクリップレベルより3dB低いレベル以

上で点灯します。この場合は、各マスターモジュールからのセンドレベ

ルを下げてインジケーターを消灯させてください。

ステレオAUXマスターモジュール 

G/Aマスターモジュール 

STEREO/MONOマスターモジュール 

STEREO/MONOマスターモジュール 

ST MATRIX

(MONO) 
MATRIX

ST MATRIX

(MONO) 
MATRIX

L R L R

G/A G/A MONO

ST AUX
L R
ST

L R
SUB INST AUX

ST MATRIXへはステレオチャンネルの入力レ
ベルをL&R同時設定（L/Rバランスはそのまま）

（MONO）MATRIXへはステレオチャンネルの
入力レベルをL&R同時設定（内部でモノラル
ミックス）

（MONO）MATRIXへはモノラルチャンネルの入
力レベルを設定（L/Rバランスはそのまま）

ST MATRIXへはモノラル系マスターからは
入力レベル（内側）とL/Rバランス（外側）を設定



マトリクスセンド&マスターアウトセクション 
マトリクスマスターアウトセクション
マトリクスマスターアウトセクションは、マトリクスセンドセクションの右側に配置されています。マトリクスセンド

セクションに入った信号の出力（インサートのオン/オフ、リコールセーフのオン/オフなど）を設定します。

マトリクスセンドセクションから各マトリクスバスが延長される形で配置されたマトリクスマスターアウトセク

ションでは、当然のことながら、4系統のステレオマトリクス（ST MATRIX 1～4）と8系統のモノラルマトリク

ス（MATRIX 1～8）をそれぞれ個別に調節できるようになっています。その役割は対応するマトリクスバ

スからの信号を取り込んで出力するだけなので、用意されているコントロールもシンプルで、ステレオマトリク

スとモノラルモノラルマトリクスの区別もほとんどありません（ステレオマトリクスではL&Rを同時に調節しま

す）。唯一の違いは、各ステレオマトリクス（ST MATRIX 1～4）に装備される［MONO MODE］インジ

ケーターです。各ステレオマトリクスは個別にモノラルマトリクスとして利用することも可能で、その場合には

このインジケーターが点灯します（64ページ）。

それぞれのマトリクスアウトを有効にするには、中央のMATRIX［ON］スイッチを押して点灯させます（消

灯状態ではマトリクスアウトから出力することはできません）。この状態でそれぞれの［MASTER］ノブを回

せば、その設定レベルでリアパネルのMATRIX OUTから信号が出力されます。また、それぞれの

［INSERT］スイッチをオンにすると、リアパネルのMATRIX INSERT（MONO/ST）に接続した外部機

器との入出力ができます。［RECALL SAFE］スイッチと［CUE］スイッチの動作は、マスターアウトセクショ

ンの各スイッチの役割とまったく同じです（29ページ）。

マトリクス 
マスターアウト 
セクション 

マトリクス 
センド 
セクション 

［MONO MODE］ 
インジケーター 

MATRIX ［ON］ 
スイッチ 
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マスターセクションの右側に配置されたオシレーターとトークバックは、それぞれに独立したセクションです。

オシレーター（OSCILLATOR）セクションからは検聴用のピンクノイズまたはサイン波を、トークバック

（TALKBACK）セクションからはトークバックマイクの音声を、それぞれTBバスに送り出せます。これらの

信号は、各マスターやマトリクスに用意されている［TB/OSC］スイッチをオンにすることで、それぞれにルー

ティングできます。

オシレーター信号やトークバック信号を送り出すには、［OSC ON］スイッチやTB［ON］スイッチを押して点

灯させます。ただし、TBバスへのセンド用の回路は両者で共有しているため、両方のスイッチを押した場

合にはトークバック信号が優先します。これらの信号をリアパネルのTB/OSC OUTから出力するときに

は、トークバックセクションにある［TB/OSC OUT］スイッチをオンにします。

オシレーター＆トークバックセクション

［TB/OSC OUT］スイッチ

TB［ON］スイッチ

［OSC ON］スイッチ



オシレーター＆トークバックセクション
 

オシレーター/トークバック信号の出力
出力するオシレーター信号は、ピンクノイズ（連続または1秒～20秒間隔）またはサイン波（20Hz～20kHz）を選べます。

ピンクノイズを出力する場合は、［PINK］スイッチをオンに
します。この状態で［SWEEP/BURST］スイッチをオフ
にしておけば、ピンクノイズを連続的に出力できます。
［SWEEP/BURST］スイッチを点灯させ、その上のノブ
を回すと無音状態（ピンクノイズの出力間隔）を1秒～20
秒に設定したバーストノイズ（断続的なピンクノイズ）が出
力できます。この場合、ピンクノイズの出力時間は
200msec固定です。

サイン波を出力する場合は、［PINK］スイッチの下にある
3つの周波数選択スイッチ（［10k］、［1k］、［100］）のい
ずれかを押します。これで、押したスイッチに対応する周
波数のサイン波（10kHz、1kHz、100Hz）が出力できま
す。このとき、［SWEEP/BURST］スイッチを点灯させ、
その上のノブを回すと選んだ周波数を0.2倍～2倍で連
続可変できます（120段階）。つまり、周波数選択スイッチ
と［SWEEP/BURST］ノブの組み合わせで、可聴周波
数帯（20Hz～20kHz）のサイン波が自由に設定できま
す。

［OSC ON］スイッチをオンにすると、オシレーター信号が
出力されます。出力レベルはOSC［LEVEL］ノブで設定
します。（トークバック出力セクションのTB［ON］スイッチ
をオフにしておきます）。

トークバック音声の出力には、トークバック用のマイクロ
フォンを［INPUT］コネクター（入力レベル－50dB）にあら
かじめ接続しておきます。［+48V］スイッチをオンにする
と、［INPUT］コネクターにファンタム電源（+48V）が供
給されます。接続したマイクロフォンのタイプに合わせ、必
要に応じて利用してください。［INPUT］コネクター下の
ローカットスイッチ（［ ］）をオンにすると、80Hz以下
の周波数をカットします。

TB［ON］スイッチをオンにすると、トークバック信号が出
力されます。出力レベルはTB［LEVEL］ノブで設定しま
す。 

NOTE

現在のオシレーター設定（サイン波の周波数やバーストノイズの

出力間隔）は、デジタルコントロールセクションのメッセージディスプ

レイでも確認できます（他のメッセージの表示中は表示されませ

ん）。 

NOTE

［INPUT］コネクターにファンタム電源を供給するときは、リアパネ

ルのファンタム電源マスタースイッチ（［＋48 MASTER］）をオンに

します。メーターブリッジ左側の［+48V MASTER ON］インジ

ケーターが点灯するのを確認してください。
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モニターコントロールセクション
 

モニターソース

モニターコントロールセクション（MONITOR）では、リア
パネルのモニターアウト（MONITOR A&B OUT）に接
続した2系統のモニタースピーカーや、ヘッドフォン出力

（PHONES）につないだヘッドフォンへの出力を調節でき
ます。

モニターソースには、ステレオマスター信号、2系統の2ト
ラックイン信号（［2TR IN 1&2］）、CUE信号の3種類が
あり、これらを切り替えながらモニターできます。ステレオ
マスター信号はMONITOR AまたはMONITOR Bの
［ON］スイッチをオンにして、その［LEVEL］ノブを上げ
れば直ちにモニターできます。この状態で［2TR IN1］ス
イッチまたは［2TR IN2］スイッチをオンにすれば、対応す
る2トラックイン信号に切り替わります。また、チャンネルや
マスター側の［CUE］スイッチをオンにするとCUE信号の
モニターに切り替わります。なお、CUE信号のモニターは
2トラック入力信号に優先します。

モニターコントロールセクション 

NOTE

モニタースピーカーやヘッドフォンへの出力信号にディレイをかけ

て（モニターディレイ機能）、SRスピーカーからの到達音との時間

差を補正することもできます（68ページ）。

通常動作
［2TR IN1/2］
スイッチ点灯
（択一）

［CUE］
スイッチ点灯

モニター信号
ステレオマスター

信号 2トラック信号 CUE信号 

NOTE

上記の通常動作でステレオマスター信号を出力しないように設定

しておくと（67ページ）、2系統のモニターアウトからCUE信号のみ

出力されるようになります。
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2系統のモニター出力
2系統のモニターアウトは切り替えることも、両方を同時に
利用することもできます。MONITOR A&Bを同時に利
用する場合、［LCR］スイッチをオンにすると、
MONITOR BのLチャンネルがセンタースピーカー（C）
として機能します。［L+R］スイッチをオンにするとステレ
オマスター信号をモノラルミックスしてL&Rに出力できま
す。さらに［+MONO（C）］スイッチをオンにすると（セン
タースピーカーに加えて）L&Rにもモノラルマスター信号
を送り出せます。

CUE信号のモニター
前述のようにモニタースピーカーやヘッドフォンを通じてス
テレオマスター信号や2トラック信号がモニターできる状
態にある場合（あるいはモニター中）に、インプットチャン
ネル、VCAマスター、マスターアウト、マトリクスアウトにあ
る任意の［CUE］スイッチをオンにすると、そのCUE信号
がモニターできます。

CUE信号は、インプットチャンネルセクション、VCAセク
ション、マスターアウトセクション（マトリクスアウトを含む）
のセクション単位で択一的にモニターでき、その時点で
有効な（モニターアウトされる）セクションに対応する
CUEインジケーター（［INPUT CUE］、［VCA CUE］、
［MASTER CUE］）が点灯します。CUE信号が送り出
されるポイントは、下表のようにセクションによって異なりま
す。 

NOTE

［LCR］スイッチはヘッドフォン出力には無効です。ただし、

［+MONO（C）］スイッチをオンにするとCUE C信号がヘッドフォ

ン出力のL&Rに同じ音量で送り出されるので、疑似的に同様の

効果が得られます。

通常動作 

LCRスイッチ 
点灯（オン） 

L+Rスイッチ 
点灯（オン） 

+MONO（C） 
スイッチ 
点灯（オン） 

L+Rスイッチと 
+MONO（C） 
スイッチが同時に 
点灯（オン） 

L  R

L C R

L+R （C） R+L

L+C （C） R+C

L+R+C （C） R+L+C

セクション ［CUE］スイッチ
点灯時のモニター対象

CUEポイント

インプットチャンネル チャンネル
（モノラル/ステレオ）

PFL（固定）

VCA
VCAグループに
割り当てたチャンネル（モ
ノラル/ステレオ）

AFL（［PAN/BAL］
後段）

マスターアウト

ステレオAUX、
G/A（グループ/AUX）、
STEREO、
MONO、
MATRIX

［MASTER PFL］
スイッチ
点灯時：PFL
消灯時：AFL

CUE信号のモニター中は、 
いずれかが点灯 
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各チャンネルの［CUE］スイッチを直接操作した場合は、CHANNEL［ON］スイッチのオン/オフ（SRスピー

カーなどへの出力状態）に関係なく、常にチャンネルフェーダー前段（PFL）でのモニターになります。これ

に対して、VCAセクションを経由した場合のインプットチャンネルのモニターは常にチャンネルフェーダー後

段（AFL）のPAN/BAL通過後の信号になります。たとえば、あるVCAマスターの［CUE］スイッチを有効

にすると、そのグループにアサインしたチャンネルの［CUE］スイッチが点滅状態となり、この状態で

CHANNEL［ON］スイッチが有効なチャンネル信号だけがモニターアウトに送り出されます。つまり、VCA

グループ内のチャンネルを個別にオン/オフしながらモニターすることも可能です。

このように各チャンネルはPFL信号またはAFL信号でモニターできますが、それを切り替えたときにモニ

ターレベルに差が生じる場合があります。これを調整するのが2つのCUE TRIMノブで、［INPUT CUE

TRIM］ノブは各チャンネルのPFL信号に対して、［VCA CUE TRIM］ノブはAFL信号に対して作用しま

す。

VCA 1 1 2 3 4 5 6 7

VCAフェーダー チャンネルフェーダー 

点滅 

点灯 

1 2 3 4 5 6 7

チャンネル1＆5だけがモニターアウトに出力されます。

VCAフェーダー経由のAFL信号に対する入力ゲイン調整

各チャンネルからのPFL信号に対する入力ゲイン調整
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マスターアウトについては、CUEポイントを各マスターに
ついて一律で切り替えられます。各マスターフェーダー
の前段の信号をモニターするときは［MASTER PFL］
スイッチをオンにし、後段の信号をモニターするときは
［MASTER PFL］スイッチをオフにします。後者の場合
に、さらに各MASTER［ON］スイッチの前段（PRE
ON）をCUEポイントに設定すると（69ページ）、SRスピー
カーなどへの出力を無効にした状態でもモニター出力が
可能です。

上記のようにCUEはセクション単位で有効になり、通常
は同じセクション内の複数の［CUE］スイッチをオンに
すると、それに対応する信号がすべてモニターできます

（MIX CUEモード）。ただし、［LAST CUE］スイッチを
オンにすると、同じセクション内でオンにできる［CUE］
スイッチが最後に押した1つだけになり、各セクションの信
号を常に単独でモニターできます（LAST CUEモード）。
なお、［LAST CUE］スイッチをオフにすると、通常の
MIX CUEモードに戻ります。 

NOTE

MIX CUEモードとLAST CUEモードの切り替え時には、その時

点での［CUE］スイッチの状態がすべて消去されます。ですから、

［LAST CUE］スイッチを2回押してMIX CUEモードに戻せば、

それまでのCUEの状態をすべて消去できます。

［MASTER PFL］スイッチ

［LAST CUE］スイッチ

CUEスタック機能について

現在の［CUE］スイッチのオン/オフ状態は、別のセクション

で［CUE］スイッチを有効にすると解除されます。パネル上

の［CUE］スイッチがすべてオフの場合には、ステレオマス

ター信号や2トラック入力信号のモニターに戻ります。

ただし、表記のCUEスタック機能が有効になる場合もあり

ます。CUE信号のモニターを「マスターアウト→VCA→イ

ンプットチャンネル」の順番で切り替えた場合、別セクション

の［CUE］スイッチを押さずに、切り替えた先のセクション

で［CUE］スイッチをオフにすると（すべて消灯すると）1つ

前のセクションの［CUE］スイッチの状態が再現されます。

CUEスタックを有効にする流れ

マスター出力→VCA→インプットチャンネル

マスター出力→VCA

VCAのCUEを解除すると、その前のマスター出力のCUE選
択状態に戻る。

VCA→インプットチャンネル

インプットチャンネルのCUEを解除すると、その前のVCAの
CUE選択状態に戻る。

マスター出力→インプットチャンネル

インプットチャンネルのCUEを解除すると、その前のマス
ター出力のCUE選択状態に戻る

CUEスタック機能は、CUE信号を上記とは反対の「イン

プットチャンネル→VCA→マスターアウト」の順番で切り

替えた場合や、他のセクションの［CUE］スイッチを押して

切り替えた場合には機能しません。

マスターアウト 

インプット 
チャンネル 

VCA

マスターアウト 

インプット 
チャンネル 

VCA
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SOLOモード

CUEとSOLO

SOLOとCUEは同等に語られることがあり、状況によってはまったく同じ機能を指す場合もあります。ただ

し、PM5000を始めとするSRコンソールについて言えば、CUEはPAオペレーターのモニタースピーカーに

対して音声信号を選択的に送り出す機能であるのに対し、SOLOはマスターアウトやマトリクスセンドに接

続したSRスピーカーなどへ選択的に送り出す機能として区別されます。PM5000でSOLO信号を扱う操作

は前述のCUE信号の場合と基本的に同じため、操作上で両者を特に区別しないときは「CUE/SOLO機

能」と呼びます。

Keyboard
Vocal
Bass
Guitar

CUE

PM5000（CUEの時） 

SOLO

Keyboard
Vocal
Bass
Guitar

GuitarGuitar

PM5000（SOLOの時） 

SRスピーカー 

コンソールモニター コンソールモニター 

SRスピーカー 

SRスピーカー 

コンソールモニター コンソールモニター 

SRスピーカー 

Guitar 
Bass 
Vocal 
Keyboard

Guitar 
Bass 
Vocal 
Keyboard

Guitar Guitar

Guitar Guitar
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基本操作

メーターブリッジにある［SOLO MODE］スイッチを2秒間
以上押し続けると、SOLOモードが有効となり、［SOLO
MODE］スイッチが点滅状態になります。なお、SOLO
モードに切り替えられない場合はSOLOモードへの移行
が可能な状態か（66ページ）チェックしてください。

SOLOモードが有効になっても、SRスピーカーなどに出
力される音声が急に特定のチャンネルだけになることは
ありません。SOLO出力するチャンネル（複数可）の
［CUE］スイッチをオンにすることで、そのチャンネルの音
声だけがマスター出力やマトリクス出力に送られてソロ
状態になります（それ以外のチャンネルでは、
CHANNEL［ON］スイッチが点滅状態になり、音声が
ミュートされます）。

SOLOモードでの実際の動きを「チャンネル1が、
STEREO AUX1（L&R）、GROUP/AUX1、
STEREO、MONOの各マスターに送り出され、さらにST
AUX1からはST MATRIX1に、GROUP/AUX1から
はMATRIX1にルーティングされている」想定で確認し
てみましょう。 SOLOモードがオンのときは、［CUE］スイッチをオンにし

たチャンネル1の音声だけが、それをルーティングしてい
るすべてのマスターとマトリクスから出力されます（ST
AUX1、GROUP/AUX1の各マスターではマトリクスへ
のセンドを［TO MATRIX］スイッチでオンにしておきま
す）。 

NOTE

［PREVIEW］インジケーターはシーンメモリーの確認や編集に利

用します（55ページ）。 

NOTE

CUE信号をモニターしていた状態からSOLOモードを有効にす

ると、CUEが解除されて、すべての［CUE］スイッチが消灯しま

す。

PREVIEW

SOLO SELECT

SOLO
MODE

MATRIX
STEREO

AUX
GROUP/

AUX
ST·

MONO(C)

 

NOTE

SOLO信号を送り出す場合も、［CUE］スイッチはインプットチャン

ネル、VCA、マスターアウトのセクション単位で有効になります。ま

た、［LAST CUE］スイッチのオン/オフによってLAST CUEモー

ドとMIX CUEモードを切り替えられ、CUEスタック機能も働きます

（43ページ）。

GROUP/ 
AUX1

CH1の 
音声信号 

CH1の 
CUEボタン 

STEREO

MONO

MATRIX1

サブスピーカー 
L

サブスピーカー 
C

サブスピーカー 
R

ステージ上の 
モニター 
スピーカー 

メインスピーカー 
L

メインスピーカー 
C

メインスピーカー 
R

PREVIEW

SOLO SELECT

SOLO
MODE

MATRIX
STEREO

AUX
GROUP/

AUX
ST·

MONO(C)

STEREO 
AUX1

ST 
MATRIX1

2ch 
レコーダー 
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MASTER SOLO SELECT

前出の想定図の場合に、それぞれの出力状態（メイン＆
サブのSRスピーカー、ステージ上のモニタースピーカー、
録音機器などへの出力状態）を選択的にチェックするに
は、MASTER SOLO SELECTを使うと便利です。

［SOLO MODE］スイッチの下側にある4つの［SOLO
SELECT］スイッチは、［SOLO MODE］スイッチがオン
の場合のみ利用できます。［SOLO SELECT］スイッチ
は、SOLO機能が働く範囲のセクションを選びます。
たとえば、SOLO SELECTの［STEREO AUX］、
［GROUP/AUX］、［ST/MONO（C）］の各スイッチを
オンにしてみます。これだけでは特別な変化はありませ
んが、ST AUX1マスター側の［CUE］スイッチをオンに
すると、その時点でサブのL&Rスピーカーがソロ状態に
なります。
さらに、STEREOマスターの［CUE］スイッチをオンにす
ると、メインのL&Rスピーカーもあわせてソロ状態になりま
す。この間も、チャンネル1の音声はソロ状態になってい
るST AUX1を経由する2chレコーダーに送り続けられま
すが、ステージ上のモニタースピーカーへはGROUP/
AUX1がミュートされているため送られません（モジュー
ルの内部設定でGROUP/AUX1 TO MATRIXが
PRE ON スイッチに内部設定されている場合は送られ
ます）。

上記の状態では、STEREO、ST AUX1のそれぞれの
CUE（SOLO）スイッチのオン/オフ操作だけで、メインと
サブのL&Rスピーカーの出力状態を聴き比べることが
できます。このように、［SOLO SELECT］スイッチをオン
にすることで、対応するマスターやマトリクスをワンタッチ
でSOLOミュート状態にすることができます。

PREVIEW

SOLO SELECT

SOLO
MODE

MATRIX
STEREO

AUX
GROUP/

AUX
ST·

MONO(C)

 

NOTE

SOLOモードはマスターアウトに直接的な影響がある操作です。

このため、上記の［SOLO SELECT］スイッチ以外にも、特定の

チャンネルのSOLOモードからの除外設定（INPUT SOLO

SAFE機能）、SOLOモード自体の無効設定（SOLO ENABLE

機能）などの保護機能があり、これらはユーティリティ機能で設定

します（66ページ）。

GROUP/ 
AUX1

CH1の 
音声信号 

STEREO

MONO

MATRIX1

ST AUX1
ST 
MATRIX1

サブスピーカー 
L

サブスピーカー 
C

サブスピーカー 
R

ステージ上の 
モニター 
スピーカー 

メインスピーカー 
L

メインスピーカー 
C

メインスピーカー 
R

2ch 
レコーダー 



モニターコントロールセクション 
メーターブリッジ
メーターブリッジ部には、各マスターアウト（ステレオAUX、グループ/AUX、STEREO、MONO）、マトリクス

アウト（STEREO、MONO）、CUE（L/R/C）、トークバック/オシレーター（TB/OSC）信号に対応するバー

グラフメーターが用意されており、各信号のリアパネルからのマスターアウトレベル（－39dB～PEAKまで

3dB刻み）を確認できます。

このうち、ステレオAUXとステレオマトリクス、グループ/AUXとモノラルマトリクスのメーターは兼用型で、モ

ニターコントロールセクションの［METER SELECT］スイッチを押すごとに、AUX系とマトリクス系をステレ

オ＆モノラルでまとめて切り替えられます。また、どちらが表示されているかは、左右2箇所にあるLEDの点

灯で確認できます。CUE C用のメーターは、［OSC ON］スイッチまたはTB［ON］スイッチをオンにした場合

に、自動的にTB/OSC信号のレベルに切り替えられます（その場合、CUE C用のメーター下部のTB/

OSC LEDが点灯します）。 

NOTE

ステレオマトリクスは4系統であるため、STEREO MATRIX表示に切り替えたときはメーター5～12は機能しません。

PREVIEW

SOLO SELECT

SOLO
MODE

MATRIX
STEREO

AUX
GROUP/

AUX
ST·

MONO(C)

LAMP
DIMMER

LAMP OFF

OUT METER
LED DIMMER

PANEL
LED DIMMER

STEREO MONO(C) CUE

L R C

MATRIX

GROUP/AUXSTEREO AUX

STEREO MATRIX

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

PW
CAUTION
FAN
CAUTION

STEREO MATRIX

STEREO AUX

L R
1

L R
2 CUE

+12

PEAK

L R C

-12

-18

-24

-30

-39

+6

-6

0

+12

PEAK

TB/OSC

-12

-18

-24

-30

-39

+6

-6

0

切り替え 
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メーターブリッジ部には、バーグラフメーター、パネル上の
各インジケーター、付属のグースネックランプの照度を暗
くする方向で調節するノブや消灯させるスイッチも用意
されています。

また、ファンタム電源を始めとする各DC電圧の供給状態
（電圧レベル）や、外部パワーサプライとコンソール内蔵
の冷却ファンの動作状態も確認できます。 

NOTE

専用のパワーサプライPW5000は、電源内部の継続動作が可能
な範囲での温度上昇やファンタム電源部の異常などが発生した

場合、動作を継続しながら［PW CAUTION］インジケーターを点

灯させ、継続動作が不可能な場合には自動的にシャットダウンし

ます。［FAN CAUTION］インジケーターの点灯は、PM5000内

部の冷却ファンが1つ以上停止している状態を示します。いずれ

の場合も速やかにお買い上げの販売店または巻末のヤマハ電

気音響製品サービス拠点までご相談ください。

LAMP
DIMMER

LAMP OFF

OUT METER
LED DIMMER

PANEL
LED DIMMER

パネル 
インジケーター 
の照度調節 

グースネック 
ランプの 
照度調節 

グースネック 
ランプの消灯 

バーグラフ 
メーターの照度調節 

PW
CAUTION
FAN
CAUTION

+48V
MASTER
ON

+48V

+12V

+16V

-16V

冷却ファン 
（異常時に点灯） 

ファンタム電源 
マスタースイッチが 
オン 

各DC電圧が 
正常で点灯 

外部パワーサプライ 
（異常時に点灯） 



デジタルコントロールセクション
 

各コントロールの機能
デジタルコントロールセクションには、シーンメモリー機能
やユーティリティ機能など、PM5000をデジタル制御する
際に利用するコントロールが用意されています。

デジタルコントロールセクション

15 24

3

8

9

6

7

@

!

#

$

%

9 )
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1 シーンディスプレイ
（3桁＋3つのドット）

PM5000のシーンメモリー機能がオンの状態では、現在の（最

後に呼び出した）シーン番号（000～999）が表示されます。3つ

のドットは、シーンディスプレイに表示中のシーン番号にデータが

無い空の状態（左）、MIDIメッセージを受信した場合（中央）、

パネルの状態がシーンに保存されている状態と異なる場合

（右）にそれぞれ点灯します。

2 メッセージディスプレイ（4桁）

PM5000の特定の動作状態や、操作に対するメッセージなど

が表示されます。また、各種のエラーメッセージもここに表示さ

れます（94ページ）。

3 パラメーターディスプレイ（12桁）
通常は現在のシーン番号のタイトルが表示され、ユーティリティ

機能を使っているときは各パラメーターの名称と設定値が表示

されます。

4 RECALLスイッチ

5 RECALL UNDOスイッチ

6 STOREスイッチ

［RECALL］スイッチはシーンの呼び出し操作、［RECALL

UNDO］スイッチはシーンリコールの取り消し操作、［STORE］

スイッチはシーンの保存操作にそれぞれ利用します。

7 PREVIEWスイッチ
［PREVIEW］スイッチをオンにすると、任意のシーン設定をパ

ネル上に呼び出して、現在の音声出力に影響を与えずに、各

コントロール（ノブやスイッチ）の設定を確認・編集できます。

8 テンキー

9 CLEAR/EXITキー＆ENTERキー

) INCキー＆DECキー
テンキーはシーン番号やタイトル文字の指定、［CLEAR/

EXIT］キーはシーン番号の入力操作の取り消しやタイトル文

字の削除、［ENTER］キーは操作の確定などに利用します。ま

た、［INC］キーと［DEC］キーはシーン番号やパラメーター値の

増減に使います。数値のパラメーター値に対しては、各キーを

押し続けると連続的に増減できます。

! MONITOR DELAYインジケーター

ユーティリティ機能で、PM5000のモニター出力に対するデジタ

ルディレイ効果を有効にしている場合に点灯します（68ペー

ジ）。

@ UTILITYスイッチ
ユーティリティ機能を利用するときに押します。ユーティリティ機

能の各パラメーターの確認や設定にはテンキー8、［CLEAR/

EXIT］キー＆［ENTER］キー9、［INC］キー＆［DEC］キー

)を利用します。

# TITLEスイッチ

$ ALPHABETスイッチ
［TITLE］スイッチはシーンのタイトルを編集するときにオンにし

ます。このとき、［ALPHABET］スイッチをオンにすると、テン

キー3でアルファベットと記号（数字以外の文字）が入力できま

す。

% ASSIGN MODEスイッチ
3つの［ASSIGN MODE］スイッチはそれぞれ、VCAグループ

やミュートグループの設定（21ページ）、各シーンのフェードタイ

ムの設定に利用します（後述の「フェードタイムの設定」を参

照）。 

NOTE

PM5000の電源を入れたときは、前回電源を切ったときのパネル

設定の状態が反映されます（初めて電源を入れたときはシーン

番号“000”が自動的に読み込まれます）。



デジタルコントロールセクション
 

シーンメモリー機能

概要

シーンとはパネル上の設定内容を記憶したもので、個 の々シーンを必要に応じて呼び出す（リコール）ことでパネル上の設
定をすばやく切り替えるのに利用します。PM5000では最大1,000シーン(000～999)が利用できます。最初の10シーン

（000～009）には特定の状況を想定したパネル設定がプリセットされています。このプリセット設定は書き替えできないた
め、ユーザー設定として記憶できるのは最大990シーン（010～999）です。各シーンには、下表に示す内容が記憶できま
す。

シーンメモリーに記憶される内容は通常のパネル設定で
すから、ミックス作業を通じて保存しておきたい設定がで
きたときは、スナップショットを撮るように保存操作を実行
するだけでかまいません（プレビュー状態にして後から
編集可能）。後は、その時々で必要なシーンのリコール
操作を実行するだけで記憶した設定が瞬時にパネル上
に反映されます。

また、フェードタイムはシーンごとに設定できます。フェード
タイムを設定したシーンをリコールした場合、フェーダーは
瞬時に移動するのではなく、設定された時間をかけて、
そのシーンでの位置まで移動します。

シーンリコール時、記憶されている一部の内容を読み込
まないようにもできます。これには、それぞれのインプット
チャンネル、マスター出力、マトリクス出力に用意されてい
る［RECALL SAFE］スイッチや［FADER SAFE］ス
イッチ（インプットチャンネルとVCAマスターのみ）をオンに
します。上記の表に示すように、［RECALL SAFE］ス
イッチはスイッチ系のコントロール、［FADER SAFE］ス
イッチはフェーダーレベルに対して働き、オンにした部分
のパネル設定はシーンリコールの対象外となり、現在の
設定が維持されます。

セクション 記憶される内容（パネル上のコントロール）
リコール除外設定
（■：パネル上のスイッチ、
■：ユーティリティ機能）

インプット

レベル（チャンネルフェーダー） FADER SAFE

チャンネルのオン/オフ（CHANNEL ON）

RECALL SAFE

ステレオバスへのセンドオン/オフ（STEREO）

モノラルバスへのセンドオン/オフ（MONO）

LCR出力のオン/オフ（LCR：モノラルチャンネルのみ）

ステレオAUXバスへのセンドオン/オフ（SEND ON）

グループ/AUXバスへのセンドオン/オフ（SEND ON）

VCAグループへのアサイン状態

ミュートグループへのアサイン状態

フェードタイムのアサインオン/オフ 対象外

アウトプット

STEREO AUX マスターアウトのオン/オフ（MASTER ON）

RECALL SAFE

GROUP/AUX

マスターアウトのオン/オフ（MASTER ON）

ステレオバスへのセンド（TO STEREO）

モノラルバスへのセンド（TO MONO）

STEREO マスターアウトのオン/オフ（MASTER ON）

MONO（C） マスターアウトのオン/オフ（MASTER ON）

STEREO MATRIX マスターアウトのオン/オフ（MATRIX ON）

MATRIX マスターアウトのオン/オフ（MATRIX ON）

VCA

レベル（VCAフェーダー）
FADER SAFE

ミュートのオン/オフ（VCA MUTE）

フェードタイムのアサインオン/オフ 対象外

その他
シーンタイトル（シーン保存後に個別に設定）

対象外
フェードタイム（インプットチャンネル&VCAに共通） 

NOTE

シーンメモリー機能をまったく使わない場合には、

AUTOMATIONモードをオフに設定しておくと、シーンの呼び出

しや保存に伴う誤操作を防ぐことができます（70ページ）。
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フェードタイムの設定

シーンを呼び出したときに記憶されたフェーダーレベルま
で漸次変化させる場合は、フェードタイムを設定します。
以下のようにフェードタイムの設定は、チャンネルフェー
ダーとVCAフェーダーに共通するフェードタイムを設定
し、それを個 の々チャンネルやVCAマスターについて適
用するかどうか（オン/オフ）で指定します。 

1 ASSIGN MODEの［FADE TIME］スイッチを押すと

LEDが点滅し、フェードタイム機能が設定できます（この

時点でフェードタイムが有効のチャンネルやVCAマスター

については、［CUE］スイッチが点滅）。 

2 ［ENTER］キーを押してメッセージディスプレイに数字

（フェーダーレベルの変化時間）を表示し、フェードタイム

機能を有効にします。［CLEAR/EXIT］キーを押して

“OFF”を表示させると、フェードタイム機能は無効になり

ます。 

3 フェードタイムを適用するインプットチャンネルやVCAマス

ターの［CUE］スイッチを押して点滅状態にします。点滅

中の［CUE］スイッチを押すと消灯し、そのインプットチャン

ネルやVCAマスターにはフェードタイムが適用されなくなり

ます（シーンリコール時には、記憶されたフェーダーレベル

に瞬時に変わります）。 

4 ［INC］/［DEC］キーを使って、フェーダーレベルの変化時

間（0.1～60.0秒）を設定します。この変化時間は0.1～

10.0秒までは0.1秒単位、10.0～20.0秒までは0.2秒単位、

20.0～60.0秒までは0.5秒単位で変更できます。 

5 編集を終了するときは、ASSIGN MODEの［FADE

TIME］スイッチを押します（LEDが消灯）。別のASSIGN

MODEスイッチを押しても終了できます（押したスイッチの

アサインモードに変わります）。 
6 設定したフェードタイムと、それを適用するフェーダーの選

択状態を、次ページの手順でシーンにストア（保存）しま

す。シーンストア前に別のシーンを呼び出した場合は

フェードタイムの設定は失われるので、ご注意ください。1 0 . 0  

NOTE

フェードタイムを設定したシーンを呼び出したとき、フェーダーレベ

ルの変化中はメッセージディスプレイに“FADE”が表示されます

（他のメッセージが表示中の場合は表示されません）。
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シーンのストア（保存）

前述のフェードタイムとともに、現在のパネル設定は次の
手順でシーンとしてストア（保存）できます。 

1 ストア先のシーンの番号（010～999）を選びます。シーン番

号を直接指定するときはテンキーを、空いているストア先を

スクロールしながら選ぶ場合には［INC］/［DEC］キーを

使うのが便利です。どちらの場合も選んだシーン番号が

点滅表示し、パラメーターディスプレイのシーンタイトルも点

滅表示します（データが保存されていないシーンでは何も

表示されません）。 
2 ［STORE］スイッチを押して、ストアしたシーンのタイトルを

必要に応じて編集します（54ページの手順2～3）。タイト

ルを編集しない場合は、もう一度［STORE］スイッチを押し

ます。 
3 パラメーターディスプレイに以下の確認メッセージが表示さ

れます 

4 テンキーの［1］を押すとシーン番号が点灯表示に変わり、

現在のパネル設定がそのシーンにストアされます。中止す

る場合は［3］を押します。

シーンのリコール（呼び出し）

シーンに保存したパネル設定は、次の手順でリコールで
きます。 

1 呼び出すシーンの番号（000～999）を選びます。シーン番

号を直接指定するときはテンキーを、保存されている順番

に呼び出す場合には［INC］/［DEC］キーを使うのが便

利です。どちらの場合も選んだシーン番号が点滅表示し、

パラメーターディスプレイにはそのシーンのタイトルも点滅

表示されます。 
2 ［RECALL］スイッチを押すとシーン番号が点灯表示に変

わり、現在のパネル設定に反映されます。 

NOTE

ストア操作は、プロテクトされているシーンには実行できません。事

前にプロテクトを解除する必要があります（62ページ）。

ストアの実行 

パラメーター 
ディスプレイ 

テンキー 

INCキー 

DECキー 

S U R E ? Y : 1  N : 3

 

NOTE

リコールを無視して現在のパネル設定を維持させたいスイッチや

フェーダーについては、あらかじめ対応する［RECALL SAFE］

スイッチや［FADER SAFE］スイッチをオンにしておきます。 

NOTE

呼び出したシーンにデータが無い場合には、メッセージディスプレ

イに“NoDT”が表示され、リコール操作は無効になります（パネ

ル設定は変わりません）。 

NOTE

シアターモードをオンにすると、［INC］/［DEC］キーを押すだけで

シーン番号順にリコールできます。この場合、［RECALL］スイッチ

を押す操作が不要になります（69ページ）。また、シーンの呼び出

しには［DIRECT RECALL］スイッチを利用することも可能です

（71ページ）。 

NOTE

シーンリコール時には、チャンネルフェーダーやVCAフェーダー

がそれぞれの記憶されたフェーダーレベルまでモーター駆動で

移動します（モーターフェーダー機能）。なお、モーターフェー

ダー機能をオフにすることもできます（70ページ）。

メッセージ 
ディスプレイ 

リコールの実行 

パラメーター 
ディスプレイ 

テンキー 

INCキー 

DECキー 
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リコール操作の取り消し

［RECALL UNDO］スイッチを押すと、直前のリコール
前の状態に戻ります（アンドゥ機能）。再び［RECALL
UNDO］スイッチを押すと、直前のアンドゥ前の状態に戻
ります。

タイトルの編集

シーンには12文字までのタイトルをつけることができます。 

1 タイトルを変更するシーンの番号（010～999）を選び、

［TITLE］スイッチを押して点灯させます。 

2 パラメーターディスプレイにカーソルが現れ、その位置にあ

る文字が点滅表示します。この状態からタイトルを編集し

ます。［ALPHABET］スイッチをオンにすると、テンキーで

数字以外の文字（下表を参照）が入力できます。 

NOTE

［RECALL UNDO］スイッチは、電源を入れた後に一度もリコー

ル操作を行なっていない場合は機能しません。 
NOTE

シーン番号000～009までは編集できません。

パラメーター 
ディスプレイ 

テンキー 

タイトル 
の編集 

数字以外の 
文字入力 

INCキー 

DECキー 

CLEAR/EXITキー 

ENTERキー 

カーソルの 
移動には 
［INC］/［DEC］ 
キーを使用 

数字はテンキーで入力。 
［ALPHABET］スイッチの 
点灯中は数字以外の 
文字を入力可能 

［CLEAR］キーは 
カーソル上の 
文字を削除して 
文字を左に詰める 
のに使用 

B A A N D # 0 1 O P E N
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3 ［ENTER］キーを押して入力したタイトルを確定すると、

［TITLE］スイッチが消灯し、現在のパネル設定に対する

シーン番号に戻ります（シーンの保存操作から続けてタイト

ルを編集した場合は、シーン番号は変わりません）。

［ENTER］キーを押さずに［TITLE］スイッチを消灯させ

ると、編集内容をキャンセルできます。現在のシーンのタイト

ルを変更した場合には、編集したタイトルに変わっている

のが確認できます。

プレビュー機能

プレビュー機能は一種のオフライン編集機能です。出力
音声に影響を与えることなく、シーンに記憶した設定内
容を呼び出してパネル上で確認したり、パネル設定を編
集して保存できます。 

1 ［PREVIEW］スイッチを押すと、［PREVIEW］スイッチの

LEDとメーターブリッジにある［PREVIEW］インジケー

ターの両方が点滅を始め、プレビュー機能がオンになりま

す。 

2 プレビューするシーン（000～999）を選びます。シーン番号

を直接指定するときはテンキーを、保存されている順番に

呼び出す場合には［INC］/［DEC］キーを使うのが便利

です。どちらの場合も選んだシーン番号が点滅表示し、パ

ラメーターディスプレイにはそのシーンのタイトルが表示さ

れます。

数字キー 入力できる文字（数字キーを押すごとに切り替え）

1 ! “ # $ % & ‘ ( ) * + , - . \ : ; < = > ? @ [ 

2 A B C a b c

3 D E F d e f

4 G H I g h I

5 J K L j k l

6 M N O m n o

7 P Q R S p q r s

8 T U V t u v

9 W X Y Z w x y z

0 (space) 

NOTE

現在のシーン以外のタイトルを変更したときは、後述のプレビュー

機能で確認できます。 

NOTE

ユーティリティ機能を使っている状態（［UTILITY］スイッチ点灯

時）から、プレビュー機能を有効にすることはできません。 

NOTE

フェーディング中（フェードタイム実行中）は、［PREVIEW］スイッ

チをオンにできません。

PREVIEW

SOLO SELECT

SOLO
MODE

MATRIX
STEREO

AUX
GROUP/

AUX
ST·

MONO(C)

プレビュー中は点滅
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3 ［ENTER］キーを押すとシーン番号が点灯表示に変わ

り、記憶されている設定がパネル上に反映されます。この

とき、出力音声には影響が出ることはありません。 

4 必要であれば、シーンに記憶されるフェーダーやスイッチ

（51ページ）の状態を変更します。ここで［STORE］スイッ

チを押すと、編集結果を手順2で選んだ（表示中の）シー

ン番号に保存できます。別のシーン番号を選んでから

［STORE］スイッチを押すと編集結果はそのシーンに保

存できます。 
5 シーン設定の確認や編集が終わったら、プレビューを以下

の方法で終了します。

　・［PREVIEW］スイッチを押す：プレビュー前の状態に

戻ります。プレビュー中の編集内容は（手順4で保存して

いない限り）失われます。

　・［RECALL］スイッチを押す：プレビュー中の編集内容

がパネル上に反映され、通常動作に戻ります。このとき、別

のシーン番号を選んで［RECALL］スイッチを押すなど、

通常のリコール操作を実行するとパネル設定はその内容

で書き替えられ、プレビュー中の編集内容は（手順4で保

存していない限り）失われます。

　・［UTILITY］スイッチを押す：プレビュー前の状態に戻

り、ユーティリティ機能の設定に移ります。

ユーティリティ機能

概要

ユーティリティ機能には、PM5000の操作に役立つ機能
や、PM5000の基本動作設定がパラメーターとして用意
されています。これらのパラメーターを利用するときは、デ
ジタルコントロールセクションの［UTILITY］スイッチをオ
ンにします。 

NOTE

プレビュー時は、シーンに記憶されている設定がすべてパネル上

に再現されます。［CUE］スイッチは操作できません（プレビュー前

の状態が維持されます）。ただし、［RECALL SAFE］スイッチや

［FADER SAFE］スイッチは有効です。 

NOTE

パネル設定はCSV形式ファイルとしてCFメモリーカードに保存さ

れるので、各シーンをコンピューターを使ってオフライン編集するこ

とも可能です（59ページ）。 

NOTE

シーンのタイトル編集中（54ページ）はユーティリティ機能を利用

できません。［TITLE］スイッチを消灯し、いったん通常動作に戻

してから、［UTILITY］スイッチをオンにしてください。また、ユー

ティリティ機能を利用している状態からは、シーンのプレビュー（55

ページ）はできません。
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共通の操作

ユーティリティ機能の各パラメーターは、シーンディスプレ
イ（3桁）、メッセージディスプレイ（4桁）とパラメーターディ
スプレイ（12桁）で内容を確認しながら、テンキー、
［CLEAR/EXIT］キー＆［ENTER］キー、［INC］キー
＆［DEC］キーを使って設定します。 

1 ［UTILITY］スイッチを押して点灯させると、パラメーター

ディスプレイ（12桁）にパラメーターの1つが表示されます。

同時にシーンディスプレイでは、そのパラメーターに対応す

る番号が点滅表示します。 

2 ［INC］キーまたは［DEC］キーを押すごとに、昇順または

降順にパラメーターを表示・選択できます。あるいは、既定

の番号（1～28）をテンキーで入力して、その番号に対応

するパラメーターを直接選ぶこともできます。この場合、入

力したパラメーター番号が、シーンディスプレイにU01～

U28として表示されます。

* PM5000全体の共通設定（セットアップメモリー）としてPM5000内

部に記憶できるほか、外部のCFメモリーカードにも保存できます。 

3 目的のパラメーターが表示された状態では、パラメーター

ディスプレイに最初の設定内容や表示内容が現れます。 

NOTE

［UTILITY］スイッチをオンにしたときは、それ以前のユーティリ

ティ機能使用時の最後に表示していたパラメーターが現れます。

B A T T .   C H E C K

機能区分
パラメーター
番号 パラメーター名

諸機能 1 BATTERY CHECK

2 DATE/TIME

3 COMPACT FLASH MEMORY

4 LOCK MODE

5 MEMORY PROTECT

6 SCENE EDIT

バスモード設定（*） 7 G/A BUS MODE

8 STMATRIX MODE

セーフ＆プロテクト
設定（*）

9 GROUP ASSIGN SAFE

10 G/A BUS ASSIGN SAFE

11 RECALL SAFE SELECT

12 SOLO ENABLE

13 INPUT SOLO SAFE

モニター設定（*） 14 MONITOR MODE

15 MONITOR DELAY

16 MASTER CUE AFL POSITION

シーンリコール
設定（*）

17 THEATER MODE

18 FADER MODE

19 AUTOMATION

20
DIRECTRECALL/
MUTE MASTER

GPI設定（*） 21 SCENE INC/DEC

22 GPI OUT

カスケード設定（*） 23 CASCADE

MIDI設定（*） 24 MIDI PGM CHANGE

25 MIDI CTL CHANGE

26 MIDI SETTING

27 MIDI ECHO BACK

28 MIDI PGM CHANGE TABLE

D A T E

D T 2 0 0 3 / 0 2 / 1 0
57



58

デジタルコントロールセクション 
 

4 設定可能なパラメーターの場合には、最初の設定個所が

点滅表示します。必要に応じて、［INC］キー＆［DEC］

キーやテンキーで値を入力し、［ENTER］キーを押すと、

次の設定項目が点滅します。同様の手順で値を設定しま

す。また、［CLEAR/EXIT］キーを押すと1つ前の設定項

目に移動できます。複数のパラメーターが並列で設定でき

る場合には、1つ設定するごとに［CLEAR/EXIT］キーで

戻って設定します。 

5 手順2～4を繰り返して必要なパラメーターを確認または設

定します。操作が終わったら、［UTILITY］スイッチを押し

て消灯させると、通常動作に戻ります。

諸機能

BATTERY CHECK（パラメーター番号：U01）

シーンメモリー、セットアップメモリー、内部クロックによる日
付や時刻などをPM5000の電源を切った状態でも記憶・
維持できるのは、PM5000内部にメモリーバックアップ用
のバッテリーが装備されているためです。この機能を利
用すると、バックアップバッテリーの装着状態や電圧状態
を確認できます。

上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーター
ディスプレイが以下のいずれかの表示に変わります。

バッテリーの電圧が適切な場合：

バッテリーの電圧が低い場合：

バッテリーが外れている場合： 

NOTE

値の確認だけに使うパラメーターの場合は手順4の操作は必要

ありません。設定可能なパラメーターでは、設定項目が1つだけの

場合も、2画面以上にわたる場合もありますが、どちらの場合も手

順4の操作に準じます（画面切り替えは自動的に行なわれます）。

［ENTER］キーまたは［CLEAR/EXIT］キーだけを押していけ

ば、目的の設定項目に移動して、その値だけを変更できます。 

NOTE

バッテリー交換については、お買い上げの販売店または巻末の

ヤマハ電気音響製品サービス拠点にご連絡ください。

B A T T .   C H E C K

O K

L o w  B a t t e r y !

N o  B a t t e r y !
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DATE/TIME（パラメーター番号：U02）

PM5000の内部クロックによる日付・時刻機能です。内部
クロックは、PM5000のシーンメモリーなどをCFメモリー
カードに外部ファイルとして保存する場合のタイムスタン
プの記録に利用されます。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイが以下のような日付表示（年/月/日）に変わり、DT

（日付）が点滅します。（［INC］キー&［DEC］キーで変更

対象としてTM（時刻）も選択できますが、通常は日付から

変更します。） 

2 ［ENTER］キーを押すと、「年」が点滅します。点滅中の

設定個所の値は、［INC］キー＆［DEC］キーで変更でき、

［ENTER］キーを押すと設定項目を移動します。 

3 日付の「日」が点滅している状態で［ENTER］キーを押す

と、日付が確定され、DT（日付）が点滅します。［INC］&

［DEC］キーを押すと、パラメーターディスプレイが以下のよ

うな時刻表示（時：分：秒）に変わり、TM（時刻）が点滅し

ます。［ENTER］キーを押すと、左側の「時」（24時間制）

が点滅します。日付の場合と同様に、必要な値に変更し

てから［ENTER］キーを押します。時刻の「秒」が点滅し

ている状態で［ENTER］キーを押すと、時刻が確定され

ます。

COMPACT FLASH MEMORY
（パラメーター番号：U03）

シーンメモリーやセットアップメモリーなど、PM5000本体
に記録されている内容をCFメモリーカードにファイルとし
てセーブしたり、CFメモリーカードにセーブしたファイルを
PM5000にロードできます。また、CFメモリーカードの
フォーマットも可能です。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイが以下のいずれかの表示に変わります。ここで、

ロード（LOD）、セーブ（SAV）、デリート（DEL）、フォーマッ

ト（FMT）のいずれかの操作を選んで［ENTER］キーを

押します。 

NOTE

バックアップバッテリーが切れると、日付と時刻が「2000年1月1日、

0時00分00秒」にリセットされます（その状態から再カウントされま

す）。

D A T E / T I M E

D T 2 0 0 3 / 0 6 / 1 0

D T 2 0 0 3 / 0 6 / 1 0

T M   1 5 : 4 5 : 3 2

 

NOTE

新品のCFメモリーカードを利用する場合には、最初にフォーマット

（初期化）が必要です。CFメモリーカードのフォーマットはDOS

（FAT16）フォーマットで行なわれ、ファイルのロード/セーブには

CSV形式が使われます。つまり、PM5000から書き出したデータ

ファイルをCFカードリーダーなどを利用してPCなどで読み込み、

表計算ソフトウェアなどで設定内容をオフライン編集することもで

きます（ファイル名はDOSの記名法に基づく8文字＋拡張子

CSV）。 

NOTE

ロードとデリートでは、CFメモリーカード上にあるCSV形式のファイ

ル名が表示されます（拡張子のCSVは省略されます）。 

NOTE

メモリーカードがスロットに挿入されていない場合は、［ENTER］

キーを押してもパラメーターディスプレイは変化しません。

C F  M E M O R Y

L O D : Y A M A H A 0 1

S A V : A L L

D E L : Y A M A H A 0 1

F M T : F O R M A T
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カードのフォーマット（初期化） 
2 手順1で“FMT”を選んで［ENTER］キーを押すと、

パラメーターディスプレイに以下の確認メッセージが表示

されます。 

3 テンキーの［1］を押すとフォーマットが始まります。中止す

る場合は［3］を押します。フォーマット中はメモリーカードを

取り出さないようにしてください（以下のメッセージが表示

されます）。

データのセーブ（保存） 
2 手順1で“SAV”を選んで［ENTER］キーを押したら、メモ

リーカードにセーブするデータのタイプを以下の4種類から

選んで［ENTER］キーを押します。

・ALL：PM5000に記憶されている全データ（シーンメモ

リー、セットアップメモリー、プログラムチェンジテーブル）

・SCENE：シーンメモリー（シーン番号：010～999）

・SETUP：セットアップメモリー（57ページ参照）

・TABLE：プログラムチェンジテーブル（ユーティリティ機

能U28での設定内容） 

3 どのタイプを選んだ場合にも、セーブするデータファイルの

名前を最長8文字で設定します。ここでは後で判別できる

ような名前を設定してください。 

4 ファイル名の入力が完了したら、［ENTER］キーを押しま

す。パラメーターディスプレイに以下の確認メッセージが表

示されます。 

5 テンキーの［1］を押すとメモリーカードへの書き込みが始

まります。中止する場合は［3］を押します。書き込み中はメ

モリーカードを取り出さないようにしてください（以下のメッ

セージが表示されます）。

データのロード（読み込み） 
2 手順1で“LOD”を選んで［ENTER］キーを押したら、メモ

リーカードから読み込むデータファイルを選びます。 

3 ファイルを選んだら、［ENTER］キーを押します。パラメー

ターディスプレイに以下の確認メッセージが表示されます。 

NOTE

CFメモリーカードはPC側でフォーマットできる場合もありますが、

PM5000でのロードエラーを防ぐため、フォーマットはPM5000側

で実行することをおすすめします。  

NOTE

ファイル名を入力する場合は、大文字だけとなります。入力できる

文字はシーンタイトル設定時とは異なります（右記参照）。スペー

スも入力できません。

S U R E ? Y : 1  N : 3

E x e c u t i n g

S A V : N E W _ D A T A

数字キー 入力できる文字（数字キーを押すごとに切り替え）

1 ! # $ % & ‘ ( ) - @

2 A B C 

3 D E F 

4 G H I

5 J K L 

6 M N O 

7 P Q R S 

8 T U V

9 W X Y Z  

NOTE

同名のファイルがすでに存在する場合には上書きの可否を確認

するメッセージが表示されます（“SURE”の部分が“OVWR”に

なります）。

S U R E ? Y : 1  N : 3

E x e c u t i n g

L O D : Y A M A H A 0 1

S U R E ? Y : 1  N : 3
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4 テンキーの［1］を押すと指定したファイルのロードが始まり

ます。中止する場合は［3］を押します。ロード中はメモリー

カードを取り出さないようにしてください（以下のメッセージ

が表示されます）。

データのデリート（削除） 
2 手順1で“DEL”を選んで［ENTER］キーを押したら、メモ

リーカードからデリートするデータファイルを選びます。 

3 ファイルを選んだら、［ENTER］キーを押します。パラメー

ターディスプレイに以下の確認メッセージが表示されます。 

4 テンキーの［1］を押すと指定したファイルがデリートされま

す。中止する場合は［3］を押します。デリート中はメモリー

カードを取り出さないようにしてください（以下のメッセージ

が表示されます）。

LOCK MODE（パラメーター番号：U04）

休憩中などでPM5000を離れる場合に、いたずらなどで
パネルスイッチおよびチャンネルフェーダーの設定が変更
されないようにするロック機能です。この機能では、シー
ンに記憶されないパネル設定（各チャンネルのノブやEQ
［ON］スイッチ、HPF［ON］スイッチなど）やオシレーター
の周波数はロックされません。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイが以下のいずれかの表示に変わり、ONまたは

OFFの部分が点滅表示します。 

2 ［INC］キーまたは［DEC］キーで、ロック有効（ON）または

ロック解除（OFF）を指定します。 

3 ［ENTER］キーを押して次の表示に変わったら、テンキー

の［1］を押して設定内容を確定します。中止する場合は

［3］を押します。

ロックを有効にすると、［UTILITY］スイッチが消灯し、
メッセージディスプレイに“LOCK”が点灯表示された状
態になります。この状態では、ロック解除（［UTILITY］
スイッチをオンにして、上記の操作手順を実行）以外の
操作はできません。

E x e c u t i n g

D E L : O L D _ D A T A

S U R E ? Y : 1  N : 3

E x e c u t i n g

 

NOTE

ロックが有効の場合でも、外部機器によるシーンメモリーのリコー

ルは可能です。チャンネルフェーダーなどが動かされた場合は、

ロックを解除にした段階で元の（ロックを有効にした時点の）位置

に戻ります。

L O C K  M O D E

L O C K : O N

L O C K : O F F

S U R E ? 1 : Y  3 : N
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MEMORY PROTECT
（パラメーター番号：U05）

シーンメモリーの書き換えや新規保存を一時的にプロテ
クト（読み出し～リコールは可能）することで、PM5000本
体のシーンメモリーを一括保護できます。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイが以下のいずれかの表示に変わり、ONまたは

OFFの部分が点滅します。 

2 ［INC］キーまたは［DEC］キーを使って、シーンメモリーの

書き込み禁止（プロテクトオン）または書き込み許可（プロ

テクトオフ）を指定します。

SCENE EDIT（パラメーター番号：U06）

シーンメモリー（010～999）の各シーンを並べ替えること
で、シーンの順番を演目の進行などに合わせられます。こ
の結果、シーンリコール操作を後述の「THEATER
MODE」と併用して、［INC］キー（［DEC］キー）を押す
だけの簡単操作にできます。また、シーン単位でプロテク
トも設定できます。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイが操作内容の表示に変わります。ムーブ（MOV）、

クリア（CLR）、カット（CUT）、コピー（CPY）、インサート

（INS）、プロテクト（PRT）のいずれかの操作を選んで

［ENTER］キーを押します。

シーンのムーブ（移動）：指定した番号のシーン（trg）の

内容を別の番号のシーン（dst）に移動します。PCソフト

ウェアでよく使われる「カット＆挿入ペースト」と同じ動作で

す（シーン番号がズレます）。

シーンのクリア：指定した番号のシーン（trg）の内容を

消去して“NO DATA”の状態にします（シーン番号はズ

レません）。また、「ALL」を選択するとすべてのシーンをク

リアできます（プロテクトされたシーンを除く）。

シーンのカット：指定した番号のシーン（trg）の内容を

カットします。移動時のようなペースト動作はないため、実

質的にそのシーンを削除することになります（シーン番号

がズレます）。 

NOTE

特定のシーンだけをプロテクトする場合は、後述の「SCENE

EDIT」を利用します。また、このプロテクト機能をオンにすると

「SCENE EDIT」によるシーンメモリーの整理や、CFメモリー

カードからのロード（読み込み）もできなくなります。 

NOTE

シーンメモリーがプロテクトされた状態で書き込みや削除を実行

すると、パラメーターディスプレイに“PROT”が表示されて操作は

キャンセルされます。

M E M .  P R O T E C T

P R O T E C T :  O N

P R O T E C T :  O F F

S C E N E  E D I T

M O V :  t r g > d s t

C L R :      t r g

C U T :      t r g
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シーンのコピー：指定したシーン（trg）の内容を別の番

号のシーン（dst）に上書きでコピーします。PCソフトウェア

でよく使われる「コピー＆上書きペースト」と同じ動作です

（シーン番号はズレません）。

シーンのインサート（挿入）：指定した番号のシーン

（trg）の直前に“NO DATA”のシーンを挿入します

（シーン番号がズレます）。

シーンのプロテクト：指定した番号のシーン（trg）に記

憶した内容をコピーやクリアから保護します。 

2 操作対象となるシーンの番号（trg、dst）を［INC］キー＆

［DEC］キー、テンキーを使って選び、［ENTER］キーを押

します（シーン保護のオン/オフも同様の方法で選びま

す）。パラメーターディスプレイに以下の確認メッセージが

表示されます。 

3 テンキーの［1］を押すと操作が実行されます。中止する場

合は［3］を押します。

バスモード設定

PM5000の利用方法に合わせて、G/Aバスやステレオマ
トリクスバスの動作方法をあらかじめ設定しておきます。
これらはPM5000の基本動作を決めるセットアップメモ
リーの一部として記憶され、各シーン共通で利用されま
す。

G/A BUS MODE（パラメーター番号：U07）

各G/Aマスターモジュールに対応するペア（ODD＆
EVEN）のG/Aバスは、モノラル2系統のGROUPバス

（GROUP PRE PAN）、ステレオ1系統のGROUPバス
（GROUP POST PAN）、モノラル2系統のAUXバスの
いずれかで利用できます（32ページ）。AUXモードと
GROUPモードは、AUXモードではインプットチャンネルモ
ジュール側の［PRE］スイッチ（フェーダー前段/後段）と
G/Aバスへのセンドレベルが設定できますが、GROUP
モードでは常にフェーダー後段からフェーダーレベルで
の送り出しになる点が大きく異なります。また、2つの
GROUPモードでは、モノラルの場合のセンドが［PAN/
BAL］ノブの前段（PRE PAN）からなのに対し、ステレ
オでは［PAN/BAL］ノブの後段（POST PAN）になる
点が異なります。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイが設定対象のG/Aバスの表示に変わります。

［INC］キー&［DEC］キーまたはテンキーを使って、全バス

共通（ALL）、またはいずれかのペアのG/Aバス（1-2/3-

4/5-6/7-8）を選んで［ENTER］キーを押します。 

NOTE

プロテクトされているシーンに対してクリアやカットは実行できませ

ん。また、コピー先にプロテクトされているシーンを選んだ場合には

コピーは実行されません。

C P Y :  t r g > d s t

I N S :      t r g

P R T :  t r g : O F F

S U R E ? Y : 1  N : 3

G / A  B U S  M O D E

A L L : * * * * * * * *

1 - 2 : G R P  P O S T
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2 ［INC］キーまたは［DEC］キーを使って、GRP POST

（GROUP STEREO）、GRP PRE（GROUP MONO）、

AUXのいずれかを指定し、［ENETER］キーを押します。

パラメーターディスプレイに以下の確認メッセージが表示さ

れます。 

3 テンキーの［1］を押すと操作が実行されます。中止する場

合は［3］を押します。 

4 他のG/Aバスについても、必要に応じて設定を変更しま

す。

ST MATRIX MODE（パラメーター番号：U08）

4系統の各ステレオマトリクスのL&Rバスは、それぞれに
同じL＋Rミックス信号を出力するモノラルマトリクスとして
も利用できます。ここでモノラル設定されたステレオマトリ
クスでは、マトリクスアウトセクションにある対応する
［MONO MODE］インジケーターが点灯します（37ペー
ジ）。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイが設定対象のステレオマトリクスバスの表示に変

わります。［INC］キー&［DEC］キーまたはテンキーを使っ

て、全バス共通（ALL）、またはいずれかのステレオマトリ

クス（ST1/ST2/ST3/ST4）を選んで［ENTER］キーを

押します。 

2 ［INC］キーまたは［DEC］キーを使って、STEREO（ST）、

MONOのいずれかを指定します。 

3 他のステレオマトリクスについても、必要に応じて設定を変

更します。 

NOTE

上記のように“ALL”表示でアスタリスク（*）が表示されるのは、

各G/Aバスの設定が異なっていることを示します。すべて同じ設

定の場合には“GRP POST”、“GRP PRE”、“AUX”のいずれ

かが表示されます。 

NOTE

設定変更が確定した時点で、対応するG/Aマスターモジュール

のモードインジケーターの表示が切り替わります。このとき、すべて

のCUEが解除されます。

3 - 4 : G R P  P R E

5 - 6 : A U X

7 - 8 : A U X

S U R E ? Y : 1  N : 3

 

NOTE

上記のように“ALL”表示でアスタリスク（*）が表示されるのは、

各ステレオマトリクスバスの設定が異なっていることを示します。

すべて同じ設定の場合には“ST”、“MONO”のいずれかが表

示されます。

M A T R I X  M O D E

A L L : * * * * * * * *

S T 1 : S T

S T 2 : M O N O

S T 3 : S T

S T 4 : M O N O
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セーフ＆プロテクト設定

PM5000には、シーンメモリーの利用時に一部のパネル
設定だけをシーンリコールの対象外にして現在の設定
を保持できるリコールセーフ機能が用意されています。ま
た、SOLOモードの誤操作によって出るべき音が出なくな
る状況を避けるため、SOLOモード自体に移行できない
ようにしたり、SOLOモードに移行しても特定のインプット
チャンネルはミュートされないようにするソロセーフ機能も
あります。これらはPM5000の基本動作を決めるセット
アップメモリーの一部として記憶され、各シーン共通で利
用されます。

GROUP ASSIGN SAFE
（パラメーター番号：U09）

各インプットチャンネルのミュートグループやVCAグルー
プへのアサイン状態をシーンリコールの対象から除外し、
現在の設定を保持できます。このセーフ機能は、全
ミュートグループ、または全VCAグループに一括して効き
ます。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイが設定対象のグループの表示に変わります。

ミュートグループ（MUTE）、またはVCAグループ（VCA）

を選んで［ENTER］キーを押します。 

2 ［INC］キーまたは［DEC］キーを使って、ON（シーンリコー

ルから除外する）、OFF（シーンリコールの影響を受ける）

のいずれかを指定します。

G/A BUS ASSIGN SAFE
（パラメーター番号：U10）

各G/AマスターモジュールからSTEREOバスとMONO
（C）バスへのセンド設定（［TO ST］スイッチと［TO
MONO］スイッチのオン/オフ状態）をシーンリコールの対
象から除外し、現在の設定を保持できます。このセーフ
機能は、すべてのG/Aマスターモジュールに一括して効
きます。

上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーター
ディスプレイが以下のような表示に変わります。［INC］
キーまたは［DEC］キーを使って、ON（シーンリコールか
ら除外する）、OFF（シーンリコールの影響を受ける）の
いずれかを指定します。

G R P  A S N . S A F E

M U T E : O F F

V C A  : O N

G / A  A S N . S A F E

G / A  S A F E : O F F
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RECALL SAFE SELECT
（パラメーター番号：U11）

各インプットチャンネル、各VCAセクション、各マスターア
ウト、各マトリクスアウトには［RECALL SAFE］スイッチ
や［FADER SAFE］スイッチが用意されています。この
スイッチを個別にオンにしておくことで、それぞれの出力
設定やフェーダーポジションをシーンリコールの対象から
除外し、現在の設定を保持できます（リコールセーフ機
能）。ここでは、すべての［RECALL SAFE］スイッチに
ついてのリコールセーフ機能のオン/オフをマスター設定
します。なお、各インプットチャンネルの［RECALL
SAFE］スイッチは、ミュートグループに対すミュートセーフ
機能も合わせ持つことができます。この機能をオンにして
おくと、ミュートグループにアサインしたインプットチャンネル
の［RECALL SAFE］スイッチをオンにした場合には、そ
のMUTE MASTERスイッチを押した場合の対象から
も除外できます。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイがいずれかのセーフ機能の表示に変わります。リ

コールセーフ（RCL SAFE）、またはミュートセーフ（MUT

SAFE）を選んで［ENTER］キーを押します。

リコールセーフ: すべての［RECALL SAFE］スイッチに対し

て、リコールセーフ機能のオン/オフを設定

ミュートセーフ:インプットチャンネルの［RECALL SAFE］ス

イッチに対してミュートセーフ機能のオン/オフを設定 

2 ［INC］キーまたは［DEC］キーを使って、ON（有効）、

OFF（無効）のいずれかを指定します。

SOLO ENABLE（パラメーター番号：U12）

SOLOモード移行の可否を決めるマスター設定です。
ここで不可に設定すると、メーターブリッジの
［SOLO MODE］スイッチが無効になります。ただし、
SOLOモードで動作している間はこの設定は変更できま
せん。

上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーター
ディスプレイが以下のような表示に変わります。［INC］
キーまたは［DEC］キーを使って、DISABLE（SOLO
モードへの移行不可）、ENABLE（SOLOモードへの移
行可）のいずれかを指定します。 

NOTE

インプットチャンネルのミュートを［RECALL SAFE］スイッチで除

外するというのは、リコールセーフ機能の有効/無効には関係あり

ません。インプットチャンネルについては、［RECALL SAFE］ス

イッチがシーンリコールとマスターミュートから除外するための兼

用スイッチになっているという意味です。このため、リコールセーフ

機能が無効でミュートセーフ機能が有効ならば、［RECALL

SAFE］スイッチをオンにすることで、ミュートマスターを操作しても

ミュートされないようになります。

R C L  S A F E  S E L

R C L  S A F E : O N

M U T  S A F E : O F F

 NOTE

SOLOモード時には“DISABLE”に変更できません。SOLOモー

ドを解除すると、“ENABLE”が点滅して設定を変更できるように

なります。

S O L O  E N A B L E

S O L O : D I S A B L E
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INPUT SOLO SAFE
（パラメーター番号：U13）

SOLOモードでは、インプットチャンネル、VCA、マスター
の3つのセクション別に、［CUE］スイッチをオンにしたもの
だけがSOLO信号として出力され、その他の音声は
ミュートされます。ただし、このソロセーフ機能をオンにし
たインプットチャンネルはSOLOモードでのミュート対象か
ら除外され、常に音声を出力できます。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイがソロセーフ機能を設定するインプットチャンネル

の表示に変わります（表示されるチャンネルは最後に設定

したチャンネルです）。 

2 ［INC］キーまたは［DEC］キーを使って設定対象のチャン

ネルを選び、［ENTER］キーを押します。 

3 ［INC］キーまたは［DEC］キーを使って、ON（SOLOモー

ド時にミュートされる）、OFF（SOLOモード時にミュートさ

れない）のいずれかを指定します。 

4 他のチャンネルについても、必要に応じて設定を変更しま

す。

モニター設定

PAオペレーター側のモニタースピーカーの利用方法や
出力信号に関する設定ができます。以下の3つのモニ
ター設定は、PM5000の基本動作を決めるセットアップメ
モリーの一部として記憶され、各シーン共通で利用され
ます。

MONITOR MODE（パラメーター番号：U14）

モニターのソースには、CUE信号、2トラック信号、ステレ
オマスター信号の3種類があり、出力の優先度もこの順
番になります。つまり、［CUE］スイッチや［2TR IN1/2］
スイッチがオフの場合は、ステレオマスター信号が常にモ
ニターから出力されますが、状況によっては通常の状態
でモニターを無音状態に設定したい場合もあるでしょう。
このモニターモードの設定では、ステレオマスター信号の
モニターへの出力可否を決められます。

上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーター
ディスプレイが以下のような表示に変わります。［INC］
キーまたは［DEC］キーを使って、STEREO（ステレオマ
スター信号を出力する：通常動作）、MUTE（ステレオマ
スター信号を出力しない）のいずれかを指定します。 

NOTE

ここで選べるチャンネルは、ステレオチャンネルも1chとしてカウント

した通し番号になります。

I N  S O L O  S A F E

C H 0 1 : O N

M O N I T O R  M O D E

M O N I : S T E R E O
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MONITOR DELAY（パラメーター番号：U15）

PM5000の設置場所とSRスピーカーの距離が離れてい
る場合、コンソールの近くに置いたモニタースピーカーの
出力音と、SRスピーカーからの到達音との間に時間差
が生じることがあります。こうした場合には、PM5000の
モニター出力が内蔵するデジタルディレイを利用し、モニ
ター出力側の出力タイミングを遅らせて、SRスピーカーに
合わせられます（モニターディレイ機能）。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイがいずれかのモニターディレイ機能のパラメー

ター表示に変わります。モニターディレイのパラメーターは、

マスタースイッチ（DELAY）、ディレイ単位（UNIT）、指定

した単位に基づく実際のディレイ量（TIME）の3種類で

構成されています。設定は、モニターディレイのオン/オフに

続けて、実際のディレイタイムを決めるようにすると便利で

す。いずれかのパラメーターを選んで［ENTER］キーを押

します。

マスタースイッチ：モニターディレイのオン（ON）または

オフ（OFF）を設定します。ONのとき、MONITOR

DELAY LEDが点灯します。

ディレイ単位：ディレイ量（ディレイタイム）を、ミリ秒

（msec）、メートル（meter）、フィート（feet）で指定します。

ディレイ量：指定された単位で、実際のディレイ量を設定

します。最大ディレイ量はミリ秒換算で1,800msecです。 

2 ［INC］キーまたは［DEC］キーを使って各パラメーターの

値を設定します。

300/1000（sec）× 1127.26（feet/sec）= 338.178（feet）

300/1000（sec）× 343.59（meter/sec）= 103.077（meter）

M O N I  D E L A Y

D E L A Y : O F F

U N I T : m s e c

T I M E :  3 0 0 m s

NOTE

ディレイ単位を変更するとディレイタイムが指定した単位で換算さ

れて表示が変わります（メートル換算は343.59m/秒、フィート換算

は1127.26フィート/秒が基準値となります）。ただし、換算結果は

基準値に基づくおよその値です。より正確な値を得るにはディレイ

量（TIME）を再設定してください。

U N I T : m s e c T I M E :  3 0 0 m s

U N I T : f e e t T I M E :  3 3 8 f t

U N I T : m e t e r T I M E :  1 0 3 m

単位を変更 

単位を変更 
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MASTER CUE AFL POSITION
（パラメーター番号：U16）

各マスターからのCUE信号は、モニターコントロールセク
ションの［MASTER PFL］スイッチの切り替えでフェー
ダー前段・後段のどちらでもモニターできます（43ペー
ジ）。この設定では、フェーダー後段のCUE信号の取り
出すポジションを各MASTER［ON］スイッチの前段・後
段のいずれかで決められます。MASTER［ON］スイッ
チの前段に設定することで、MASTER［ON］スイッチを
オフにしても（SRスピーカーから音を出さない状態でも）
モニタースピーカーからCUE信号が出力されるようにな
ります。

上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーター
ディスプレイが以下のような表示に変わります。［INC］
キーまたは［DEC］キーを使って、POST［ON］
（MASTER ONスイッチの後段：通常動作）、PRE
［ON］（MASTER ONスイッチの前段）のいずれかを指
定します。

シーンリコール設定

以下のオプション設定をうまく利用することで、シーンリ
コールがより効率よく実行できるようになります。また、誤
操作でパネル設定が書き換えられないように、シーンメモ
リー機能自体を無効にすることもできます。これらは
PM5000の基本動作を決めるセットアップメモリーの一
部として記憶されます。

THEATER MODE
（パラメーター番号：U17）

シアターモードをオンにすると、［INC］キーまたは［DEC］
キーを押すだけで現在のシーンから（シーン番号の昇順
または降順で）連続的に別のシーンを呼び出せるように
なります（切り替えられるシーンは010～999に限られ、パ
ネル設定が記憶されていない“NO DATA”のシーンは
スキップされます）。

上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーター
ディスプレイが以下のような表示に変わります。［INC］
キーまたは［DEC］キーを使って、ON（シアターモードオ
ン）、OFF（シアターモードオフ）のいずれかを指定します。

C U E  P O S I T I O N

P O S : P O S T  O N

NOTE

シアターモードを利用する場合には、テンポラリーシーンを設定し

ておくのも便利です。テンポラリーシーンは任意のシーン番号をテ

ンキーで入力して［ENTER］キーを押すと設定できます。テンポ

ラリーシーンを設定した場合は、現在のシーン番号に関係なく、

［INC］キーや［DEC］キーを押したときにテンポラリーシーンから

昇順・降順で別のシーンを呼び出せます。これにより、大まかな

シーン切り替えはテンキーと［ENTER］キーを使う通常の方法で

実行し、切り替えのタイミングがシビアな個所ではシアターモードの

ワンプッシュ切り替えを利用するという使い方ができます。 

NOTE

シーンの選択にはGPI入力（72ページ）やMIDI（77ページ）も利

用できます。 

NOTE

シアターモードをオンにすると、メッセージディスプレイには常に

“THTR”と表示されるようになります。

T H E A T E R  M O D E

T H E A T E R : O F F
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FADER MODE（パラメーター番号：U18）

シーンのリコールやプレビューを実行すると、各フェー
ダーが記憶されたフェーダーレベルまでモーター駆動で
移動します。フェーダーモードでは、モーターフェーダー
機能を無効にして、シーンの切り替え時にフェーダーを
動かさないように設定できます（フェーダーレベルは内部
的に変化します）。

上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーター
ディスプレイが以下のような表示に変わります。［INC］
キーまたは［DEC］キーを使って、ON（モーターフェー
ダーオン）、OFF（モーターフェーダーオフ）のいずれかを
指定します。

AUTOMATION
（パラメーター番号：U19）

PM5000はシーンメモリー機能をオフにして運用すること
もできます。この場合、シーンメモリー関連の機能（リコー
ル、プレビュー、モーターフェーダー、SAFEスイッチ、
MIDIやGPIによるシーン切り替えなど）も一切使えなくな
り、従来のアナログコンソールと同様の動作となります。

上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーター
ディスプレイが以下のような表示に変わります。［INC］
キーまたは［DEC］キーを使って、ON（シーンメモリーオ
フ）、OFF（シーンメモリーオン：通常動作）のいずれかを
指定します。 

NOTE

モーターフェーダー機能をオフにした場合、内部的なフェーダーレ

ベルとフェーダーポジションが一致しなくなります。この様子は、各

フェーダーブロックの［FADER SAFE］スイッチの点滅で確認で

きます。この状態で特定のフェーダーポジションをフェーダーレベ

ルに一致させたいときは、［FADER SAFE］スイッチを押すか、そ

のフェーダーを少し動かします。この操作で、そのフェーダーに対

してのみモーターフェーダー機能が一時的にオンになり、フェー

ダーが動いてポジションとレベルが一致します

（［FADER SAFE］スイッチの点滅が止まり、フェーダーセーフの

設定状態に合わせて点灯または消灯します）。 

NOTE

モーターフェーダー機能をオフにしている場合でも、PM5000の電

源を入れたときは各フェーダーが設定された位置まで移動しま

す。

F A D E R  M O D E

M O T O R : O N

 

NOTE

シーンメモリー機能をオフにするとパラメーターディスプレイには常

に“AUTOMODE OFF”が表示されるようになります。シーンメ

モリー機能をオフにしても、各インプットチャンネルの［RECALL

SAFE］スイッチはミュートセーフ機能（66ページ）に利用できま

す。

A U T O M A T I O N

A U T O : O F F
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DIRECT RECALL/MUTE MASTER
（パラメーター番号：U20）

［MUTE MASTER］スイッチは、本来のミュートマス
タースイッチとして以外に、最大8つまでのシーンを直接
呼び出すDIRECT RECALLスイッチとしても利用でき
ます。この設定では、MUTE MASTER機能か
DIRECT RECALL機能かの選択と、DIRECT
RECALLスイッチとして利用する場合に各スイッチから
呼び出すシーンを割り当てます。

上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーター
ディスプレイが以下のいずれかの表示に変わります。
［INC］キーまたは［DEC］キーを使って、［MUTE
MASTER］（ミュートマスターに使用）、または［DIR
RECALL］（ダイレクトリコールに使用）を選びます。

シーンのアサイン 
1 DIR RECALLを選んだ場合は続けて［ENTER］キーを

押し、シーンのアサインに移ります。パラメーターディスプレ

イが以下のような表示に変わります。

DIR1（～8）は、MUTE MASTERスイッチ［1］（～［8］）

に対応します。 

2 シーンを割り当てるスイッチを、［INC］キーまたは［DEC］

キーで選んでから［ENTER］キーを押します。パラメー

ターディスプレイ内の点滅が移動したら、［INC］キー、

［DEC］キーまたはテンキーでシーン番号（000～999）を指

定してから［ENTER］キーを押します。「アサイン無し

（－－－）」を指定することもできます。 

3 他のスイッチについても、必要に応じて設定を変更しま

す。 

NOTE

ミュートマスターとして使用中（任意のMUTE MASTERスイッチ

が点灯状態）は、ダイレクトリコールに切り替えることはできませ

ん。切り替える前にミュートマスターをすべて解除してください。

D . R C L / M . M S T R

M U T E  M A S T E R

D I R   R E C A L L

“MUTE MASTER”選択時に点灯する 

“DIR RECALL”選択時に点灯する 

 

NOTE

シーンを割り当てないスイッチについては「アサイン無し（－－－）」

のままにしておきます。この設定はアサインしたシーンの内容を

シーン編集機能（U06）でクリアして“NO DATA”となった場合

にも自動的に選ばれます。また、シーンアサイン後に各シーンを並

べ替えたような場合、各スイッチに割り当てたシーン番号も自動的

に更新されます（割り当てなおす必要はありません）。 

NOTE

MUTE MASTERスイッチをダイレクトリコールに用いる場合、イン

プットチャンネルに対するグループミュート機能はVCAミュート（24

ページ）だけになります（「アサイン無し（－－－）」のスイッチをグ

ループミュートに利用することはできません）。また、ミュートマス

ターを外部からMIDIコントロールチェンジで制御することもできな

くなります。

D I R 1 : - - -

D I R 1 : 1 2 8
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GPI設定

PM5000背面のGPIポートでは入力3系統、出力8系統
で外部機器とGPI信号（パルス）を入出力できます。入
力3系統のうち1系統はトークバックのオン/オフ（TB
［ON］スイッチ）専用です。以下のGPI設定では、残りの
2系統について現在のシーン番号の増減の可否を決め
られます。また、出力8系統については、インプットチャンネ
ルのフェーダーの動きやシーンリコールに連動して、8系
統のどの出力からGPI信号を送り出すかも設定できま
す。

SCENE INC/DEC（GPI IN）
（パラメーター番号：U21）

GPI入力のシーン選択機能を利用すると、現在のシーン
から（シーン番号の昇順または降順で）連続的に別の
シーンを呼び出せるようになります（切り替えられるシーン
は010～999に限られ、パネル設定が記憶されていない
“NO DATA”のシーンはスキップされます）。これらは
PM5000の基本動作を決めるセットアップメモリーの一
部として記憶されます。

上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーター
ディスプレイが以下のような表示に変わります。［INC］
キーまたは［DEC］キーを使って、ON（GPI入力による
シーンリコールをオン）、OFF（GPI入力によるシーンリ
コールをオフ）のいずれかを指定します。

GPI OUT（パラメーター番号：U22）

チャンネルフェーダーの動き（－60dB以下からの上昇ま
たは－∞への下降）に連動するフェーダースタート機能、
あるいはシーンリコールに連動するシーンリンク機能を
使って、それぞれ指定したGPI出力にパルス信号を送り
出せます。GPI出力は8系統ですが、複数のフェーダー
やシーンに同じGPI出力を重複して割り当てることもでき
ます。フェーダースタート設定は、全シーンに共通する
セットアップメモリーとして記憶されます。ただし、シーンリ
ンク設定は現在のシーン（カレントシーン）に対する設定
となり、設定内容はシーンのストア操作によって記憶され
ます。

上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーター
ディスプレイが以下のいずれかの表示に変わります。
［INC］キーまたは［DEC］キーを使って、FADER
START（フェーダースタート機能）、またはSCENE
LINK（シーンリンク機能）を選びます。 

NOTE

INC/DECは名称的なもので、PM5000本体パネルの［INC］キー

＆［DEC］キーとは関係ありません。また、GPI入力を使ったシーン

選択では常に現在のシーンからの切り替えとなり、テンポラリー

シーン（69ページ）からは切り替えできません。また、プレビュー機

能を利用している場合には、プレビュー機能が解除されてシーン

リコールが実行されます。

G P I  I N C / D E C

I N C / D E C : O N

G P I  O U T

F A D E R  S T A R T  

S C E N E  L I N K
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フェーダースタート機能 
1 FADER STARTを選んで［ENTER］キーを押すと、パ

ラメーターディスプレイが以下のような表示に変わ

ります。これはインプットチャンネル34のフェーダー

の－60dBからの上昇時（STR）にGPI出力の3番からパ

ルス信号を出力する設定例です。 

2 ［INC］キーまたは［DEC］キーで選んで［ENTER］キー

で確定する方法で、「チャンネル、フェードタイプ（STR/

END）、GPI出力の番号」のそれぞれを指定します。GPI

出力を行なわないチャンネルについては誤動作を防ぐた

め、“－－－”を選んでおきます。以下はそれぞれ、「チャンネ

ル21のフェーダーの－∞への下降時（END）にGPI出力

の5番からパルス信号を出力する」場合と「GPI出力をし

ない」場合の設定例です。 

3 他のチャンネルについても、必要に応じて設定を変更しま

す。

シーンリンク機能 
1 SCENE LINKを選んで［ENTER］キーを押すと、パラ

メーターディスプレイが以下のような表示に変わります。 

2 ［INC］キー&［DEC］キーまたはテンキーを使って、GPI出

力の番号を指定して［ENTER］キーを押します。また、現

在のシーンをリコールしたときにGPI信号を出力しない場

合は、誤動作を防ぐため、“－－－”を選んでおきます。 

3 上記のシーンリンク設定をシーンに保存します（53ペー

ジ）。シーン保存前に別のシーンを呼び出した場合はシー

ンリンク設定は失われるので、ご注意ください。 

NOTE

フェーダースタート機能は手動・自動のどちらのフェーダー操作に

も連動します（フェーダーを動かさない“MOTOR: OFF”の場合

にもオン）。このため、GPI出力を設定する場合には、それがシー

ンに対するものか、特定のフェーダー操作に対するものかをよく見

極める必要があります。たとえば、シーンリコールによってフェー

ダーが移動する場合、その動きがフェーダースタート機能で設定

したものと一致する場合には、シーンチェンジに伴って意図せず

GPI信号が出力されてしまう恐れがあります。

C H 3 4 : S T R : G P 3

C H 2 1 : E N D : G P 5

C H 2 1 : E N D : - - -

 

NOTE

ストア操作は、プロテクトされているシーンには実行できません。事

前にプロテクトを解除する必要があります（62ページ）。

O U T  P O R T : G P 3

O U T  P O R T : G P 8

O U T  P O R T : - - -
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カスケード設定

PM5000では、カスケード接続によってマスター＆スレーブ間の機能をリンクできます。カスケード接続には2タイプあり、1つ
はTYPE［A］ポートを用いたPM5000同士の接続、もう1つはTYPE［B］ポートを用いたPM5000（常にマスター）と
PM4000/3500（常にスレーブ）との接続です。

TYPE Aを用いた接続には、RS-422クロスケーブル（9P）を使用します。TYPE Bを用いた接続には、専用のストレート
ケーブルを使用します。ピンアサインに関しては、巻末のピンアサイン表をご覧ください。

カスケード接続する場合は、以下の点にご注意ください。

・カスケードケーブルの接続は、2台とも電源がをオフの状態で行なってください。

・コンソールの操作は、カスケード接続された2台の電源を入れて、起動処理が終わったのを確認してから行なってください。

また、1台だけが電源オンの状態では操作しないでください。 

NOTE

2タイプのカスケード接続は同時に利用できず、両方を接続した場合はTYPE Aが優先します。音声信号に関しては、スレーブ側のマスターアウト

をマスター側のPM5000のマスターアウトの［SUB IN］に接続することで、実質的にスレーブ側をチャンネル数の拡大に利用できます。 

NOTE

TYPE Aでカスケード接続したスレーブ側のPM5000では、メモリーカードからデータをロードする場合、セットアップメモリーのロードはできません。

PM5000（マスター） PM5000（スレーブ） 

PM5000（マスター） PM4000またはPM3500（スレーブ） 

RS232C

RS422

MASTER

SLAVE

A B

RS232C

RS422

MASTER

SLAVE

A B

RS232C

RS422

MASTER

SLAVE

A B

IN

OUT

THRU

MIDI

MASTER

SLAVE
VCA CTRL

CUE CTRLVCA 1-8

CUE SOLO
PM 3000

PM 3500

PM 4000

MUTE

OFF

1~4

SLAVE MSTR

FAN

OFF

5~8

HIGH

LOW

SLAVE MSTR

VCA

OFF

1~4

SLAVE MSTR

CUE/SOLO

VCA/MUTE
CONTROL

DISCON. CONNECT

OFF
CONNECT

OFF

5~8

SLAVE MSTR

PHANTOM
MASTER

ON
(+48V)

OFF

PM4000 PM3500

MASTER

RS422

MASTER

SLAVE

RS422

SLAVE

SLAVE 

RS-422クロスケーブル（TYPE A） 

専用のストレートケーブル（TYPE B） 

CONNECT 
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リンクされる機能

同じ機能を備えるPM5000同士であれば、インプットチャンネル数の拡張という目的に沿って完全に連動させられます（後
述のパラメーターで連動させるものを個別に選択することで特定の機能だけをリンクできます）。特にCUEについてはマ
スター←→スレーブの両方向に連動可能で、スレーブ側でインプットチャンネルのCUEを実行すればマスター側のCUEグ
ループもインプットチャンネルになります。VCAセクションに対するCUEは各グループ（1～12）のオン/オフも連動できるた
め、カスケード接続によって実質的なチャンネル数を増やしながらも、操作が必要以上に煩雑になるのを抑えられます。

PM5000をマスターに別のPMコンソールをスレーブにする場合は、それぞれの機能が異なることからリンクできる内容も
変わります。

*1　PM3500シリーズにはミュートグループ機能はありません。
*2　PM4000M（MONITORバージョン）にはSOLO機能はありません。

リンクされる機能（TYPE［A］） マスター→スレーブの連動 例外項目（非連動） スレーブ側での操作

VCAグループ1～12（個別）
フェーダー＆レベル ○ － ×

ミュート ○ － ×

ミュートグループ1～8（個別） MUTE MASTER（オン/オフ） ○ － ×

CUE/SOLO機能

CUEグループ選択 ○（双方向の連動も可能） － ○

LAST CUE（オン/オフ：MIX
CUEとの切り替え） ○ － ×

CUEスタック機能 ○ － ×

SOLO MODE（オン/オフ） ○ － ×

MASTER SOLO SELECT － ○ ○：独立動作する。

シーンの呼び出し 同じシーン番号 ○ －
○：リンクしたVCAグループは
マスター側の設定にしたがう。

シーンの保存 同じシーン番号 ○ － × 

NOTE

リンクを実行している場合にもそれぞれのユーティリティ設定は有効です。このため、フェーダーが動かない、シーンメモリーが保護されているため

シーンが保存できない、MUTE MASTERスイッチがダイレクトリコールに設定されているためマスターミュートが効かない場合もあります。混乱を

避けるため、カスケード接続は計画を立てて実行してください。

リンクされる機能（TYPE［B］） マスター→スレーブの連動 例外項目（非連動） スレーブ側での操作

VCAグループ1～8（個別）

レベル（VCAレベルのみでフェー
ダーは動かない） ○ － ×

ミュート（スレーブのVCAレベルが
－∞に変化） ○ － ×

ミュートグループ1～8（個別） MUTE MASTER（オン/オフ）*1 ○ － ×

CUE/SOLO機能

CUEグループ選択（インプットチャ
ンネルのみ）

○（双方向の連動も可能） －
○：スレーブ側でCUEを実行し
た場合、マスター側でCUEグ
ループを変更できない。

SOLO MODE（オン/オフ）*2 ○（双方向の連動も可能） －
○：スレーブ側でSOLOモード
をオンにした場合、マスター側
で解除できない。

MASTER SOLO SELECT － ○ ○：独立動作する。 

NOTE

スレーブ側のPM4000/3500からCUEを実行した場合、PM5000側のCUEグループは常にインプットチャンネルのみになります。また、VCAグルー

プ数の違いから、PM5000側のVCAグループ9～12に対して実行した操作はスレーブ側のPM4000/3500（VCAグループ1～8のみ）には反映さ

れません。 

NOTE

スレーブ側のPM4000/3500は必ず「SLAVE」に設定してください。
75



76

デジタルコントロールセクション
 

CASCADE（パラメーター番号：U23）

TYPE A方式で通常のカスケード接続をそのまま行なえ
るように、PM5000は工場出荷時点で前述の全機能のリ
ンクがオンになっています。一部の機能をリンクから除外
する場合には、スレーブとなるPM5000側で以下のパラ
メーターを利用してリンクをオフにします。TYPE B方式
でカスケード接続する場合、CUE/SOLO機能をスレー
ブ側からも連動させるようにするには、マスターとなる
PM5000側でCUE/SOLO機能のリンクをオンにしてくだ
さい。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイが以下のような表示に変わります。［INC］キー&

［DEC］キーまたはテンキーを使って、VCAグループ1～12

（VCA1～VCA12）、ミュートグループ1～8（MUTE1～

MUTE8）、CUE/SOLO機能（CUE/SOL）、シーンリコー

ル（SCN RCL）、シーンのストア（SCN STR）から、リンク

設定を変更する項目を選んで［ENTER］キーを押しま

す。

VCAグループ1（～12）

ミュートグループ1（～8）

CUE/SOLO機能

シーンリコール

シーンのストア 

2 ［INC］キーまたは［DEC］キーで、ON（リンクオン）、OFF

（リンクオフ）を選びます。 

3 他の項目についても、必要に応じて設定を変更します。 

NOTE

ハードウェア的なカスケード接続と［MASTER］/［SLAVE］の切

り替えを済ませている場合、以下のパラメーターをオン/オフした

瞬間にリンクがオンまたはオフになります。リンクがオンの状態から

オフの状態にしても、スレーブ側ではそれ以前の状態を再現でき

ません。混乱を避けるため、ハードウェア的な接続や設定は以下

のソフトウェア設定を済ませてから行なうことをおすすめします。

C A S C A D E

V C A 0 1 : O N

M U T E 1 : O N

C U E / S O L : O N

S C N  R C L : O N

S C N  S T R : O N

 
S C N  S T R : O F F
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MIDI設定

PM5000リアパネルのMIDIポート（［IN］、［OUT］、
［THRU］）は外部のMIDI機器と動作をリンクするのに
利用できます。PM5000のMIDI［OUT］と外部機器の
MIDI［IN］をつなげば、PM5000側の操作で外部機器
をコントロールでき、外部機器のMIDI［OUT］とPM5000
のMIDI［IN］をつなげば、外部機器からPM5000の動き
をコントロールできます（双方の［IN］と［OUT］を同時に
接続するハンドシェイク接続では、どちらからも相手をコン
トロールできます）。MIDI［THRU］は、MIDI［IN］で受
信したMIDIメッセージをそのまま別のMIDI機器に送り
出すのに利用できます。

また、MIDIエコーバック機能（82ページ）をオンにする
と、PM5000が生成するMIDIメッセージとMIDI［IN］で
受信したMIDIメッセージをミックスしてMIDI［OUT］か
ら送り出せます。

PM5000で利用できるMIDI機能は、プログラムチェンジ
とコントロールチェンジの2つに大別されます。これらは、
その機能から予想されるとおり、シーンリコール、フェー
ダーやスイッチの操作に対応します。つまり、外部の
MIDIコントローラーから受信したプログラムチェンジで
PM5000のシーンを切り替えたり、同じくコントロールチェ
ンジでフェーダー操作を自動化できるというわけです。

MIDIではGPIを使ったトリガリング以上のことも可能で
すから、たとえば、連続的に変化する照明をPM5000の
フェーダー操作に合わせるような応用も考えられます。

PM5000や接続した外部機器をMIDIを通じてうまくコン
トロールするには、標準規格としてのMIDIメッセージはも
ちろん、PM5000、外部機器のそれぞれのMIDI機能も
十分に理解しておく必要があります。

たとえば、MIDIで規定されるプログラムチェンジで普通
に送受信できるプログラム数は最大128ですが、
PM5000では最大1000シーン（000～999）が扱えます。

また、コントロールチェンジに規定されるコントロールナン
バー（ボリュームなどの制御パラメーター）の数は128種
類ですが、PM5000のパネルコントロールの数はそれを
はるかに上回ります。

PM5000

THRU

OUT

IN

MIDI

GPI

RS232C

RS422

MASTER

SLAVE

A B

外部機器Aからコントロール 

外部機器Bをコントロール 

外部機器Aからのメッセージを 
外部機器Cにセンド 

PM5000

調光卓 

THRU

OUT

IN

MIDI

GPI

RS232C

RS422

MASTER

SLAVE

A B

THRU

OUT

IN

MIDI
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プログラムチェンジの仕組み

標準的なMIDIメッセージだけを使って外部機器とやり
取りできるようにするため、PM5000のMIDI機能はいく
つかの工夫をしています。たとえば、最大1,000のシーン
をプログラムチェンジで扱えるようにするため、シンセサイ
ザーや音源でおなじみのバンクセレクト（コントロールチェ
ンジの1つ）を併用し、プログラムチェンジテーブル（MIDI
PGM CHANGE TABLE）というシーン番号とプログラ
ム番号の対応表を後述のMIDIパラメーターで設定でき
るようになっています。この変換テーブルを使って、受信
したプログラムチェンジに合わせて特定のシーンをリコー
ルしたり、逆にあるシーンを呼び出したときに特定のプロ
グラムチェンジが送信できる仕組みになっています。

外部機器のMIDI機能に合わせて柔軟に連係できるよ
うに、PM5000のプログラムチェンジは、SINGLE、
MULTIという2種類のMIDIモードのどちらかで動作さ
せます。プログラムチェンジの送受信にはMIDIチャンネ
ル（1～16）を利用し、特に大規模なMIDIシステムでは
接続した各機器に異なるMIDIチャンネルをアサインする
ことで、特定のチャンネルの機器でプログラムを選ぶとい
う使い方が一般的です。

一方、MIDIチャンネル関連の機能で、OMNIモードとい
うものも規定されています。たとえば、OMNI ONに設定
した機器では、MIDIチャンネル1～16のメッセージを全
部受け取って動作します。逆に、OMNI OFFに設定し
た機器では特定のMIDIチャンネルだけ（複数可）を受
け取って動作します。この特性を利用し、PM5000では
SINGLEモード時にバンクセレクト（BANK）、OMNI オ
ン/オフ、別に指定する受信用のMIDIチャンネル（RX
CH）の3つを組み合わせた4つの状態で、プログラムチェ
ンジテーブルのどの部分を使ってシーンを呼び出すかを
決められます。

MIDIチャンネル/
バンク番号 プログラム番号 シーン番号

1 1 10

1 2 11

1 3 12

1 4 13

： ： ：

1 128 137

2 1 138

2 2 139

： ： ：

2 128 265

3 1 266

： ： ：

3 128 393

： ： ：

8 94 999

8 95 NO ASSIGN

： ： ：

16 1 NO ASSIGN

： ： ：

16 128 NO ASSIGN

0 3 :  1 2 3 :  3 9 3

MIDI MODE OMNI BANK

受信 送信 送受信可能なメッセージ

MIDI
チャンネル

テーブル内で
参照する
バンク番号

選択できる
最大シーン数

MIDI
チャンネル

テーブル内で
参照する
バンク番号

バンク
セレクト

プログラム
チェンジ

SINGLE

OFF OFF RX CH
RX CHと
同じ番号 128 TX CH 1 － 1～128

ON OFF 1～16
RX CHと
同じ番号 128 TX CH 1 － 1～128

OFF ON RX CH 受信した
バンク番号

1000 TX CH
選択したシー
ンに対応する
バンク番号

1～16 1～128

ON ON 1～16 受信した
バンク番号

1000 TX CH
選択したシー
ンに対応する
バンク番号

1～16 1～128

MULTI － － 1～16
受信した

MIDI CHと
同じ番号

1000

選択した
シーンに

対応する最小
バンク番号

－ －

1～128
（選択したシー
ンに対応する
最小プログラ

ム番号）



デジタルコントロールセクション 
ここでのポイントは、PM5000で用いるバンク番号とMIDIチャンネルが同数（1～16）である点です。プログラムチェンジ
テーブル中で参照するバンク番号をPM5000の受信チャンネルと同じものに限る場合、外部のプログラムチェンジで呼び
出せるシーン数は最大128ですが、それ以外の場合にはバンクセレクトを併用したり、受信したプログラムチェンジに含ま
れるMIDIチャンネルをバンク番号に読み替えることで、1,000シーンをすべて外部機器から呼び出せます。同様に、
PM5000本体でシーンリコールを実行した場合にも、前述の変換テーブルを使って、対応するプログラムチェンジを送信
することができます。

コントロールチェンジの仕組み

プログラムチェンジの場合に比べ、コントロールチェンジの送受信の方法はシンプルです。PM5000のパネル上にある
フェーダーやスイッチはそれぞれ決まった番号がアサインされ、送受信ともに同じものが使われます。

＊　インプットチャンネル数は、インプットモジュール数です（モノラル、ステレオの区別はありません）。

たとえば、インプットチャンネル1～30のフェーダーレベルを外部から制御する場合は、MIDIチャンネルを“1”に設定し、そ
れぞれに対応するコントロール番号（01～05、07～31）とバリューを指定します。通常、コントロールチェンジのバリューは0
～127（7ビット）ですが、フェーダー操作には細かい分解能が必要とされます。このため、PM5000ではMSB、LSBの2つ
のバリューを利用して1,024段階で（MSB、LSB各7ビットの合計14ビットのうち、上位10ビットを使って）送受信します。 

NOTE

上記の方法はやや複雑かも知れませんが、PM5000をさまざまなMIDI機器とリンクできるように考案されたものです。たとえば、OMNI OFF、

BANK OFFというSINGLEモードは（もちろん、PM5000側の設定ですが）そういう限られたMIDI機能しか持たない外部機器からも最低限の

MIDIコントロールが可能なことを示しています。バンクセレクト送信ができるMIDI機器であればPM5000のシーンリコールを外部のプログラム

チェンジで制御できます。また、PM5000をOMNI ONの状態にしておけば、複数の機器からシーンリコールを実行できます。また、シーンメモリー

の内容をバンクごとに整理しておけば、送信側でバンク番号を切り替えるだけで、特定のバンクのシーンだけをリコールするような使い方もできま

す。 

NOTE

バンクセレクト（CC#0、32）は対で送り、MSB（CC#0）のバリューは常に“0”とします。実際のバンク番号（1～16）はLSB（CC#32）のバリュー（0

～15）で指定します。

パラメーター コントロールチェンジ NRPN

バリュー（Hex）
カテゴリー 名称 総数（最大）

MIDI
チャンネル

コントロール
番号（CC#）

MSB
（CC#99）

LSB
（CC#98）

レベル
（フェーダー）

インプットチャンネル
1～30（MSB） 30 1 1-5, 7-31 0 1-5, 7-31

0x0000（－∞）
～
0x3FFF（+10dB）

インプットチャンネル
1～30（LSB） 30 1 33-37, 39-63 0 33-37, 39-63

インプットチャンネル
31～52（MSB） 22 2 1-5, 7-23 1 1-5, 7-23

インプットチャンネル
31～52（LSB） 22 2 33-37, 39-55 1 33-37, 39-55

VCA（MSB） 12 3 1-5, 7-13 2 1-5, 7-13

VCA（LSB） 12 3 33-37, 39-45 2 33-37, 39-45

ONスイッチ

インプットチャンネル 52 4 1-5, 7-23, 33-37, 39-55 3 1-5, 7-23, 33-37, 39-55 送信（NRPNは
MSB側）
OFF：0x00
ON：0x7F
受信（NRPNは
MSB側）
0x00～0x3F：
OFF
0x40～0x7F：ON

ST AUX 12 4 64-75 3 64-75

GROUP/AUX 8 4 76-83 3 76-83

ST MATRIX 4 4 84-87 3 84-87

MATRIX 8 4 88-95 3 88-95

ST MASTER 2 4 102、103 3 102、103

MONO 1 4 104 3 104

グループミュート
VCA MUTE 12 5 1-5, 7-13 4 1-5, 7-13

MUTE MASTER 8 5 14-21 4 14-21
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NRPNによるコントロール
PM5000ではコントロールチェンジと同一の制御を、NRPN

（Non-Registered Parameter Number）でも実行できま

す。NRPN自体はコントロールチェンジの一部（コントロー

ル番号：CC#99、98）で、本来ならば同一の機器でシステ

ムエクスクルーシブを使って送受信するようなデータを、異

なる機器同士でも容易に交換するための仕組みです。こ

うした特別な意味合いから、コントロールチェンジのコント

ロール番号からは省かれています（前述の表を参照）。

PM5000のパネルコントロールの制御は、コントロールチェ

ンジとNRPNのどちらを使っても可能です。後述の各パラ

メーターでは、コントロールチェンジとNRPNを独立してオン

/オフ設定できますが、両方をオンにした場合にはコント

ロールチェンジによるコントロールが優先されます。

MIDI PGM CHANGE
（パラメーター番号：U24）

PM5000でプログラムチェンジを送受信するかどうかを
設定します。また、送受信に用いるプログラムチェンジ
テーブルも指定しておきます。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイが以下のような表示に変わります。［INC］キーま

たは［DEC］キーを使っていずれかを選び、［ENTER］

キーを押します。

OFF：プログラムチェンジを送受信しません。

ON：シーンリコールが成功した場合のみプログラムチェン

ジを送信し、“NO DATA”のシーンを呼び出してシーン

が切り替わらなかった場合には送信しません。

LOCAL：結果に関係なく、シーンリコール操作と同時にプ

ログラムチェンジを送信します。 

2 ［INC］キーまたは［DEC］キーで、プログラムチェンジテー

ブルを選びます。この変換テーブルは、基本設定として用

意されているデフォルトテーブル（DEFAULT）と、後述の

テーブル編集機能で作成するユーザーテーブル

（USER）のいずれかで選べます。

DEFAULT：工場出荷時のテーブル設定です。

USER：テーブル編集機能（83ページ）で作成したオリジ

ナル設定です。 

NOTE

プログラムチェンジ同様、コントロールチェンジの送受信にもMIDI

チャンネルは利用されます。ただし、後述の各パラメーターで設定

する送受信用のMIDIチャンネル（TX CH、RX CH）はコントロー

ルチェンジの動作に直接的な関係はありません（個別に送受信

が設定できるNRPN、シーン番号の増減には関係します）。 

NOTE

［MUTE MASTER］スイッチをダイレクトリコール（71ページ）に

設定している場合は、MUTE MASTERをコントロールするコント

ロールチェンジは無視されます。プレビュー時に受信したコント

ロールチェンジやNRPNは、プレビューしているシーンではなく、実

際に音を出している現在のシーンに反映されます。また、フェード

タイム（52ページ）中のレベル変化は送信されません。

M I D I  P G M  C H G

P C : O F F

P C : O N

P C : L O C A L

D E F A U L T

U S E R
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MIDI CTL CHANGE
（パラメーター番号：U25）

PM5000でコントロールチェンジを送受信するかどうかを
設定します。また、NRPNついても個別に送受信の可否
を指定できます。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイが以下のような表示に変わります。［INC］キー&

［DEC］キーを使って、いずれかを選び、［ENTER］キーを

押します。

コントロールチェンジ

NRPN 

2 ［INC］キーまたは［DEC］キーで、ON（送受信する）、

OFF（送受信しない）を選びます。 

3 他の項目についても、必要に応じて設定を変更します。

MIDI SETTING（パラメーター番号：U26）

PM5000でMIDIメッセージの送受信を実行するための
基本設定です。プログラムチェンジの送受信方法

（SINGLE、MULTI）は、以下の項目を組み合わせて決
定されます（78ページ）。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイが以下のような表示に変わります。［INC］キーま

たは［DEC］キーを使っていずれかを選び、［ENTER］

キーを押します。

RX CH（受信チャンネル）：指定したチャンネルでプロ

グラムチェンジを受信します。

TX CH（送信チャンネル）：指定したチャンネルでプロ

グラムチェンジを送信します。

OMNI：ONでは1～16のすべて、OFFでは“RX CH”で

設定したチャンネルのプログラムチェンジを受信します。

MODE：SINGLEでは“RX CH”、“BANK”、“OMNI”

の設定内容を組み合わせて動作が決まります。MULTI

では、“OMNI”、“BANK”の設定内容に関係なく、

OMNI ON、BANK ONの状態になります。

BANK（バンクセレクト）：ONではバンクセレクト情報

を受信します。OFFでは受信しません。

M I D I  C T L  C H G

C T L : O F F

N R P N : O N

C T L : O N

M I D I  S E T T I N G

R X  C H : 1 0

T X  C H : 1 0

O M N I : O F F

M O D E : M U L T I

B A N K : O N
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2 ［INC］キーまたは［DEC］キーを使って適切な設定を選

びます。 

3 他の項目についても、必要に応じて設定を変更します。

MIDI ECHO BACK（パラメーター番号：U27）

PM5000が生成するMIDIメッセージと、MIDI INで受
信したMIDIメッセージ（プログラムチェンジ、コントロール
チェンジのみ）をミックスしてMIDI OUTから送り出せま
す。送り出すメッセージは個別に指定できます。 

1 上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーターディ

スプレイが以下のような表示に変わります。［INC］キーま

たは［DEC］キーを使っていずれかを選び、［ENTER］

キーを押します。

プログラムチェンジのエコー設定

コントロールチェンジのエコー設定 

2 ［INC］キーまたは［DEC］キーで、ON（エコー設定オン）、

OFF（エコー設定オフ）を選びます。 

3 他のMIDIメッセージについても、必要に応じて設定を変

更します。 

NOTE

送信チャンネルと受信チャンネルは、コントロールチェンジの送受

信には使われません（79ページ）。ただし、NRPN、シーン番号の

INC/DECの送受信には使われるため、その場合には相手側の

機器の送受信チャンネルをPM5000に合わせる必要があります。

M I D I  E C H O

P G M  E C H O : O F F

C T L  E C H O : O F F

P G M  E C H O : O N
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MIDI PGM CHANGE TABLE
（パラメーター番号：U28）

プログラムチェンジテーブルは、PM5000が送受信するプ
ログラムチェンジとシーンリコールの対応に用いる変換
テーブルです（78ページ）。この変換テーブルそのものは
「MIDIチャンネル/バンク番号、プログラム番号、シーン
番号」という組み合わせを必要なだけ用意するシンプル
なものですが、その使われ方は、MIDIモードの設定（81
ページ）によって変わります。また、テーブル設定をイニ
シャライズして工場出荷時の状態に戻せば、ユーザー
テーブルを最初から編集できます。

上記の表示で［ENTER］キーを押すと、パラメーター
ディスプレイが以下のような表示に変わります。［INC］
キーまたは［DEC］キーを使って、セッティング
（SETTING：ユーザーテーブルの編集）、またはイニシャ
ライズ（INITIALIZE：ユーザーテーブルの初期化）を選
びます。

ユーザーテーブルのセッティング 
1 SETTINGを選んで［ENTER］キーを押すと、パラメー

ターディスプレイが以下のような表示に変わります。これは

左から順に「MIDIチャンネル/バンク番号（1～16）：プログ

ラム番号（1～128）：シーン番号（000～999）」を示します。 

2 ［INC］キー、［DEC］キー、テンキーで選んで［ENTER］

キーで確定する方法で、それぞれを指定します。 

3 手順2を繰り返して、必要なだけユーザーテーブルの設定

を作ります。

ユーザーテーブルのイニシャライズ 
1 INITIALIZEを選んで［ENTER］キーを押すと、パラメー

ターディスプレイに以下の確認メッセージが表示されます。 

2 テンキーの［1］を押すとイニシャライズが始まります。中止

する場合は［3］を押します。イニシャライズ後のユーザー

テーブルはデフォルト設定と同じ状態になります。

M I D I  P G M  T B L

S E T T I N G

I N I T I A L I Z E

 

NOTE

この変換テーブルは「MIDIチャンネル/バンク番号＆プログラム

番号」に対して1つのシーン番号を対応させる方法で作成しま

す。シーン番号は000～999の任意のものが設定できますから、外

部からは内容の異なるプログラムチェンジを使って同じシーンを

呼び出すことも可能です。ただし、PM5000のパネル操作などで

シーンリコールを実行して送り出せるプログラムチェンジは常に1

つです。送り出せるプログラムチェンジ（MIDIチャンネル、バンク

番号、プログラム番号）の内容は、選択されているMIDIモードや

その設定によって変わります。詳しくは「プログラムチェンジの仕

組み」（78ページ）をご覧ください。

1 5 :  1 2 8 :  9 9 9

S U R E ? Y : 1  N : 3
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オプション製品の取り付け方法とインナースイッチの切り替え方法

モジュールなどの取付けや設定は、お買い上げの販売
店、または本書の巻末に記載されているヤマハ電気音響
製品サービス拠点にご依頼ください。

オプション（別売品）には、以下のモジュール/トランスが
用意されています。

● インプット部オプション

・MNM5000: モノラルインプットモジュール

・MNR5000: モノラルインプットモジュール用
リアパネル（接続用配線含む）

・STM5000: ステレオインプットモジュール

・STR5000: ステレオインプットモジュール用
リアパネル（接続用配線含む）

● マスター部オプション

・SAM5000: ステレオAUXマスターモジュール

・GAM5000: GROUP/AUXマスターモジュール

・SMM5000: STEREO/MONO
マスターモジュール

・MON5000: モニターモジュール

● 共用オプション

・BLM5000: ブランクモジュール（リアパネル含む）

・ITR5000:インプットトランスフォーマー

故障した場合のモジュール交換時やインナースイッチの
切り替え時などに、取り外し/取付作業が伴います。

このとき、プラスドライバーが必要になりますので、別途ご
準備ください。

すべての作業に入る前に、電源は必ずオフにしてくだ
さい。

モジュールの取り外し/取り付け方

トップパネル上のモジュールの取り外し方は、インプットモ
ジュールとマスターモジュールで同じです。

● トップパネル上のモジュールの取り外し方 

1 パワーサプライの電源をオフにします。 

2 モジュールの上下にあるプラスねじをゆるめます。

このねじは、ワッシャーで止められており、ねじが抜け落ち
ないようになっています。 

3 このねじを両手でつまみ、モジュールを真上に引き抜きま

す。各マスターモジュールはこれで取り外しが完了しま

す。

モノラルインプットモジュールとステレオインプットモジュール

は、モジュールの上側にリアパネルからの接続線が結線さ

れています。十分注意しながらモジュールを引き抜いてく

ださい。引き抜いたあとは、引き抜いたチャンネルの横に倒

すように置きます。

各種資料
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4 モジュール上側に結線してある接続線のコネクターを抜き

ます。コネクターは2ヶ所あり、モノラルとステレオのモジュー

ルで位置が若干異なります。リアパネルからの接続線をす

べてのコネクターから抜いてください。 

5 スナップボタンを押して接続線をモジュールから外し、モ

ジュールのフレームから接続線を抜きます。このとき、接続

線のコネクターが引っかからないように注意してください。

これで、インプットモジュールは本体から取り外せます。

● インプットリアパネルの取り外し方

インプットモジュールオプションであるモノラルまたはステ
レオのインプットリアパネルを取り外すときは、対応してい
るモジュールを一度外して、モジュール側に結線されて
いる接続線を抜く必要があります。 

1 外したモジュールと同じチャンネルであることを確認して、

上下にあるプラスねじをゆるめてリアパネルを取り外しま

す。 

2 スナップボタンを押して、インプットモジュールに結線されて

いた接続線を本体のプラスチック枠から外します。本体の

プラスチック枠に引っかからないように注意して、接続線を

抜きます。

これで、リアパネルが取り外せます。

モジュール 

コネクターから抜く 

コード 

スナップボタンを押す 

鉄板 

PM5000リアパネル 

インプットリアパネル 

リアパネル側 

真上から見た図 

はずす方向 

メーターブリッジ 

インプット 
リアパネル 

フェーダー側 

ここにコネクターが 
引っかからないように抜く 
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● モジュールの取り付け方

モジュールの取付は、取り外し方と逆の手順で行ないま
す。

インプットリアパネルの取り付け方
（インプットモジュールの場合）

最初に、接続線をリアパネルからコンソール本体のプラス
チック枠に通して、モジュール側へ持ってきます。その
後、リアパネルを2本のプラスねじで取り付けます。

トップパネル上のモジュールの取り付け方

インプットモジュールの場合は、最初にリアパネルからの
接続線をモジュールのコネクターに接続します。

モジュールの取り付けの際には、本体基板上にあるコネ
クター2カ所（各インプットモジュールの場合＝下図）、ま
たは3カ所（各マスターモジュールの場合）にしっかりと
刺さるように押し込みます。このとき、本体側にモジュー
ルを誘導するためのジグ（突起）が奥側と真ん中辺りに
ありますので、これを目印に差し込むようにしてください。

最後に、モジュール本体上下にあるプラスねじを締め付
けます。

インプットトランスフォーマー
の取り付け方

PM5000のインプットモジュールは電子バランス式です。
通常使用時において、インプットに対するアイソレーション
を考える必要はありません。しかし従来のインプットトラン
スフォーマーによるアイソレーションを希望する方のため
に、オプションのITR5000を取り付けることで、インプットト
ランス式に変更が可能です。

モノラルインプットモジュールとステレオインプットモジュー
ルでは、取り付け位置と数が違います。以下の手順に
従って取り付けしてください。

● インプットモジュールへの取り付け方 

1 パワーサプライの電源をオフにします。 

2 インプットトランスを取り付けるモノラル/ステレオインプットモ

ジュールを取り外します（モジュールの取り外し/取り付け

方参照）。 

3 ITR5000に同梱のトランス固定金具にトランスをナットで取

り付けます。このとき、トランスの線材引き出し位置と金具

の位置は下図のようになります（金具がトランスから出てい

る線をはさまないように取り付けます）。 

4 トランスをモジュールのボトムステーに固定します。トランス

固定金具のねじ穴を線材を通す角穴の手前側にあるね

じ穴に合わせてM3小ねじ2本で取り付けます。

このとき、モノラルモジュールではトランスを手前側に向くよ

うに、ステレオモジュールでは線材を通す穴を避けてそれ

ぞれが反対に向くように取り付けます。 

NOTE

取り外したモジュール、リアパネルを修理に出す場合など、長時間

外している場合は、異物の混入などがないようにブランクモジュー

ル（BLM5000）の装着をおすすめします。ブランクモジュール

（BLM5000）は、モジュール部とリアパネル部がセットになってい

ます。

ジグ 

 

NOTE

インプットトランス式に変更した場合、入力インピーダンスが変わり

ます（電子バランス式=3kΩ、インプットトランス式=1kΩ）。

線をはさまないように固定 

トランスフォーマー トランス固定金具 
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モノラルインプットモジュール

ステレオインプットモジュール 

5 トランスから出ている線材を角穴に通します。

モノラルインプットモジュール

ステレオインプットモジュール 

6 ITR5000に同梱されている基板にトランスの線材を半田

付けします。モノラル/ステレオモジュール共に1つのトラン

スに対して1つの基板が付きます。配線は下図のようにし

ます。 

7 現行の基板を取り外し、その位置にトランスに取り付けた

新しい基板と差し替えます。次に付属のケーブルクランプ

を使って、線材をまとめて束ねて、残った部分をニッパーな

どで切ってください。

モノラルインプットモジュール

ステレオインプットモジュール 

8 トランスの線材をすべてモジュールのアングル内に納めま

す。

取付は以上で完了です。

モジュールを本体に戻すとき、または再度取り外すときは
線材が引っかからないように注意してください。断線の
恐れがあります。

トランス 

ボトムステー 

トランス トランス 

ボトムステー 

角穴 

角穴 

CN201 CN202

IN5

YAMAHA

R
11

9

R
26

0
C

18
3

R
11

9
C

11
4

C
11

3

XK367

R106

R104

R105

J6

J6

14

25

3

アカ 

アカ シロ 

シロ 

シールド 

トランスからの線 

茶 赤 

この基板を 
差し換えます。 

トランスの線を 
クランプで 
まとめます。 

穴に通す 切る 

この2つの 
基板を 
差し換えます。 

上図と同様に 
クランプで 
まとます。 
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各モジュールのインナースイッチの設定

ブロックダイアグラムを見ていただければわかるように、各モジュールにはいくつかのインナースイッチがあります。このイン
ナースイッチの変更により、特定の信号経路を変更することができます。

下表はそのスイッチと動作の関係です。いくつかのスイッチは2つの組み合わせで動作するものもあります。ブロックダイア
グラムを参考の上、必要な変更だけを行なうようにしてください。

工場出荷時は、 の状態になっています。

モジュール 対象
スイッチ番号/
スイッチ設定

スイッチ番号/
スイッチ設定 選択可能状態 対象

スイッチ番号/
スイッチ設定

スイッチ番号/
スイッチ設定 選択可能状態

MONO
Input

DIRECT
OUT

SW105 SW106

PRE 任意 ダイレクトアウト信号をPRE EQにす
る（SW106はどちらにあっても無効）

POST PRE ダイレクトアウト信号をPOST EQ,
PRE FADERにする

POST POST ダイレクトアウト信号をPOST
FADER, POST ON SWにする

AUX PRE
FADER

SW107

PRE AUX（PRE FADER）信号のバス
への取り出しを、EQの前からを取る
か（PRE EQ）、後ろから取るか
（Post EQ）を選択

POST

STEREO
Input　

AUX PRE
FADER

SW106

PRE AUX（PRE FADER）信号のバス
への取り出しを、EQの前からを取る
か（PRE EQ）、後ろから取るか
（Post EQ）を選択

POST

Φ SW
MODE

（PhaseSW
Mode）

SW105

L&R 入力信号の（位相反転）を、L&R同
時にする（L&R）か、Lのみ（L
ONLY）かを選択L ONLY

STEREO
AUX
MASTER

奇数chの
ST AUX
TO
MATRIX

SW102 SW103 偶数chの
ST AUX
TO
MATRIX

SW105 SW106

PRE PRE 奇数chのSTAUX TO MATRIX
信号の取り出し位置をPRE
FADER, PRE ON SWにする

PRE PRE 偶数chのST AUX TO MATRIX
信号の取り出し位置をPRE
FADER, PRE ON SWにする

POST PRE 奇数chのSTAUX TO MATRIX
信号の取り出し位置をPOST
FADER, PRE ON SWにする

POST PRE 偶数chのST AUX TO MATRIX
信号の取り出し位置をPOST
FADER, PRE ON SWにする

PRE POST 奇数chのSTAUX TO MATRIX
信号の取り出し位置をPRE
FADER, POST ON SWにする

PRE POST 偶数chのST AUX TO MATRIX
信号の取り出し位置をPRE
FADER, POST ON SWにする

POST POST 奇数chのSTAUX TO MATRIX
信号の取り出し位置をPOST
FADER SW, POST ON SWにす
る

POST POST 偶数chのST AUX TO MATRIX
信号の取り出し位置をPOST
FADER SW, POST ON SWにす
る

G/A
MASTER

奇数G/A
TO
MATRIX

SW102 SW103 偶数G/A
TO
MATRIX

SW105 SW106

PRE PRE 奇数chのG/ATO MATRIX信号
の取り出し位置をPRE FADER,
PRE ON SWにする

PRE PRE 偶数chのG/A TO MATRIX信号
の取り出し位置をPRE FADER,
PRE ON SWにする

POST PRE 奇数chのG/ATO MATRIX信号
の取り出し位置をPOST FADER,
PRE ON SWにする

POST PRE 偶数chのG/A TO MATRIX信号
の取り出し位置をPOST FADER,
PRE ON SWにする

PRE POST 奇数chのG/ATO MATRIX信号
の取り出し位置をPRE FADER,
POST ON SWにする

PRE POST 偶数chのG/A TO MATRIX信号
の取り出し位置をPRE FADER,
POST ON SWにする

POST POST 奇数chのG/ATO MATRIX信号
の取り出し位置をPOST FADER
SW, POST ON SWにする

POST POST 偶数chのG/A TO MATRIX信号
の取り出し位置をPOST FADER
SW, POST ON SWにする

奇数G/A
TO
STEREO

SW101 偶数G/A
TO
STEREO

SW104

PRE 奇数chのG/ATO STEREO信号
の取り出し位置をPRE ON SWに
するか、POST ON SWにするかを
選択

PRE 偶数chのG/A TO STEREO信号
の取り出し位置をPRE ON SWに
するか、POST ON SWにするかを
選択

POST POST

ST MONO
MASTER

L TO
MATRIX

SW102 SW103 R TO
MATRIX

SW105 SW106

PRE PRE L chのTO MATRIX信号の取り出
し位置をPRE FADER, PRE ON
SWにする

PRE PRE R chのTO MATRIX信号の取り出
し位置をPRE FADER, PRE ON
SWにする

POST PRE L chのTO MATRIX信号の取り出
し位置をPOST FADER, PRE ON
SWにする

POST PRE R chのTO MATRIX信号の取り出
し位置をPOST FADER, PRE ON
SWにする

PRE POST L chのTO MATRIX信号の取り出
し位置をPRE FADER,POST ON
SWにする

PRE POST R chのTO MATRIX信号の取り出
し位置をPREFADER, POST ON
SWにする

POST POST L chのTO MATRIX信号の取り出
し位置をPOST FADER SW,
POST ON SWにする

POST POST RchのTO MATRIX信号の取り出
し位置をPOST FADER SW,
POST ON SWにする



各種資料 
各モジュールのインナースイッチの位置

モノラルインプットモジュール

ステレオインプットモジュール

このねじを外して 
金具を取り外す。 
スイッチの変更終了後は 
元に戻します。 

PRE

PRE PRE

POST

POST

POST

SW
10

7

JB J

SW
10

6

SW
10

5

AU
X 

PR
E

PO
ST

/P
RE

 E
Q

DI
RE

CT
 O

UT
PR

E 
FA

DE
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/ 
PO

ST
 FA

DE
R,

PO
ST
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N 

SW

DI
RE

CT
 O

UT
PR

E 
EQ

 / P
OS

T 
EQ

JB

J18

このねじを外して 
金具を取り外す。 
スイッチの変更終了後は 
元に戻します。 

L&R L-ONLY

Ø SW MODE

SW105PREPOST

SW
10

6
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ステレオ/AUXマスターモジュール

G/Aマスターモジュール

STAUX.GA (ODD) STAUX.GA (EVEN)

FA
DE

R

ON
 S

W

TO
MATRIX

PR
E 

   
  P

OS
T

PR
E 

   
  P

OS
T

PR
E 

   
  P

OS
T

PR
E 

   
  P

OS
T

FA
DE

R

ON
 S

W

プリント 

スイッチ 

SW106SW105SW103SW102

SW106SW105SW103SW102

GA (ODD)

STAUX.GA (ODD) STAUX.GA (EVEN)

TO ST

TO
MATRIX

GA (EVEN)

ON SW

POST     PRE 

FA
DE

R

PR
E 

   
  P

OS
T

ON
 S

W

PR
E 

   
  P

OS
T

PR
E 

   
  P

OS
T

FA
DE

R

PR
E 

   
  P

OS
T

ON
 S

W

ON SW

POST     PRE 

SW101

SW102 SW103

SW101 SW104

SW102 SW103 SW105 SW106

SW104

SW105 SW106

プリント 

スイッチ 
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STEREO/MONO マスターモジュール

FA
DE

R

ON
 S

W

MONO
MASTER

ST
MASTER

TO MATRIX
PR

E 
   

  P
OS

T

PR
E 

   
  P

OS
T

PR
E 

   
  P

OS
T
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E 

   
  P
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T
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 S

W

SW102 SW103 SW105 SW106

SW102 SW103 SW105 SW106

プリント 

スイッチ 
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 コネクターピンアサイン表
各コネクター図は、本体側のコネクターのピン配列を示します。

CASCADEコネクター
PM5000、およびPM5000とカスケード接続できる
PM4000/3500シリーズのカスケードコネクターのピン配
列を示します。

PM5000

CASCADE TYPE Bピンアサイン
（D-sub 25P コネクター）

PM4000/4000M
VCA/MUTE CONTROL ピンアサイン

　* PM4000はSOLO EXT、PM4000MはNC

　･ 対応プラグ: JAE（（株）日本航空電子）製 #SRCN6A25-24P

PM3500/3500M

リアパネル

VCA1～8
（D-sub 9Pコネクター）

CUE/SOLOジャック

GPIコネクター

（D-sub 25P コネクター）

Pin # Function Pin # Function

1 VCA EXT 1 14 VCA EXT 2

2 VCA EXT 3 15 VCA EXT 4

3 VCA EXT 5 16 VCA EXT 6

4 VCA EXT 7 17 VCA EXT 8

5 GND 18 MUTE EXT 1

6 MUTE EXT 2 19 MUTE EXT 3

7 MUTE EXT 4 20 MUTE EXT 5

8 MUTE EXT 6 21 MUTE EXT 7

9 MUTE EXT 8 22 GND

10 INPUT CUE EXT 23 SOLD EXT

11 GND 24 NC

12 NC 25 NC

13 NC

Pin # Function Pin # Function

1 VCA EXT 1 13 MUTE EXT 3

2 VCA EXT 2 14 MUTE EXT 4

3 VCA EXT 3 15 MUTE EXT 5

4 VCA EXT 4 16 MUTE EXT 6

5 VCA EXT 5 17 MUTE EXT 7

6 VCA EXT 6 18 MUTE EXT 8

7 VCA EXT 7 19 GND

8 VCA EXT 8 20 GND

9 GND 21 GND

10 NC 22 INPUT CUE EXT

11 MUTE EXT 1 23 SOLO EXT / NC（*）

12 MUTE EXT 2 24 NC

13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14

4 3 2 1

9 8 7 6 5

15 14 13 12 11 10

20 19 18 17 16

24 23 22 21

Pin # Function

1 VCA EXT 1

2 VCA EXT 2

3 VCA EXT 3

4 VCA EXT 4

5 VCA EXT 5

6 VCA EXT 6

7 VCA EXT 7

8 VCA EXT 8

9 GND

Tip INPUT CUE EXT

Ring SOLO EXT

Shield GND

Pin # Function Pin # Function

1 GPO 1 14 GPO 2

2 GPO 3 15 GPO 4

3 GPO 5 16 GPO 6

4 GPO 7 17 GPO 8

5 GND 18 GND

6 GND 19 GND

7 GND 20 GND

8 GND 21 NC

9 NC 22 INC

10 DEC 23 GND

11 GND 24 TB REMOTE

12 NC 25 TB REMOTE GND

13 NC

IN

OUT

THRU

MIDI

MASTER

SLAVE
VCA CTRL

CUE CTRLVCA 1-8

CUE SOLO
PM 3000

PM 3500

PM 4000

12345

6789

13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14
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PM5000の自己診断機能

PM5000は、起動時に内部チェックをして自己診断をしま
す。正常であれば、ディスプレイにシーン番号を表示して
動作可能な状態になります。

万が一、システムや内部に異常がある場合には、動作停
止またはエラー（ERROR）を示すメッセージが表示され
ます。

エラーメッセージが表示された場合は、エラーメッセージ
リスト（94ページ）をご参照ください。

内部メモリーの初期化

上記のメモリーチェック時にエラーが出た場合には、内
部メモリーの初期化をする（工場出荷状態に戻す）こと
で、回避できる場合があります。

また次回の公演のためなどに、前にセットアップしてあっ
たメモリーデータを初期化する場合にも、以下の手順で
行ないます。 

1 ［STORE］ボタンを押しながら電源を入れると、メモリーの

初期化モードに入ります。 

2 ［1］キーを押すと初期化が実行されます。

［3］キーを押した場合は、初期化されません。 

3 通常に戻ります。 

NOTE

この内部メモリーの初期化では、「SCENE MEMORY」、

「SETUP MEMORY」、「MIDI Program Change Table」を

初期化します。必要なデータがある場合には、あらかじめCFメモ

リーカードにバックアップを取っておいてください。

I N I T

S U R E ? Y : 1  N : 3

E x e c u t i n g

I N I T .  C A N C E L
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エラーメッセージリスト
4桁のメッセージディスプレイに以下のメッセージが表示された場合は、何らかのエラーが発生しています。「故障かな？と
思ったら」（95ページ）と併せてご確認ください。

エラー 表示メッセージ 意味 対策

起動時のエラー

［H.ER ］ ハードの致命的なエラー

システムが起動できません。お買い上げの販売店または

巻末に記載されているヤマハ電気音響製品サービス拠
点にご連絡ください。

［S.ER］ 保存されている内部データのエラー

内部データに問題がありますが、［ENTER］キーを押して

起動できます。あらかじめ、すべてのデータ（ALL）をメモ
リーカードにセーブして（60ページ）、お買い上げの販売店

または巻末に記載されているヤマハ電気音響製品サービ
ス拠点にご連絡ください。

［LoBT］ バックアップバッテリーの電圧低下

さらに電圧が低下すると、保存されているデータが消えて

しまいます。お早めに、お買い上げの販売店または巻末の
ヤマハ電気音響製品サービス拠点にバッテリー交換をご

依頼ください。

通常動作時のエラー

［CmER］ 内部通信エラー
お買い上げの販売店または巻末のヤマハ電気音響製品
サービス拠点にご連絡ください。

［RxER］
MIDI送受信エラー

外部機器と正しく接続されているか、大量のMIDIデータ
をPM5000に対して送信していないかをご確認ください。［BfER］

［CsER］ カスケード接続エラー

他のコンソールと正しく接続されているか、正しい接続

ケーブルが使われているか、［MASTER/SLAVE］スイッ
チは正しく設定されているかをご確認ください。

［CfER］ メモリーカードへのアクセスエラー
メモリーカードが挿入されているか、空き領域が十分にあ

るか、正しくフォーマットされているかをご確認ください。

誤操作によるエラー

［PROT］ プロテクトされているシーンにストアしようとした

ユーティリティ機能でプロテクトを解除してください。メモ
リー全体がプロテクトされている場合はMEMORY

PROTECT機能で、特定のシーンがプロテクトされている
場合はSCENE EDIT機能で解除します（62ページ）。

［NoDT］ NO DATAのシーンをリコールしようとした

シーンディスプレイの左のドットが点灯している場合、その

シーン番号は空のシーンなのでリコールできません。あらか
じめ、そのシーン番号にストアしておいてください。

［FULL］
999番のシーンが存在するときにインサートしよう

とした
999番のシーンを移動または削除してください。

［SPC!］
セーブしようとしているデータのファイル名にス
ペース文字が含まれている

スペース文字を削除してから、セーブしてください。
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故障かな？と思ったら

症状 原因と対策

電源が入らない、パネルLEDやディスプレイが点灯し
ない

・専用のパワーサプライPW5000を付属の電源ケーブルで接続していますか？

・PW5000の［POWER ON/OFF］スイッチがオンになっていますか？
・メーターブリッジ部にある［PANEL LED DIMMER］ノブを絞り切っていませんか？

・それでも電源が入らない場合には、お買い上げの販売店または巻末に記載されている
ヤマハ電気音響サービス拠点にご連絡ください。

カスケード接続したスレーブのPM5000や
PM4000/3500をコントロールできない

・適切なコネクターに接続していますか？PM5000どうしをカスケード接続する場合は
TYPE Aコネクターを、PM4000/3500をカスケード接続する場合TYPE Bコネクター
を使用します。

・TYPE Aコネクターを使用する場合は、［MASTER/SLAVE］スイッチを適切に設定し
ていますか？（74ページ）

・TYPE Bコネクターを使用する場合は、PM4000/3500側をSLAVEに設定していますか？
（PM4000/3500取扱説明書参照）

・TYPE A&Bコネクターの両方に接続していませんか？両方接続している場合は、
TYPE Aのカスケード接続が優先されます。

GPI接続した外部機器をコントロールできない ・UTILITY機能のGPI OUTで、SCENE LINKまたはFADER STARTが適切に設定され
ていますか？（72ページ）

・SCENE LINKとFADER STARTで同じポート番号を選択していませんか？（73ページ）

GPI接続した外部機器からPM5000をコントロー
ルできない

・シーン選択機能を使う場合は、SCENE INC/DECがオンになっていますか？（72ページ）
また、シーン番号010～999にシーンがストアされていますか？

音が入力されない ・インプットチャンネルの［ON］スイッチはオンになっていますか？

・インプットチャンネルのフェーダーは上がっていますか？
・SOLOモードで信号入力の無いチャンネルの［CUE］スイッチがオンになっていませんか？

・そのチャンネルにアサインしたVCAフェーダーは上がっていますか？［VCA MUTE］
スイッチや［MUTE MASTER］スイッチがオンになっていませんか？

音が出力されない ・マスターモジュールの［ON］スイッチはオンになっていますか？
・［LCR］スイッチがオンで、［CSR］ノブを右に回し切って（CSR側）いませんか？（19ページ）

ヘッドフォンやMONITOR OUTから音が出力され
ない

・MONITOR MODEでMUTEを選択していませんか？（67ページ）この場合、CUE/
SOLO機能がオフになっていると、モニター出力がミュートされます。

ヘッドフォンやMONITOR OUTから音が遅れて聞
こえる

・MONITOR DELAYが設定されていませんか？（68ページ）

ヘッドフォンやMONITOR OUTから特定のチャン
ネルの音しか聞こえない

・［CUE］スイッチがオンになっていませんか？

音が小さい ・ヘッドアンプブロックの［PAD］スイッチや［GAIN］ノブは適切に設定されていますか？

・インプットチャンネルのフェーダーは上がっていますか？
・マスターモジュールのフェーダーは上がっていますか？

・そのチャンネルにアサインしたVCAフェーダーは上がっていますか？

音が歪む ・ヘッドアンプブロックの［PAD］スイッチや［GAIN］ノブは適切に設定されていますか？

・インプットチャンネルのフェーダーが上がりすぎていませんか？
・マスターモジュールのフェーダーが上がりすぎていませんか？

・EQのゲインを極端に上げたセッティングになっていませんか？

操作しても音が変化しない ・［PREVIEW］スイッチがオンになっていませんか？（55ページ）

・LOCK MODEがオンになっていませんか？（61ページ）
・カスケード接続の［MASTER/SLAVE］スイッチがSLAVEに設定されていませんか？

シーンをストアできない ・読み出し専用のシーン番号（000～009）にストアしようとしていませんか？
・MEMORY PROTECTがオンになっていませんか？（62ページ）

・SCENE EDITでシーンがプロテクトされていませんか？（62ページ）
・AUTOMATIONがオフになっていませんか？（70ページ）

シーンをリコールできない ・［RECALL SAFE］スイッチや［FADER SAFE］スイッチがオンになっていませんか？
・AUTOMATIONがオフになっていませんか？（70ページ）

メモリーカードにセーブできない ・メモリーカードがDOS形式にフォーマットされていますか？（59ページ）
・セーブに必要な容量がメモリーカードに残っていますか？

メモリーカードからロードできない ・メモリーカードがDOS形式にフォーマットされていますか？（59ページ）
・ファイルはCSV形式になっていますか？

・メモリーカードに129個以上のファイルがセーブされていませんか？ PM5000で表示
できるファイル数は最大128個で、それ以上のファイルがセーブされているとPM5000
ではすべてのファイルが表示できなくなります。

SOLO モードでありながら常時聞こえるチャンネル
がある

・そのチャンネルのINPUT SOLO SAFEがオンに設定されていませんか？（67ページ）

シーンをリコールすると、フェーダーが止まるまで時
間がかかる

・フェードタイムが設定されていませんか？（52ページ）
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仕様

1. 一般仕様

0dBu is referenced to 0.775 Vrms.

Total Harmonic Distortion
(Master Output)

Less than 0.1%
(THD+N)

20Hz～20kHz @ +14dBu 600Ω
(Input Gain Control at Maximum)

Frequency Response
(Master Output)

0+1,-3dB 20Hz～20kHz @ +4dBu 600Ω
(Input Gain Control at Maximum)

Hum & Noise (20Hz～20kHz) *1

Rs=150Ω
Input Gain=Maximum
Input Pad =OFF
Input sensitivity=-60dBu

-128dBu
-100dBu
-94dBu (98dB S/N)
-87dBu (91dB S/N)
-94dBu (98dB S/N)
-64dBu (68dB S/N)

-89dBu (93dB S/N)

Equivalent Input Noise.
Residual Output Noise.
STEREO AUXMaster fader at nominal level and all assign SW's off.
GROUP/AUX Master fader at nominal level and all assign SW's off.
STEREO, MONO (C) Master fader at nominal level and all assign SW's off.
STEREO AUX, GROUP/AUX, STEREO, MONO (C) Master fader and one input
fader at nominal level.
MATRIX Master at nominal level and all Matrix mix controls at minimum level.

Maximum Voltage Gain *2 64dB
80dB
90dB

84dB

90dB

64dB
80dB
90dB
84dB
81dB
77dB
87dB
10dB
6dB

MONO IN to MONO IN INSERT OUT,DIRECT OUT (pre fader)
MONO IN to STEREO AUX OUT (PRE),GROUP/AUX OUT (AUX mode & PRE)
MONO IN to STEREO AUX OUT (POST),GROUP/AUX OUT (AUX mode &
POST)
MONO IN to GROUP/AUX OUT (GROUP mode), STEREO OUT (INPUT to ST),
MONO (C) OUT (INPUT to MONO)
MONO IN to MATRIX OUT (GROUP/AUXMASTER GROUP mode to
MATRIX)
ST IN to ST INSERT OUT
ST IN to STEREO AUX OUT (PRE)
ST IN to STEREO AUX OUT (POST)
ST IN to GROUP/AUXOUT (GROUPmode), STEREO OUT (INPUT to ST)
ST IN to MONO (C) OUT (INPUT to MONO)
ST IN to GROUP/AUXOUT (AUX mode & PRE)
ST IN to GROUP/AUXOUT (AUX mode & POST)
SUB IN to Master OUT
2TR IN to MONITOR OUT

Crosstalk -80dB @ 1kHz, -70dB @ 10kHz
-80dB @ 1kHz, -70dB @ 10kHz

Adjacent inputs.
input to output. (except between L and R)

MONO & ST INPUT PAD 26dB

MONO & ST INPUT GAIN 50dB Variable

INPUT High Pass Filter 12dB/octave roll off below 20～400Hz at -3dB points.

INPUT Equalization *3

HIGH
HI-MID
LO-MID
LOW

+15, -15dB maximum
1k～20kHz (peaking/shelving, Q=0.5～3)
0.4k～8kHz (peaking, Q=0.5～3)
80～1.6kHz (peaking, Q=0.5～3)
30～600Hz (peaking/shelving, Q=0.5～3)

Sweep sine wave oscillator/Pink noise with burst 4 mode selectable (100Hz/1kHz/10kHz/PINK)
Selectable FIX or SWEEP for 100Hz/1kHz/10kHz by SWEEP/BURST ON/OFF
switch, sweep range: x0.2 - x2, Less than 1% T.H.D. @ +4dBu
Selectable continue or BURST for PINK noise by SWEEP/BURST ON/OFF
switch.
PINK NOISE：fixed 200msec, INTERVAL：variable 1sec～20sec

Phantom Power +48VDC is applied to balanced inputs for powering condenser microphones via
6.8kΩcurrent-limiting/isolation resistors.

Input LEDMeter

PEAK

+12/+6/+3/0
-3/-6/-12/-25

9-points (PEAK/+12/+6/+3/0/-3/-6/-12/-25dB) LED level meter built into each
MONO-IN and ST-IN module.
LED (red) turns on when pre-EQ level or post-EQ level or pre-Fader level
reaches 3dB below clipping.
LED (yellow) turns on when pre-Fader level reaches +12/+6/+3/0dB.
LED (green) turns on when pre-Fader level reaches -3/-6/-12/-25dB.

Output LED Meter

PEAK
+15/･･/0
-3/･･/-39

20-points (PEAK, +15, <3dB step>, -39dB) LED level meter.
STEREO AUX 1 (L, R)～12 (L, R), STEREO MATRIX 1 (L, R)～4 (L, R)
(STEREO AUX/STEREO MATRIX selectable)
GROUP/AUX 1～8, MATRIX 1～8 (GROUP/AUX, MATRIX selectable)
STEREO (L, R), MONO (C)
CUE (L, R, C), TB/OSC (CUE C, TB/OSC automatic select)
LED (red) turns on when pre-LineAmp level reaches 3dB below clipping.
LED (yellow) turns on when pre-LineAmp level reaches +15/<3dB step>/0dB.
LED (green) turns on when pre-LineAmp level reaches -3/<3dB step>/-39dB.
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*1 Hum & Noise are measured with a 6dB/octave filter @ 12.7kHz; equivalent to a 20kHz filter with infinite dB/octave attenuation.
Temperature condition @+10～+25℃

*2 PAN/BAL: the left or the right turning around.
*3 Turn over /roll-off frequency of shelving: 3dB below maximum variable level.

2. 入出力特性

2.1 入力仕様

*1 24ch, 32ch, 48ch
*2 All XLR connectors are balanced, Phone Jacks are balanced (T=+, R=-, S=GND).
*3 0dBu is referenced to 0.775Vrms.
*4 Sensitivity is the lowest level that will produce an output of +4dBu (1.23V), or the nominal output level when the unit is set to maximum level.
*5 Only 28ch version does not have STEREO AUX SUB IN and GROUP/AUX SUB IN.

Dimensions Width 28ch
36ch
52ch

Depth
Height

1432 mm
1671 mm
2148 mm
1113 mm
349 mm

Weight 28ch
36ch
52ch

153 kg
179 kg
228 kg

Connection PAD Gain
Trim

Actual Load
Impedance

For Use With
Nominal

Input Level *3
Connector In
Mixer *2Sensitivity *4 Nominal Max. before

Clip

MONO IN
1～n ch *1

ST IN 1～4ch

0
-60

3kΩ 50～600Ω Mics
600ΩLines

-80dBu (0.078mV) -60dBu (0.775mV) -40dBu (7.75mV)

XLR-3-31type
26 -54dBu (1.55mV) -34dBu (15.5mV) -14dBu (155mV)

0
-10

-30dBu (24.5mV) -10dBu (245mV) +10dBu (2.45V)

26 -4dBu (0.489V) +16dBu (4.89V) +30dBu (24.5V)

STEREO AUX SUB IN (1～12)
[L, R] *5

GROUP/AUX SUB IN (1～8) *5

STEREO SUB IN [L, R]
MONO (C) SUB IN
MONITOR SUB IN [L, R, C]
MATRIX SUB IN [L, R]

10kΩ 600ΩLines -6dBu (388mV) + 4dBu (1.23V) +24dBu (12.3V) XLR-3-31type

TALKBACK IN 3kΩ 50～600Ω Mics -66dBu (0.39mV) -50dBu (2.45mV) -30dBu (24.5mV) XLR-3-31type

MONO IN INSERT IN 1～n ch *1

ST IN INSERT IN 1～4ch

10kΩ 600ΩLines

-16dBu (123mV)

+4dBu (1.23V) +24dBu (12.3V) Phones Jack
(TRS)

STEREO AUX INSERT IN (1～12)
[L, R]
GROUP/AUX INSERT IN (1～8)
STEREO INSERT IN [L, R]
MONO (C) INSERT IN
STEREO MATRIX INSERT IN
(1～4) [L, R]
MATRIX INSERT IN (1～8)

-6dBu (388mV)

2TR IN 1, 2 (L, R) 10kΩ 600ΩLines -2dBu (616mV) +4dBu (1.23V) +24dBu (12.3V) XLR-3-31type
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2.2 出力仕様

*1 24ch, 32ch, 48ch
*2 All XLR connectors are balanced, Phone Jacks (TRS) are balanced (T=+, R=-, S=GND). Phone Jacks (STEREO) are unbalanced.
*3 0dBu is referenced to 0.775Vrms.

2.3 その他

3. その他

3.1 付属品

Power Supply Connection Cable (3.6m)

Gooseneck Lamps (4 for the PM5000-52C, 3 for the PM5000-36 and PM5000-28)

Console Cover

Owner's Manual

Warranty Sheet

3.2 別売品

Option Modules

Input Transformer ITR5000

Power Supply Link Cable PSL5000

仕様および外観は改良のため、予告なく変更することがあります。

Connection
Actual
Source
Impedance

For UseWith
Nominal

Output Level *3
Connector In Mixer *2

Nominal Max. before Clip

STEREO AUX OUT (1～12) [L, R]
GROUP/AUX OUT (1～8)
STEREO OUT [L, R]
MONO (C) OUT
STEREO MATRIX OUT (1～4) [L, R]
MATRIX OUT (1～8)
MONITOR OUT (A,B) [L, R]
TB/OSC OUT

150Ω 600ΩLines +4dBu (1.23V) +24dBu (12.3V) XLR-3-32 type

MONO IN DIRECT OUT 1～n ch *１ 150Ω 600ΩLines +4dBu (1.23V) +24dBu (12.3V) Phone Jack (TRS)

MONO IN INSERT OUT 1～n ch *１

ST IN INSERT OUT 1～4ch

150Ω 10kΩ Lines +4dBu (1.23V) +24dBu (12.3V) Phone Jack (TRS)

STEREO AUX INSERT OUT (1～10) [L, R]
GROUP/AUX INSERT OUT (1～12)
STEREO INSERT OUT [L, R]
MONO (C) INSERT OUT

STEREO MATRIX INSERT OUT (1～4) [L, R]
MATRIX INSERT OUT (1～8)

PHONES OUT x3 10Ω
8ΩPhones 100mW 150mW

Phones Jack (STEREO)
40Ω Phones 75mW 150mW

CASCADE TYPE A / PC (for PM5000 or PC) Dsub-9P (male) RS232C/RS422 digital

CASCADE TYPE B (for PM4000/PM3500 series)
VCA GROUP 1～8,
MUTE GROUP 1～8,
CUE SOLO

Dsub-25P (female) － analog

GPI (General Purpose Interface) Dsub-25P (female) － digital

MIDI
IN
OUT
THRU

DIN 5P (female) － digital

DC POWER IN +16V, -16V, +12V, +48V －
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MIDI データフォーマット

1. TRANSMIT/RECEIVE DATA
1.1 CHANNELMESSAGE

1.1.1 CONTROL CHANGE (Bn) BANK SELECT

《受信》

シングルモードでBANKがオンのときにRx CHが一致すると、BANK

SELECTメッセージを受信します。このメッセージによって、次に受信

するプログラムチェンジのバンクが決定されます。

《送信》

シングルモードでBANKがオンのときにシーンをリコールすると、BANK

SELECTメッセージをTx CHで送信します。

1.1.2 CONTROL CHANGE (Bn) ASSIGN

《受信》

CONTROL CHANGEがオンのときにこのメッセージを受信すると、そ

のMIDIチャンネルに応じてあらかじめアサインされているパラメーター

が変化します。

《送信》

CONTROL CHANGEがオンのときは、あらかじめアサインされている

パラメーターが変化すると、決められたMIDIチャンネルでASSIGNメッ

セージを送信します。

チャンネルフェーダーやVCAフェーダーの値は、MSBとLSBを使って

14bitで送受信されます。

ONスイッチの値は、00H～3fHがOFF、40H～7fHがONとなります。

1.1.3 CONTROL CHANGE (Bn) NRPN

《受信》

NRPNがオンのときにRx CHが一致すると、NRPNメッセージを受信し

ます。

このメッセージよって、受信したNRPNナンバーに対応するパラメー

ターが変化します（CONTROL CHANGE ASSIGNナンバーと

NRPNナンバーのLSBは同じです）。

《送信》

NRPNがオンのときにNRPNにアサインされているパラメーターが変化

すると、NRPNメッセージをTx CHで送信します。CONTROL

CHANGEとNRPNが両方ともオンのときは、CONTROL CHANGE

ASSIGNメッセージとして送信します。

60ｈ（INC）、61ｈ（DEC）には対応していません。

1.1.4 PROGRAM CHANGE (Cn)

《受信》

シングルモードでProgram ChangeのRxがオンのときにRx CHが一

致すると、PROGRAM CHANGEメッセージを受信します。ただし

OMNIがオンのときはチャンネルに関わらず受信します。このメッセージ

によって、Program Change Table内から該当するシーンがリコールさ

れます。

マルチモードでProgram ChangeのRxがオンのときは、すべてのチャ

ンネルで受信します。このとき、受信したチャンネルごとに各バンクに分

けられます。

Program Change ECHOがオンになっていると、エコーします。

《送信》

シングルモードでProgram ChangeのTxがオンのときにシーンをリコー

ルすると、PROGRAM CHANGEメッセージをTx CHで送信します。

このとき、Program Change Tableの設定に従って、MIDI OUTに送

信します。

マルチモードでは、バンクにそったMIDIチャンネルで送信します。リ

コールしたMemory No.が複数のProgram No.にアサインされている

場合には、一番小さいバンクで一番小さいチャンネル番号のProgram

No.を送信します。

1.2 ACTIVE SENSING (FE)

《受信》

受信後300ms以内に何も受信しなかった場合には、Running Status

のクリアなど、MIDIの通信を初期化します。 

STATUS 1011nnnn Bn Control Change

00000000 00 Bank Select MSB

0vvvvvvv vv MSB Value

00100000 20 Bank Select LSB

0vvvvvvv vv LSB Value

STATUS 1011nnnn Bn Control Change

0ccccccc cc Control No.(1-5,
7-31,33-37,39-95,
102-104)

0vvvvvvv vv Value

STATUS 1011nnnn Bn Control Change

01100010 62 NRPN LSB

0vvvvvvv vv MSB Value

01100011 63 NRPN MSB

0vvvvvvv vv LSB Value

00000110 06 DATA ENTRY MSB

0vvvvvvv vv MSB Value

00110110 26 DATA ENTRY LSB

0vvvvvvv vv LSB Value

STATUS 1100nnnn Cn Program Change

DATA 0nnnnnnn nn Program No.(0-127)

STATUS 11111110 FE Active Sensing
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各種資料
 

2. TRANSMISSION CONDITION

3. RECEIVE CONDITION

MIDI Tx CH?

CONTROL CHANGE
BANK SELECT $BnH

CONTROL CHANGE
 $BnH

CONTROL CHANGE
NRPN $BnH

MIDI IN

BANK ON

NRPN ON

ASSIGN ON

ECHO ON

MIDI OUTPROGRAM CHANGE
 $CnH

PGM ON
MIDI Tx CH?

or
MULTI ON

MIDI Rx CH?

CONTROL CHANGE
BANK SELECT $BnH

CONTROL CHANGE
 $BnH

CONTROL CHANGE
NRPN $BnH

MIDI IN

BANK ON

NRPN ON

ASSIGN ON

ECHO ON

MIDI OUT

PROGRAM CHANGE
 $CnH

PGM ON

MIDI Rx CH?
or

MULTI ON

MIDI Rx CH?
or OMNI ON
or MULTI ON



各種資料  

 

)

S

03
TransmitFunction Receive Remarks

Basic Channel

Note Number

Velocity

After Touch

Pitch Bend

Control Change

Program Change

System Exclusive

System

Common

System 

Real Time

Aux 

Messages

Notes

Mode

Default

Changed

Note ON

Note OFF

Key’s

Ch’s

Clock

Commands

Local ON/OFF

All Notes OFF

Active Sense

Reset

Song Position

Song Select

Tune

True#

Default

Messages

Altered

0, 32

1-5, 7-31, 33-37

39-95, 102-104

98, 99

6, 38

True Voice

1-16

1-16

X

X

X

X

O

O

O

O

0-127

*******************

X

X

X

X

X

X

X

X

X

*1 See Control Change parameter assign chart.

X

X

*******************

X

*******************

X

Mode 1 : OMNI ON, POLY
Mode 3 : OMNI OFF, POLY

X

1-16

1-16

Memorized

X

X

X

X

O

O

O

O

0-127

0-999

Assignable

X

X

X

X

X

X

X

O

O

OMNI off / OMNI on

X

X

Memorized

X

X

X

X

Bank Select

*1

NRPN (Non-Registered

Parameter Number)

Data Entry (for NRPN

O : YE
X : NO

Date: May, 01, 20
Version: 1.00

Mode 2 : OMNI ON, MONO
Mode 4 : OMNI OFF, MONO

MIDI Implementation Chart
YAMAHA [Mixing Console] / Model: PM5000
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CASCADE ................................................................................................................. 14, 76
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MEMORY PROTECT ..................................................................................................62

MIDI ............................................................................................................................. 14, 77
MIDI CTL CHANGE .................................................................................................... 81
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MIDI PGM CHANGE ...................................................................................................80
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MIDI SETTING .............................................................................................................. 81
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NoDT ....................................................................................................................................53
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サービスについて
■保証書
この商品には保証書がついています。販売店でお渡しし

ていますから、ご住所・お名前・お買上げ年月日・販売店名

など所定事項の記入および記載内容をおたしかめの上、

大切に保管してください。

保証書は当社がお客様に保証期間内の無償サービスをお

約束するもので、この商品の保証期間はお買上げ日より1

年です。

保証期間内の転居や、ご贈答用に購入された場合などで、

記載事項の変更が必要なときは、事前・事後を問わずお買

上げ販売店かお客様ご相談窓口、またはヤマハ電気音響

製品サービス拠点へご連絡ください。継続してサービス

できるように手配いたします。

■損害に対する責任
この商品（搭載プログラムを含む）の使用または使用不能

により、お客様に生じた損害（事業利益の損失、事業の中

断、事業情報の損失、その他の特別損失や逸失利益）につ

いては、当社は一切その責任を負わないものとします。ま

た、如何なる場合でも、当社が負担する損害賠償額は、お

客様がお支払になったこの商品の代価相当額をもって、

その上限とします。

■調整・故障の修理
「故障かな?」と思われる症状のときは、この説明書をもう

一度よくお読みになり、電源・接続・操作などをおたしか

めください。それでもなお改善されないときには、お買上

げ販売店へご連絡ください。調整・修理いたします。

調整・修理に際しては保証書をご用意ください。保証規定

により、調整・修理サービスをいたします。また、故障した

製品をお持ちいただくか、サービスにお伺いするのかも

保証書に書かれています。

修理サービスは保証期間が過ぎた後も引き続きおこなわ

れ、そのための補修用性能部品が用意されています。性能

部品とは製品の機能を維持するために不可欠な部品のこ

とをいい、PA製品ではその最低保有期間は製造打切後8

年です。この期間は経済産業省の指導によるものです。

■お客様ご相談窓口
ヤマハPA製品に関するご質問・ご相談は下記のお客様ご

相談窓口へ、アフターサービスについてのお問合わせは

ヤマハ電気音響製品サービス拠点へおよせください。

●お客様ご相談窓口: ヤマハプロオーディオ製品に対するお問合せ窓口
ヤマハ・プロオーディオ・インフォメーションセンター
Tel: 03-5791-7678　Fax: 03-5488-6663（電話受付＝祝祭日を除く月～金／11:00～19:00）
ONLINE support: http://proaudio.yamaha.co.jp/

●営業窓口
EM営業統括部企画推進室（プロオーディオ） Tel: 03-5488-5472　〒108-8568 東京都港区高輪2-17-11
PA・DMI事業部PE営業部CA営業課 Tel: 053-460-2455　〒430-8650 浜松市中沢町10-1

●ヤマハ電気音響製品サービス拠点: 修理受付および修理品お預かり窓口
北海道サービスステーション Tel: 011-512-6108 〒064-8543 札幌市中央区南十条西1丁目1-50　ヤマハセンター内
仙　台サービスステーション Tel: 022-236-0249 〒984-0015 仙台市若林区卸町5-7　仙台卸商共同配送センター3F
首都圏サービスセンター Tel: 03-5762-2121 〒143-0006 東京都大田区平和島2-1-1　京浜トラックターミナル14号棟A-5F
浜　松サービスステーション Tel: 053-465-6711 〒435-0016 浜松市和田町200　ヤマハ(株)和田工場6号館2階
名古屋サービスセンター Tel: 052-652-2230 〒454-0058 名古屋市中川区玉川町2-1-2　ヤマハ(株)名古屋倉庫3F
大　阪サービスセンター Tel: 06-6877-5262 〒565-0803 吹田市新芦屋下1-16　ヤマハ(株)千里丘センター内
四　国サービスステーション Tel: 087-822-3045 〒760-0029 高松市丸亀町8-7　(株)ヤマハミュージック神戸　高松店内
九　州サービスステーション Tel: 092-472-2134 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2-11-4
本　社／CSセンター Tel: 053-465-1158 〒435-0016 浜松市和田町200　ヤマハ(株)和田工場6号館2階

※所在地・電話番号などは変更されることがあります。
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